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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なんか面おも白しろい話ないかなー？」

　俺おれはいつも通りの感じでネット小説投とう稿こうサイトを漁あさる。

　よりどりみどり、色々ある。

　タイトルがそのままシチュエーションを表してるんで、それを元に探したりする……が。

『転生したら異世界で嫌きらわれ悪役宰さい相しようになってました』

　宰さい相しようって辛つらいよなー。だってさ、インフラとか法律とか、頭が禿はげるまで考えなきゃいけないんだよ？　これで国の中に不正が蔓まん延えんしてみろ？　ハゲるどころの話じゃない。

　権力者だからって楽じゃないって話。ははは……生温かい思い出だ。

『異世界に飛ばされたら、か弱いエルフ嫁よめと結けつ婚こんしてスローライフ』

　へぇ……スローライフね。でも、スローライフってしんどいんだよなー。

　水道電気その他、家電のない生活ってかなーり辛つらいよ。しかも、牧場なんかやってみろ？

　動物、全然いうこと聞かないぞ？　経験者は語る、ってやつだ。

　……なんか、俺おれ、素す直なおに異世界ライフな話を楽しめない身体になってる？




　そう。異世界って、チート全開で万ばん能のう感溢あふれる俺おれＴＵＥＥＥとかが良いいよね。

　転生するなら最初から凄すごいのが絶対的に良いい。

　ラスボス転生とか、魔ま王おうになりましたーとか、魔法力いきなりＭＡＸとか！

　転移も、チート能力とか、チートアイテムとか、付けて欲ほしい。というか付けろよ。

　今の俺おれがそのまんまで異世界に飛ばされるとか、それだけは御ご免めん被こうむる。

　いや、本当。平へい凡ぼんで平へい均きん的男子高校生のまま、異世界に飛ばされてみろ？

　条件悪けりゃ、ただの巻まき込こまれ被ひ害がい者しや状態だよ。というか、マジで勘かん弁べんしてくれ。

　そんなことを思いながら、俺おれは自室で寝ね転ころんでスマホでネット小説を読んでいた。

　でも、なんか俺おれ、チート無む双そう系、避さけてるなぁ……。





［たま］ねぇ、智とも識のりー。なんか面おも白しろい話とかあるー？



　何の前まえ触ぶれもなく、スマホにメッセージが飛んできた。

　幼なじみの加か賀が美み珠たまからだ。

　こいつは『珠たま』と呼ばれるのが嫌きらいだ。何な故ぜって？　読んで字じの如ごとくだ。飼い猫ねこに付ける名前っぽいところがダメらしい。でも、メッセージアプリの名前の欄らんのそれ……。


［ちしき］それで、名前のとこ『たま』なのはなんなの？　ツッコミ待ちか？

［たま］うっさい。黙だまれ（怒いかれる猫ねこスタンプ）

［ちしき］やっぱりツッコミ待ちなのか!?

［たま］そういうあんたこそ『ちしき』って、それ、駄だ女め神がみになっちゃうわよ？

［とものり］ああ、そうだな。そういえばそうだったな

［たま］速そつ攻こう修正……あんたってヤツは



　いやだって、駄だ女め神がみ化とか言われれば……ねぇ？

　そうそう。世の中不思議なことに、女め神がみが目の前に突とつ然ぜんやって来て、異世界を救ってくれってお願いされることが希まれによく起こる。

　……土下座してな。

　しかも、知ち恵えがない。というか、図ずう々ずうしい。というか、邪じや神しんだ邪じや神しん、あれは。





［とものり］一体、何度、呼び出すんだよ、あの駄だ女め神がみは。狙ねらい撃うちされてね？　俺おれら？

［たま］かもね……。しかもわざと外してんじゃないのかって感じで

［とものり］だよな。俺おれらが休みに山に行こうとしたら、海に飛ばされたりな！






　そう。俺おれらは自じ称しよう知識の女め神がみペディアとかいう邪じや神しんと出会った。

　というか、ヤツが勝手にやって来て、勝手に土下座して、勝手に俺おれらを異世界に飛ばして。

　それだけならまだしも、だ。

『先に異世界へ人を派は遣けんしたんですけど、失敗しちゃって』

　絶ぜつ妙みようにその場にそぐわない人材を派は遣けんして、異世界をより混乱させてるって感じでな。

　全く萌もえない『てへ☆』をして、色々誤ご魔ま化かそうという魂こん胆たん丸見えで。

　で、尻しり拭ぬぐいを俺おれらに丸投げして、駄だ女め神がみの方は即そく逃とう走そうするわけだ。

　うちの学校の生徒会長（通つう称しよう・ゴザル氏うじ／美少女）も以前、ペディアに飛ばされた一人だが、彼かの女じよが言うには「狙ねらわれたのではござらんか？」らしい。

　その時はどういう意味かわからなかったが、後でわかった。

　うちの学校の先生が一度ならず何度も依い頼らいされては異世界に飛ばされていたからだ！

「授業の合間に飛ばされたこともあったわ……」

　そう鳴海なるみ先生はしみじみ語った。相変わらずＴＰＯをわきまえないヤツだよ……。

　まぁそれは良いいとしてだ。





［とものり］それで、面おも白しろい話って……何だ？　ＳＮＳとかの噂うわさ話ばなし？　ネット小説？

［たま］ネット小説の方。自分の好みの話を見つけ出すの、結構骨が折れるのよね～



　あーわかる。タイトルと概がい要ようだけじゃ、わかんないことって結構あるんだよなー。


［とものり］つーても、お前と俺おれじゃ、好み全然違ちがうじゃん



　こいつ、二次小説とかが好きなんだよなー。


［たま］悪役令れい嬢じよう？　だっけ？　そんな感じのやつ

［とものり］へー、良いいけど？　二次小説好きなお前が意外だな

［たま］だってさー。こないだ髪かみ切りに行った時、待合にあった漫まん画が読んだらさぁー



　珠たまが言うには、中のヒロインが〝何の取とり柄えもない平へい凡ぼんな女の子（一応）〟とかで。


［たま］平へい凡ぼんっていうより、ヘロヘロに弱い上に、無能よ、無能!!



　か弱さ全開アピール、巻まき込こまれた私アピール。でも、努力しない。というか無能。

　しかし、何な故ぜか男にはモテる。無条件でモテる。何な故ぜモテるのかわからんがモテる。


［たま］なのに!!　悪役令れい嬢じようの方はめっちゃ努力していて！　でも自じ称しよう平へい凡ぼんとか言い張る無能ヒロインが無条件でモテるのよ!!　で、踏ふみ台だいにされるのよ!!　悪役令れい嬢じようが!!



　ああ、なるほど。それでストレスが溜たまりまくったと。

　そう。こいつ、加か賀が美み珠たまは無む駄だに努力をするやつで。しかも努力が斜ななめ上で！

〝いつか異世界に飛ばされた時のための、知識チート用の豆知識・無む駄だ知識〟

　なんて物を本気になって蓄たくわえているようなやつだ。


［たま］ありえないわー。というか、なんでそんなにモテるの!?　平へい凡ぼんな女の子なんでしょ？　平へい凡ぼんなら、もっと全然モテない方が自然でしょ!!　ねぇ、そう思わない!?　なのに、努力してる側が報むくわれないどころか、踏ふみ台だいとか、理り不ふ尽じんじゃん!!



　年ねん齢れい＝彼かの女じよいない歴の俺おれにそんなことを言われても、コメントに困る。

　でも、口に出すとキレそうな雰ふん囲い気きだから、黙だまっておこう。


［とものり］あー、でも俺おれ、悪役令れい嬢じようはそんなに知らないんだよなー。ツンデレ悪役令れい嬢じようが反省して真人間として人生やり直しとか、隠いん居きよしてスローライフとか、えっと……

［たま］何？　みんな逃にげてるの？

［とものり］みたいだなぁ。悪役令れい嬢じように転生という時点で、メインヒロインの踏ふみ台だいにされるのが確定だから、とりあえず逃にげる、みたいな？



　最近のなんか途と中ちゆうの説明は全部すっ飛ばして、悪役令れい嬢じように転生する＝逃とう走そうする、という簡略化精せい鋭えいっぷりだ。


［たま］悪役令嬢＝即逃走って……。じゃなくてさぁ、ヒロインに復ふく讐しゆうするようなやつはないー？



　ストレス溜たまってるのはわかるが、物ぶつ騒そうだな、こいつ。


［とものり］わりぃ。俺おれ、最近、モンスターとかアイテムとかに転生とか、チートの変型というか、ほっこりスローライフの変型とかがメインで、そっちはあんまり……



　そうそう。チートとか無む双そうとはちょっと趣おもむき？　が違ちがう話な。

　行動に制限がある中で、特とく殊しゆ能力を遺い憾かんなく発揮して、異世界を渡わたり歩あるくようなやつ。

　王道から外れるけど、ちょっと芸の凝こった展開をするのが面おも白しろい。

　というかな？

　最近、異世界転生、異世界転移の俺おれＴＵＥＥＥとかチートとか避さけ気味。

　好きなんだよ？　好きなんだよ？　本当は凄すごく好きなんだよ!?

　でも、ここのところ、面めん倒どうくさくてダルくて、いや[image: ～][image: ～]なことがあって。

　無む双そうする話を読むと凄すごく切なくなるというか。

　ああ、異世界。

　どうせ転生とか転移するなら、無む双そうしたい。チートしたい。

　もしくはスローライフだ。あ、不便じゃなくて面めん倒どうくさくないスローライフな！




《えー、そういうアイテム転生のお仕事とかは、今のところないですねぇ》




　は？　今、なんか変な声が聞こえなかったか？

　気のせいかな？　気のせいだよな？　すごく気のせいだよな!?


［とものり］あ、そうだ。珠たま、今からネトゲしない？　ほら、こないだのやつの続き



　我ながら不自然なほどいきなり、珠たまをゲームに誘さそってみた。


［たま］珠たま言うな！　加か賀が美みよ、加か賀が美み！　ていうか、何でネトゲ？

［とものり］いや、だから、今、すげーネトゲがやりたくてやりたくて仕方ないんだよ！

［たま］……？　別に、良いいけど……？



　明らかに不ふ審しんがられてる。でも、仕方ないんだ、珠たま。


［たま］ああ、じゃあ、うちに来る？　ちょーど、見せたいものがあってさぁ～



　ん？　なんか珠たまが自じ慢まんするつもり満々の気配……。

　普ふ段だんの俺おれなら「自じ慢まん乙おつ」とかいって軽く流しているところだが、今はそれどころじゃない。

　というか、この際、迫せまり来る邪じや神しんから逃のがれられるのならなんだっていい。




《待ってくださぁぁい!!　無視するんですかぁ!?　異世界へ誘いざなう、天の声無視、はんたーい!!》




　なんか天からクッッッソなお告げらしき声が聞こえるが、俺おれは知らん。

　俺おれは近所の珠たまの家に行くために、いそいそと出で掛かける準備をした。







[image: 第一章]








１






「珠たま、回復くれ」

「珠たまいうな、加か賀が美み。ていうか、またぁ？　あんたほんと下手ね。はい、ヒール」

「さんきゅー。って下手とかじゃなくって、素の動物使役ビーストテイマーに火力求めないでくんない？　んで、あとどんくらい狩かればいいんだ？」

「そんなの時間と気力と体力が許す限りずっとに決まってるでしょ？　ここの敵が落とすレア石が少なくとも三桁けたはないと折角の超ちようレア剣けんを鍛きたえられないんだし」

「マジか。そんな数とは聞いてないぞ」

「えー、今言ったじゃない。せっかく来たなら手伝ってお願いっ☆」

　今俺おれは、大量の漫まん画がやラノベ等などの本がぎっしり詰つまった本ほん棚だなに囲まれた一室にいた。

　まぁ、要は珠たまの部屋だ。

　さっき、邪じや神しんから異世界とかいう修しゆ羅らの世界へ誘いざなうお告げが聞こえてきたような気がする。

　でも、俺おれはそんなお告げを聞く気はこれっぽっちもなかった。

　聞くかよ！　ロクなことないだろ、あの駄だ女め神がみじゃ。

　なので、それから逃のがれるため、珠たまの家に遊びに来ていたんだが──

「あのさ……言いにくいんだが……昔より酷ひどくなってないか？」

「は？　何が？」

　珠たまがすっとぼけた返事をする。

「だから！　この部屋のカオス状態だよ！」

　一応、整理整せい頓とんはされているんだが、とにかく珠たまの部屋は物で溢あふれていた。

　棚たなに収まりきらなかった本とかが段ボールに詰つめられている。

　その段ボールにはネット書店のロゴや会社名が印字されていたり。

　まぁこのあたりまでは俺おれの部屋と似たり寄ったり。

　……俺おれの部屋と似たり寄ったりというあたり、女子の部屋としてはどうかと思うが。

　ただ、最大の違ちがいは、さらに女子の部屋に不似合いな、無骨で可か愛わいげのないハイスペックなゲーミングＰＣなんていう物が部屋の片かた隅すみに鎮ちん座ざしていることだ。

「お前、よくそんなゲーミングマシンなんか買う金あったな」

「あ、これ？　知り合いのゲーマーお姉さんが、なんか、グラボとＣＰＵを新しいのにしたいからって『型落ちになるけどいる？』とか言われて、もらっちゃったー。良いいでしょ？」

　無骨にも程ほどがあるだろ？　知り合いのお姉さん、どんな拗こじらせゲーマー女子なんだよ？

　さっきスペックを確かく認にんしたけど、これ、新型の最上位機種より二個下くらいだったぞ？

　型落ちでそのスペックって。類は友を呼ぶというけど、業ごうが深すぎる友を持ってるな、珠たま。

「にしても、久々にお前の部屋に入ったけど、これっぽっちも女子らしさがないな」

　年とし頃ごろの女子の部屋にお呼ばれして、ちょっと期待してた俺おれのときめきを返せっ！

「はぁ？　何言ってるのよ？　ほら、そこに女子力溢あふれるグッズがあるじゃない？」

　珠たまの指差す先には、申し訳程度に女子が買いそうなオタクグッズが鎮ちん座ざしていた。

　そっちじゃねえ……もっとほら、なんかフローラルな感じの……いや、外面は美人委員長、中身は同人廃はいオタの珠たまさんにそういうのを期待した俺おれが愚おろかだったよ……。




　それで、だ。

　珠たまをネトゲに誘さそった時、『ちょーど、見せたいものがあってさぁ～』とか言われて。

　俺おれは一体なんの自じ慢まんかと思っていたんだけど……

　まさか、中断していたネトゲを気まぐれに再開したら、いきなり超ちようレア武器をドロップ！

　そのまま調子に乗って、またのめり込こんでしまっていたとはな……。

　やっぱり自じ慢まん話だったが、当然の如ごとく、俺おれは付き合わされるハメになった。

　確かにネトゲに誘さそったの、俺おれだけどさ！

「ちょっと、ボーッとしてないで次行くわよ次！」

「へいへい、わかりましたよ」

　パーティー組んでなきゃ入れないダンジョンに行きたいからってさぁ……。

　使し役えき獣じゆう連れていけないとか。もう俺おれじゃなく、ゲーム内で適当に臨公……じゃあ駄だ目めか。知らないやつと欲ほしいアイテムまで公平均等割りされたら堪たまらんわな。

　そんなことを考えながら、持ってきたノートＰＣで狩かりを粛しゆく々しゆくと行う俺おれである。

　ゲーム内での臨時パーティーには危険がつきまとう。

　知り合い相手ならまだしも、出会ったばかりのプレイヤーと組んで行う臨時公平パーティーは、トラブルまみれだ。レアドロップで揉もめるなんて、ネトゲじゃ付き物だからなぁ。

　てわけで、俺おれは珠たまから言われたとおり、延々と敵を倒たおし、目当てのアイテムをドロップさせることに集中していた──なんか既き視し感かんあるプレイだな、これ。

　そんな折、ピンポーン、と呼よび鈴りんが鳴らされた。

「お？　誰だれか来たのか？」

「智とも識のり、ちょっと任せた」

「ちょ!?　お、おいおい。せめて目の前のやつ倒たおしてからにしてくれ」

「悠ゆう長ちようにしてらんないの。もし宅配とかだったら、チャイムが鳴って数秒放置してたらお持ち帰りされちゃうんだから！」

「いやいや、郵便配達は二度ベルを鳴らすとか聞いたぞ？」

「聞いたことないわ。いつの時代よ、それ？　とにかく任せたから！」

　俺おれの懇こん願がんをはねのけて、珠たまは大急ぎでリビングのインターフォンへと駆かけ出だした。

　アクティブモンスターだらけのフィールドでキャラ放置とか。

　死に戻もどり必至じゃん。それを俺おれ一人で守れと？




「はいはーい、どちら様──？　って、コスプレなんかして、何やってんの？」

「いつもニコニコ貴方あなたのおそばに！　知識の女め神がみペディア、でぇぇっす！」

　リビングから聞こえてくるのは、聞き慣れてしまったどこかの邪じや神しんっぽい声だった。

　さっき振ふり切きったはずなのに、またかよ……。

　またぞろ面めん倒どう事かと思いつつ、駄だ女め神がみのことは放置推すい奨しよう。

　俺おれは必死に棒立ちになった珠たまの操作キャラを守ま護もるために悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　珠たまよ、はよ戻もどってこい。

「間に合ってます」

「あー、ちょちょちょっと待ってくださぁい[image: ～][image: ～]！　ちゃんと──」

　珠たまの冷たい声と、邪じや神しんの喚わめきが聞こえた。

　よし、ダラダラ話を引ひき延のばさなかったな。えらいぞ。だから珠たま、はよ。




「おかえりー。どうだった？」

　どすどすと足音を立てて戻もどってきた珠たまに、俺おれは視線を画面に向けたまま聞いた。

　でも、珠たまから返ってきたのは意味のよくわからない言葉だった。

「訪問販はん売ばいとか宗教の勧かん誘ゆう？　そんな感じのやつだったわ。どっちにしても面めん倒どうそうだったし。そんなことよりも、今は狩かりの続き！」

　どうやら考えてたことは同じらしい。深くは聞くまい。

「そっかー……チャイム連打、うっせーな」

　あいつ、しぶといな。現在進行形でチャイムが連続して鳴なり響ひびいている。

　なんかもう、響ひびく音が不安を煽あおりまくるくらい。

「本当、そうよねー──止まったわね。ほら智とも識のり、続きよ続き」

　連打されていたチャイムが鳴り止やんだ。珠たまがなにやらイラついているが、とにかく！

　気を取り直してゲームを続けようとした俺おれだった、のだが。

「……おわっ!?」

「と～も～の～り～さ～んんんん、珠たまさんがひどいんですぅ[image: ～][image: ～]」

　いきなり窓に！　ああ窓に！

　半泣きの駄だ女め神がみが現れてガラスに張り付いていた……。

　だから、名状しがたき登場をするなというに。

「……まだ諦あきらめてなかったのかよ、ペディア。って、何そのカッコ。何のバイトだ？」

「違ちがいますよう。よいしょっと」

[image: ]

　あまりにもの駄だ女め神がみの奇き態たいを、このまま放置するのもげんなりしてきた俺おれは、根負けして窓を開け、ペディアを中に入れてやった。で、その姿を見て首を傾かしげた。

　ペディアの格好はどう見ても……配送業者？

「女め神がみがバイトなんてする必要ないんじゃない？　どうせ遊んでコスプレしてたに決まってるって。まったく、今日届くはずだからちょっとワクワクしてたのに……」

「今日届くって何が？」

「あー、えっと……それは……」

「そうそう。珠たまさんにお届けものですよぅ。んもう、締しめ出だすとか、何なんですかぁ？　酷ひどいですよぅ……あ、ハンコかサインください」

　言いい淀よどんだ珠たまをよそに、ペディアは小こ脇わきに抱かかえていたダンボールを差し出しそう告げた。

「なんだそりゃ？」

「ですからお届け物ですよぅ」

　箱にはにやりと嫌いやな笑えみを浮うかべた口元とも見えなくもないロゴが記されていた。

「……なによ、ホントにバイトなの？　てか、それならそうと早く言いなさいって。うふふふふ、まったく密林は最強だぜぇ。……って、なんであんたが運んでくるの？」

「こっちの世界でお買い物するのにお金いるじゃないですかぁ。女め神がみぱぅわーでちょちょいっとお金を出そうと思ったんですけど、上に怒おこられまして。地道に稼かせげと」

　バイトに申もうし込こむ手続きに女め神がみの力を使う分にはいいのかよ……。

　と、突つっ込こみたかった俺おれがいた。マイナンバーとかどうなるんだ？　とか。

「……それにおとなしく従うって、らしくないわね……」

　始末書を山ほど溜ためてるらしいペディアは、珠たまの中では規則破りの常習犯扱あつかいのようだ。

　まぁ、俺おれも思ってたけどさ！

「上司の女め神がみ様が怖こわいんですよ！　逆らったら何されるかわからないんですっ！　まったく、私よりもちょっと長く女め神がみやってるからって、えらっそーに──ぷぎゃあ!?」

　──？　なんか、今、ペディアの頭にピカッと電でん撃げきっぽい光が走らなかったか？

　気のせいかな？

「あー、それは偉えらそうなんじゃなくて実際偉えらいんじゃないのか？」

　神の世界にも上司と部下の関係とかあるのか。って、そういや前にも言ってたような。

　まあそれは良いいとして。

　俺おれはダンボールを嬉き々きとして開かい封ふうしていた珠たまに、何の気なしに問いかけた。

「なあ、何届いたんだ？」

「……なに？　予約してあった乙おと女めゲーの新作ですが、なにか？　うふふふふ……」

　すでに隠かくすのを諦あきらめて開き直った珠たまが、手にした品物に頰ほおずりをしていた。

　見た目が可か愛わいいって得だよな。

　パッケージに頰ほおずりとか。俺おれがやったら「うわきもっ」って言われること間ま違ちがいなしだ。

「……お前もブレないやつだよな。学校じゃ美少女委員長的な立ち位置確保してるくせに」

　器用っちゃあ器用なんだけどな。

「外面を良くしておけば学校生活は楽ちん平へい穏おん高評価！　私的空間においては自分の趣しゆ味みを開放してストレスを発散する！　これぞ処世術ってものよー。ねー？　地味過ぎて将来同窓会で名前と顔が一いつ致ちしない可能性が高そうな智とも識のりくん」

「うわ、ひっでー言い様だなぁ、それ」

　とはいえ、一応は事実かな？

　成績そこそこ見た目もそこそこ、地頭は悪くないはずだと自分では思っている。

　が、それにしても平均平へい凡ぼん地味で普ふ通つメンの俺おれには特別突とつ出しゆつした点がないのは事実だ。

　珠たまは見た目もよろしく人当たりも良いい。

　成績もそこそこ優ゆう秀しゆうとくれば、よほどの逆さか恨うらみでもされない限りは安あん泰たいかもしれない。

　でも、周りには猫ねこを被かぶっているのはある程度バレてると思うぞ？

　……とか、口に出すと怒おこりそうなので、黙だまっとく。

「あの、ご歓かん談だんをお楽しみのところすいません～。喋しやべっていいですか？」

「……今の会話のどこに、ご歓かん談だんを楽しんでる部分があったというのか」

「ていうか、あんた。荷物配達済んだんだから、さっさと帰れば？」

　本当だよ。この駄だ女め神がみ、わざわざ家に、しかも窓から上あがり込こんで居い座すわるとか。

「いやですよぅ。それだけのために来るわけないじゃないですかぁ。また面めん倒どうなことが起こった世界があってですねぇ……」

「またかよ……」

「──で、なに？　今度はどんな異世界なの？」

　俺おれはうんざりしたが、珠たまが口調をよそに目を輝かがやかせ始めた。トホホ……いつも通りだ。

「実はですねぇ──」





２






「──というわけなんです」

「なるほど。それってどこの古～い共産圏けん？」

「異世界のだろ」

　ペディア曰いわく、今回やらかした異世界は、あっちは干ばつで飢き饉きん、こっちでは大豊作過ぎて蔵くらにも収められないほどでそのまま腐くさらせてしまう、という古い共産体制な状じよう況きようなのだという。

　建国間もない共産圏けんでは、上う手まく経済と物流が動かせなくて、そういう事態が多発した。

　っていうのを教えてくれたのは、学校の政経担当の鳴海なるみ先生だ。

　で、ない所に余った食料を送れば、飢き餓が解消、作物の無む駄だ解消、のはず！

　そう考えたペディアは、だったら異世界で流通革命を起こせばいいじゃない！

　とばかりに、運送業経験をもつ、とある男性を異世界に転生させたらしい。

　だがしかしだ。その人は一向に流通革命を起こす様子がなく──

「こーんなふうに、へんてこな飾かざり付つけした荷馬車走らせてるだけなんですよぅ！　何考えてるんですかぁ[image: ～][image: ～]あの人！」

　駄だ女め神がみぱぅわーで空中に浮うかび上あがった映像は、キラキラと光るイルミネーションで飾かざり付つけられた、一台の馬車？　のようなものが荒こう野やを疾しつ走そうしている姿だった。

「あー、これ。あれだわ」

「うん、あれだな」

「何なんです？　お二人はあれを知ってらっしゃるので？」

「デコレーショントラック、略してデコトラってやつだっけ？」

「そそ。アートトラックとも言うわね。昔の映画、こないだ無料配信してたから見たわ」

「シブイの見てんな、お前……」

　そのデコ馬車、普ふ通つうの箱馬車じゃなくて、こっちで箱車と呼ばれるトラックに似た形状をしていて、タイヤの部分にでかいトカゲが収まってそれが動力になってるみたいだった。

　ペディアが見せた映像では、それを駆かる転生者が行く先々で現地の人たちと交流し、その地の女性に惚ほれて尽じん力りよくした末に振ふられ、また別の女性に惚ほれたり振ふられたりを繰くり返かえしていた。

「……まんま、昔の人情トラック乗り映画の、異世界版じゃねえか」

「ほんとにね。これってやらかしたのを修正とかそんなのじゃなくって、一から十まで私たちがやるハメになりそーな感じがするんだけどー？」

「そ、その辺りは色々と便べん宜ぎを図はかりますんでぇ～。なんとかお願いしたいんです！」

「土下座はもういいから。される方の身にもなってくれ……」

　まともな神経を持っていれば、土下座をされるのなんかたまったもんじゃない。

　むしろげんなりする。なんっつーか、新手のパワハラにしか思えんわ。

「土下座じゃもう足りないと!?　では更さらに土ど下げ寝ねというのを」

「いやそれもいいから」

　言うと思ったよ……土ど下げ寝ね。

「むしろ変になにかやらかした後じゃないだけマシかな？　よし！　いいわ、行く」

「おい、珠たま。ちょっと待て！」

「ありがとうございます！　それじゃあ早さつ速そく──」

　毎度のごとく、珠たまは気軽に異世界行きを承しよう諾だくする。

　俺おれが文句を言おうとしたところで。『ぴんぽーん』と再びチャイムが鳴った。

「あ、誰だれかしら？」

「行きますよーってなんですかぁ？　もう起動しちゃってますよ？　異世界転移」

「おい、ペディア。ちょっと待て、一時停止だ」

「え、無理ですぅ」

　融ゆう通づう利きかない駄だ女め神がみだな！

　珠たまの方はインターフォンを確かく認にんしようとしていた。

「はいはーい、どちら様ですかー？」

『加か賀が美みさん。こんにちはー、来たわよー』

「あ、会長。今開けますねー」

　あれ？　なんで珠たまの家に生徒会長が？

　そんな疑問が浮うかんだと同時に、俺おれの視界は真っ白に染められ──。
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「おいペディア！　本当にこっちであってるんだろうな！」

「間ま違ちがいありませんよ！　この街かい道どうを進めば日暮れまでには人里にたどり着けますう」

　ちょっと疲つかれ気味でいらいらし始めていた俺おれは、八つ当たりも兼かねて駄だ女め神がみに尋たずねた。

　相変わらずの脳天気な答えを返され、どーんと疲つかれが溜たまる。

「つーかーれーたー」

「意外に体力がないでござるな、加か賀が美み殿どの？」

「生徒会長はいいわよ、異世界に来たとたん前世の能力がーとか。どこのチート転生者よ！」

「いや、拙者、実際転生者でござるし。しかもこれで二回転生一回転移なわけでござるから？　もうベテランと言っていいレベルではござらんか？」

「んなこと言ってたらわたしと智とも識のりは異世界転移の常連なのに特に何の特とく殊しゆ能力も備わってないんですけどねえ……。ペディア、どうなのその辺は？」

「あーえー、女め神がみがすぐそばにいると私自身がその特とく殊しゆ能力ってことになってですねぇ」

「いらねえ……心底いらねえ……」

「ひどいですぅ～。色々頑がん張ばってるのにぃ！」

「頑がん張ばってるからミスに目をつむれってのは被ひ害がいにあった人以外言っちゃ駄だ目めでしょ!!」

　なにやら話が駄だ目めな方向に弾はずんでいる……。

　が、今俺おれたちは、異世界の荒こう野やを人里に向けててくてくと歩いているところだった。

　駄だ女め神がみがいきなり転移させてくれやがったおかげで、俺おれと珠たまは靴くつも履はいてない状態で異世界の荒こう野やに放り出された。何な故ぜか珠たまの家を訪おとずれた生徒会長を巻まき込こんで、だ。

「ところで、なんで生徒会長が珠たまの家に？」

　俺おれは口調がゴザルに戻っている会長に、さっきから疑問に思っていたことを尋たずねてみた。

「いやあ。拙せつ者しや、加か賀が美み殿どのにどうしても見せたいものがあるとのメッセージをもらって。特に今日は用事がなく、加か賀が美み殿どののご自宅にお邪じや魔まさせてもらったのでござるが……」

「へぇ、なるほど……」

　珠たまのネトゲ超ちようレア武器ドロップ自じ慢まんか。どんなけ見せたかったんだよ……珠たま。

　生徒会長にはスクショ撮とってメッセージで送れば良いのに、そういう気も回らないくらい、ルンルンだったのか。でもはしゃぎ過ぎてるだろそれ。まぁ、多少、気持ちはわかるけど。

　それはそうと。俺おれたちが転移した場所は、見み渡わたす限り人っ子一人いない荒こう野やだった。

　人どころか、木も生えてない。ぐるっと３６０度地平線だ。

「山の一つも見えないでござるな。ここまで平へい坦たんというのも珍めずらしいでござるよ」

　生徒会長は背せ伸のびをしながらあたりを見回しそう言う。

　まあそうだよな。行ったことはないけど、北ほつ海かい道どうだって地平線の向こうまで伸のびた道路はあっても、アップダウンは多少ありそうだし、丘おかや山ぐらい、ちょこっとは見えそうだ。

　でも、ここはほんっとうになんにも見えない。

　人がいるだろうという痕こん跡せきは、地面の轍わだちの痕あとくらいだ。

　それだって草に埋うもれかけてじっくり見ないと判別しづらいレベルだ。

「しっかし、巻まき込こまれた生徒会長には悪いけど、正直いてくれて助かった。靴くつも魔ま法ほうで作って貰もらえたしなー」

「本当、助かるー。素す足あしで歩けって。靴くつが無かったら智とも識のりに背負ってもらってたわ……」

「なぁ？　その場合、俺おれも素す足あしだよな？　二人分の負ふ荷かが俺おれの足にかかるわけだが？」

「頑がん張ばって！　男の子！」

　珠たまは両手を合わせ、小首を傾かしげ、上うわ目め遣づかいに可か愛わいらしいおねだりの仕草……

　のつもりで、俺おれに無茶ぶりを言う。

「頑がん張ばらねーよ……」

　当然だった。

　今、俺おれと珠たまは、異世界に来て再び魔ま法ほうが使えるようになった生徒会長が作ってくれた靴くつを履はいている。木もろくに生えてないこの荒こう野やで、会長は地面に穴掘ほって隠かくれてたでかい鼠ねずみみたいな獣けものを素す手でで仕留め、その皮を剝はいで魔ま法ほうの力で即そく席せきの靴くつを俺おれたちに作ってくれた。

　なんというサバイバルスキル！

　なお肉は食った。味付けも何もできないので正直美う味まいもんじゃなかったけどな。

　が、背に腹はかえられない。空腹は最高の調味料、残さず全部いただきました。

　でかい鼠ねずみさん、ゴチでした！　合がつ掌しよう。

「しかしまあ、魔ま法ほうで簡易に鞣なめしただけでござるからな。耐たい久きゆう性は無いでござるが足を保護するだけならば十分でござろう」

「あらあら～？　口調がゴザル氏うじに戻もどってますよぉ」

「おっと。いやまあ、今の格好ではむしろそっちの方が似合っているでござろう？」

　……うむ。じゃない。それはどうだろう？

　確かに見た目は忍にん者じやというかくノ一なんだけど。なぜか生徒会長──もうゴザル氏うじでいいや。ここ異世界に転移した際に、なぜかゴザル氏うじだけが、その姿を変えていた。

　見た目というか身体からだは元の世界のあの生徒会長のままなんだけどさ。

　不思議なことに、身に着けている衣服が、その……なんだ？

「似合ってはいるけど、コスプレにしか見えないんだけど？　何、そのピッチリ全身スーツ。魔ま界かいの住人と対決する方の忍にん者じや？」

　珠たまさんよくぞ言ってくださいました！　そう、不思議なことにゴザル氏うじは、身に着けていた衣服が改造レオタードのような服へと変へん貌ぼうしていた。

　そして珠たまさん、十八歳さい未満お断りな作品をなぜ知っているのか。俺おれもだが。

「あー、私と珠たまさん智とも識のりさんのお二方だけの異世界転移にイレギュラーが入はいり込こんだせいで、バグが発生したんだと思いますよー。特にゴザル氏うじは何度も異世界転生してるのもあって、設定を変えないと、通常の異世界転移じゃ、普ふ通つうに転移できないんですよぅ。つまり、魂こん魄ぱくとか過去二回分の人生履り歴れきが残ったまんまですし？」

　そうなった理由を駄だ女め神がみが解説してくれた。なるほどようわからん。

　だがしかし何という奇き跡せき。ありがとう、異世界転移。

　ありがとう転移のバグ。リアル対たい○忍にんとか何という、俺得！

「うーん、個人的にはもう少し締しめ付つけの緩ゆるいほうが動きやすいんでござるがなぁ」

「まあまあ生徒会長。それくらいの方がいろいろ捗はかどりますって……あれ？」

「どした、珠たま」

　あーだこーだとみんなで話していたが、珠たまが不意に足を止め耳を澄すまし始めた。

「何かが近づいてくるでござるな」

　ゴザル氏は這はいつくばり、地面に耳を当てて周囲を窺うかがっていた。

　あれって、本当に音が拾えるんだ。

　遮しや蔽へい物なんてなにもない、ぐるりとあたりを見回しても、何も……。

「なんだありゃ」

　地平線の向こうから、土つち煙けむりを上げてこちらに迫せまってくる何かが見えた。

「馬車、のようなものに見えるでござるな」

「見えるんだ!?」

　地平線から顔を出したということは、えーっと地平線までの距きよ離りは──

「ペディア！　この星の地平線までの距きよ離りはいくつだ！」

「えっと、現在地点で智とも識のりさんの視点の高さからだと５[image: ，]６９０メートルですね。今こちらに迫せまってきてるあれは時速で60キロ前後です。あと５分20秒ほどで接せつ触しよくするかと」

　地球での水平線までの距きよ離りって、たしか、大体５キロ弱って聞いたことがある。

　５[image: ，]６９０メートル先の物が見えるということは、この異世界は地球よりも若じやつ干かん大きな惑わく星せいっぽいとこらしい。というか、馬車で時速60キロって出せるもんなの？

　戦せん闘とう用のチャリオットとかだったりするのか？　それにしても速すぎない？

「敵かな？　味方かな？」

　珠たまが訝いぶかしげに呟つぶやく。戦せん闘とうがあること前提にしか聞こえない発言だ。

「何でもかんでも敵味方に分類する必要はないんじゃないか？　どうせ隠かくれられるところなんて無いんだし……様子見だな」

　いざとなったらゴザル氏うじにお願いしよう。この世界で攻こう撃げき魔ま法ほうがどれくらい使えるかは知らんが、馬車程度なら何とかしてもらえるかもしれない……多分。

　最悪、俺おれらに命の危険があったら駄だ女め神がみに元の世界へ帰してもらうけどな。

「うーむ。別に攻こう撃げき魔ま法ほうでなくても、ああいった馬車とかなら、地面を泥ぬか濘るみに変えてしまえばそれだけで立ち往生するでござるが」

「へぇ、なるほど」

　経験に裏打ちされた冷静で的確な判断、ってやつかな？

　そういう対たい抗こう手段があるのならと、俺おれたちは安心して爆ばく走そう馬車がやって来るのを待った。

「……なんか、遠近感がおかしい気がするんだけど？」

「……というか、でかくね？」

「……で、ござるな」

　どんどんと迫せまってくる馬車は──ていうか、あれ馬車じゃねえだろ。

　どう見ても──その大きさが尋じん常じようではなくデカかった。

「お、おいおい……なんじゃありゃ」

「おっきいですねぇ。全長50メートル縦横８メートル位でしょうかー」

　ああ、それくらいはあるな。馬車どころか、ネタまとめサイトでよく見るオーストラリアとかで走ってる、あのちょっとした船サイズな感じのトレーラー、あれみたいだよ。

　そう、眼めの前まえに迫せまってきたのは、縦横高さが想像外の大きさの、異世界トラックと言っていい、巨きよ大だいな何か、だった。しかも──

「おいおい、もしかしてあれって」

「もしかしなくても、あの転生者が乗ってるって話のデコ馬車そっくりよ」

　珠たまも同意しているってことは、やっぱりか。俺おれの見み間ま違ちがいだと思いたかった。

「なぁ、ペディア」

「はい、なんでしょう」

「俺おれらに見せたやつとぜんぜん違ちがうじゃねえか！」

　こっちに来る前に見せてもらったやつはこんなサイズじゃなかったはずだ……多分。

「いえ、間ま違ちがってませんよぅ？　同じじゃないですかー。ほら」

　そう言ってペディアの眼めの前まえに浮うかび上あがった映像はというと。確かに同じ形状だった。

　飾かざりに書かれている文字も一いつ致ちしている。

「って、サイズの比ひ較かく対象がなかったせいで、俺おれらが勘かん違ちがいしたってことかよ……」

「ですねぇ……」

「てか、それっくらい最初に言ってくれよ」

「聞かれなかったです……」

　そりゃお前、聞かねえよ……。

　見た目がよく似たやつがあったら、同じようなサイズだと思うに決まってんだろ。

　そうこうしている内にそれは俺おれらの目の前に近づき、徐じよ々じよに速度を落として停止した。

　右前輪部分担当のトカゲがこっちをじろりと見てくる。

　俺おれは餌えさじゃないぞ！　食べてもきっと不ま味ずいからな!?

「おおい、こんなところで何やってんだ？」

　デコ馬車の窓が開き、そこから顔を出した男性が、こっちに声をかけてきた。

　イケメンだ……金きん髪ぱつ青い目のイケメンだった。短たん髪ぱつに刈かり上あげた髪かみ型がたの。

「あ、すいません。転移の不具合で出現場所がとんでもない所になっちゃいましてぇ」

「っておい、駄だ女め神がみ。何正直に話してんだ!?」

「この世界、普ふ通つうに転移魔ま法ほうもあるんですよぅ。別におかしい話じゃないですよぉ？」

　そういうもんなのか。

「……って。そんな魔ま法ほうがあるならそれ使って輸送すればいいんじゃないの？」

　珠たまが呆あきれたように呟つぶやいた。

　だよなー？　宅配業界の夢、完全なドアツードアの出来上がりだ。

「それができたら苦労してませんよぅ。転移魔ま法ほうなんて、かなり高位の魔ま法ほう使つかいが何日か魔ま力りよくためてやっと発動できるレベルなんですから。しかも転移させられるのはせいぜい人間数人とか荷物数百キロ程度ですし」

　……それじゃ確かに大規模輸送に使えないな。

　高位魔ま法ほう使つかいなんてのも、そうそういないんだろうし。

　貨物船で運ぶ量を飛行機で運ぼうと思ったら何往復しなきゃいかんのかってのと同じだわな。

「そりゃ大変だったなぁ。次の街まで歩いてたら日が暮れちまうぞ？　乗ってくか？」

　金きん髪ぱつのイケメンが運転席から飛び降りて、スタッ!!　と華か麗れいに着地した。

　もしかして、こいつが転生者本人？

「あ、ありがとうございます。俺おれは櫛くし木き智とも識のりっていいます」

「ああ、困ったときゃあお互たがい様よ。俺おれの名はシルバー。シルバー・ファングってもんだ」

　銀の牙きばとかなにそれかっこいい。
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　……ちょっとだけ某ぼうお犬様が脳のう裏りに浮うかんだのは内ない緒しよだ。

　そして、彼かれの視線が、とある人物に釘くぎ付づけになっているのにも気がついた。

　ゴザル氏うじに、だ。エロいからね、しょうがないね。

「まあ乗ってくれ。──っと、ちょいと待ってな。ハシゴ下ろしてやっからよ」

　転生者と思われるシルバーさんは、ひょいひょいと背の高いデコ馬車──

　デコ蜥蜴とかげ車？　──を駆かけ上のぼり、ハシゴをかけてくれた。

「さあ、のぼってきな」

「おじゃましま～す」

　ペディアが真っ先にハシゴに取り付きのぼり始めた。

　さすがペディア。「お先にどうぞ」の言葉が一つたりとも出てこねぇ。

　譲ゆずり合あいの精神ナシ。まぁ躾しつけとマナーが怪あやしいのは今さらだし、予想通りだが。

　駄だ女め神がみがホイホイ昇のぼって、そして──次は俺おれだった。

「……早く上がってくれない？」

「……レディーファーストとか言い出すかと思った」

「……はい？　あのね？　今スカート穿はいてるの。下から覗のぞかれるのは勘かん弁べんだわ……」

「あ、悪い」

　うん、たしかにそれはやだな。

　駄だ女め神がみが普ふ段だんからパンツ丸見せがしょっちゅうだったせいで、俺おれも随ずい分ぶん、感覚がマヒしてきているようだ……気を付けないと。

「拙せつ者しやは最後に上らせてもらうとするでござる。加か賀が美み殿どのが万が一手や足を滑すべらせても、ちゃんとフォローするでござるから、安心するでござるよ」

　……なんかすいません。
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「広いなぁ。さすがにでかいだけあるわ」

「運転席？　っていうより、もう本当に部屋よね、これ」

　車体がでかい分、運転席の内部も広かった。

　というかもうこれ、中はキャンピングカーというか、普ふ通つうに暮らせるレベルだぞ？

「東へ西へ、南へ北への渡わたり鳥どり稼業だからなー。快適に過ごすにはこれくらいはな」

　運転席についてハンドル……と言っていいのか？　動力役の大トカゲに指示を出すための舵かじみたいなものを前に、シルバーさんはデコ馬車を動かし始めた。

「あ。案外揺ゆれないもんなんですね……」

「そうだろ。陸りく龍りゆう自体が結構乗り心ごこ地ちがいいんだよ。走るときに身体からだを揺ゆらさないからな」

　へえ、そうなんだ……って龍りゆう!?

　あれトカゲじゃなくてドラゴンの類かよ!?

「そうですよ？　ただのトカゲだったらこんなの背中に載のせただけで潰つぶれちゃいますよ」

　ペディアに何言ってるんですか当たり前でしょう？　といった風な顔で突つっ込こまれた。

　くやしい。でもまあそらそうだ。

　常識的な生き物だったら、自分の体重分を背負うのだってしんどいはず。

　そもそもこれ、重さ何トンくらいあるんだ？

「俺おれらの世界の大型トラックで、たしか全長12メートルくらいだよな。で、積せき載さい10トンと考えて総重量20トン。10トン超ちようの車両とかもあったはずだけど、まあそこらは割かつ愛あいだ」

　んで、今乗ってるこれが50メートルとかペディアが言ってたから──

「……おおよそ四倍と考えて、えーと表面積で十六倍、体積は……六十四倍!?」

　１２８０トン！　前輪に相当する部分に左右で二匹ひき、後輪部分に縦に並んで二匹ひきずつ。

　計六匹ぴきの陸りく龍りようがこのデコ馬車を支えていた。

「一匹ぴき頭あたま２００トン超こえてる計算かよ……そら普ふ通つうの生き物だとぺたんこだ」

　と、呟つぶやいてた俺おれを珠たまが白い目で見ていた。

「……なんだ？」

「智とも識のり……トラックとか積せき載さいとか、凄すごく詳くわしいわね……」

「あ……いや、まぁ……」

　戦記物とかゲームの兵へい站たん戦で、どうやって糧りよう食しよくや弾だん薬やくを運ぶのかとか、調べていて。

　そのうち、物流システムがああだ、トラックの容量がどうこう、スペックがどうの。

　さらに、タンカーのサイズ規格がああだとか、ばら積み船の最大サイズがどうとか。

　気が付くと、宅配業者のロジスティックシステムって、ああなってこうなって。

　とにかく、調べていたことがどんどん脇わき道みちに逸それまくって──

「──沼ぬまにハマって、明日に使える無む駄だ知識フォルダにネタが溜たまった、と」

　珠たまがさめざめと言った。あー、うん、否定できない。

「わたしのこと、『知識ネタフォルダを溜ため込こんでいる業ごうの深いやつ』とか、そーゆーこと言ってたよね……ねぇ？　言ってたよね!?」

　ううう……。全く否定できない。

「つまり、似た者同士ということでござるな」

　ゴザル氏にそう言われ、珠たまの顔がヒクつく。俺おれも多分、顔がヒクついてる。

「はっはー。面おも白しろい子たちだな！　でもまぁ、１２８０トンはないな」

　シルバーさんがニッと笑ってこう言ってきた。

「正規の満まん載さい積せき載さい量だと積み荷と合わせてざっと１１００トンほどだ。材料が違ちがうんでね。しかしあれだ、トンなんて単位聞くのは久しぶりだぜ。見覚えある嬢じようちゃんがいるなと思ったが、お前まえさんたち、この世界の人間じゃないな？」

「ああ、覚えててくれましたかぁ。お久しぶりですシルバーさん。元の名前は確か──」

「ああ、よしてくれ。こちとら一回死んだ身だ。前世のこたぁ忘れたよ」

　なにその宵よい越ごしの金は持たねえ的な思考かっけえ。

「おかしいですねぇ、前世記き憶おくの消去はしてないはずなんですけど」

　微び妙みように会話が嚙かみ合あってないぞ、駄だ女め神がみ。

　でもそっか。異世界じゃ重さとか長さとか、違ちがう単位になるよな、そりゃ。

「シルバーさん、これって荷物積んでるんですよね？　なに運んでるんですか？」

「ん？　ああ、穀物さ。不作でどうしようもないってところに頼たのまれてな。大陸の端はしから端はしまで配達中ってわけさ。この流星号でな！」

　並のトラックサイズではないだけに、一度に運べる量も並じゃないな。

　ざっと５００トン運べると考えて、普ふ通つうの大型トラック五十台分だ。

　この世界の常識的な荷馬車がどれ位積めるのかは知らないけど、このデコ馬車に比べれば微び々びたる量じゃないかな？

　だがしかし、だ。

「それでも手が足りねえ、足も足りねえ。何より人手が足りねえ。俺おれ一人気を吐はいちゃいるが、全部をカバーできるわけもねえ。すまねえな女め神がみの嬢じようちゃん、おまえさんに頼たのまれたこたぁわかってんだけどよ。俺一人じゃこれが限界だ」

　シルバーさん、この世界に転生した理由を忘れたわけじゃなかったのか。

　律りち儀ぎな人だ。これは俺おれらも一ひと肌はだ脱ぬぐべき、だよな。

「ペディア。年間の必要穀物料、一人頭、いくらだ？　ほら、女め神がみの仕事だ。ググれ」

「あ──はい。えーっと１８０キロですねー」

「一回運んだだけじゃ、三千人分にも満たない、か。で、不作地域の人口は？」

「おおよそ一千万人です。その地域の穀物生産量ではこの数字で算出すると、およそ五割ほどしかまかなえませんね」

　戦略シミュレーションのノリで必要な兵へい站たん……じゃない、糧りよう食しよくを考える。

　必要量は五百万人分かよ……。単純計算でも90万トンか。

　このデコ馬車……デコ龍りゆう車しや？　まあどっちでもいいけど、ざっと千八百回分かよ!?

「普ふ通つうならそれくらいの量になると、陸路ではなく海路で運ぶのでござるが……」

「そうよね、普ふ通つうなら。んー、地図が欲ほしいところね」

　地形というか、ここがどういう形状で周りの海がどうなっているのか。それが問題だ。

　地図なしで、戦略ゲーなんて死ぬわ。

　それに、大量輸送の基本は海路だからな。補ほ給きゆう艦かんや揚よう陸りく艦かんとかでどっかーんと運ぶわけだ。

　俺おれたちの世界の海運なら、10万トン単位で運ぶのなんて普ふ通つうだ。

「地図、書きましょうかぁ？」

　おおう。ペディアが珍めずらしく自分から言い出した。

　それくらいこいつはこちらから言わないと何にもしてないってことなんだが。

「そうな。シルバーさん、紙あります？」

「紙か？　檀だん紙しならあるぞ」

　檀だん紙し？　なんじゃそら。

「和紙の高いやつですよぅ。ただ、鉛えん筆ぴつとかだと書きにくいんですよね。表面が波打ってて」

「ああ、松まつ皮かわ紙がみとかいうやつね。縮ちり緬めんみたいな、しわのある」

「陸みち奥のく紙しともいうでござるな。お高いだけに免めん状じようとかそういう物に使われるやつでござる」

　知らなかったのは俺おれだけでござる。

「筆もあるぞ。ほれ」

　シルバーさんから懐なつかしの硯すずりと墨すみ、檀だん紙しの束と文ぶん鎮ちん的な重しを手て渡わたされた。

　うわ……書道セットか。

「えーっと、智とも識のりさん墨すみすってください」

「へいへい……」

　俺おれはどうせ肉体労働しかできませんよ。

　墨すみするのなんて小学校の授業以来だよなー、と思いつつ俺おれは墨すみをすり始めた。

　これ、面めん倒どうくさいので、誰だれか墨ぼく汁じゆうください。
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「海は駄だ目め、と。そうなると大変よね」

「どうしようもないでござるな」

　思わずため息が出た。

　なぜ海が駄だ目めかっていうと、ここの陸地がアメリカ大陸のように南北に長く、東西にも太いためだ。形的にはくびれの激しい瓢ひよう簞たんみたいな感じだ。

　将来パナマ運河みたいな物が出来るかもだけど、今の状じよう況きようだとそれは無理ゲーだな。

　東西の海岸線沿いの地域は沿岸海運とでも言えばいいのかな？

　地域密着型みたいな、こぢんまりとした規模らしい。

「こりゃまた驚おどろいたな。こんなに精せい巧こうな地図はこっちじゃお目にかかったことがねえぜ。へぇ、この大陸はこんな形してんのかい」

「こういう知識だけならいくらでも出てくるんですよ、こいつ。宝の持もち腐ぐされですけど」

「珠たまさぁん、智とも識のりさんがひどいですぅ」

「あーうん、ごめん。反論できないし、残当って感じかな？」

「でござるな」

「あうー」

　あたりまえだよなぁ。今までのことを考えたら。

　それはともかく、この世界にもやはりまともな地図はない模様。

「これまでどうやって運んでたんです？　地図がなきゃまともに運べないでしょ」

「あー、そりゃもう経験の積み重ねと、土と地ち鑑かんのある人間に聞いて回るしか手がねえな。どこの国も軍事がどうのって言いやがって簡略な地図も出回らせねえしよ」

　あー、これだけ広いと、色々な国があって、どうしても国境を跨またぐことになるわな。

　……あれ？

「あの、国境超こえる時の関所とかってどうするんです？」

　俺おれは妙みような違い和わ感かんを覚えてふと尋たずねてみた。すると。

「国境はあるが関所とかはねえ。基本的にこの世界、殆ほとんどがなんていうんだ？　ほら、昔のヨーロッパとかにあった都市国家ってやつか？」

　あー、なるほど。

　大まかな「ここまでがウチの国」という土地を所有してる意識はあるけど、だからといってその全てを管理するほどの国のシステムが出来ていない、と。

「なにしろあっちこっちでこいつに使ってる陸りく龍りゆうレベルの魔ま獣じゆうが出やがるからよ。街と街を繫つなぐ貨物便なんてそれこそ命がいくつあっても足りねえ」

　うわ……やっぱりここ、モンスターが出現するのか。

　そんな世界で運び屋稼業だなんて、それこそ命がけなんだろう。

「俺おれっちはそこの女め神がみ様に生まれ変わらせてもらってよう。たまたま『魔獣使役ビーストマスター』ってえ特とく殊しゆ能力が出来ちまったから、今こうしてられるけどよ。のんきに街かい道どう移動してたら、それこそ気がついたら魔ま獣じゆうの胃い袋ぶくろに収まってたってことになりかねねえぞ」

　あー、タイヤ役やってる陸りく龍りゆうさんたちはそれで操あやつってるんですか、なるほどねぇ……。

「って、駄だ女め神がみ。ちょっとこっち来なさい」

「はいはいなんですか？　智とも識のりさん」

　シルバーさんから話を聞いた俺おれは、ちょいちょいとペディアを呼んでこう言った。

「街の外の道を歩いてるだけでモンスターとばったり遭そう遇ぐうして命いのち懸がけとか！　そもそも運送業界が息してないどころか、生まれる素地すらねえじゃねえか！　こんな所に運送業経験者の人間一人送おくり込こんで、何をどうしろってんだ!?」

「ふぇえ!?　すいませんすいませんごめんなさい。なんとかなるかなって思ったんですぅぅ」

「……で、この世界で魔獣使役ビーストマスターってどのくらいの人がなれるんだ？」

　無む駄だかと思いつつ、一応、念のため俺おれは尋たずねてみた。

「あー。珠たまさんと智とも識のりさんが遊んでいたネットゲームくらいの感じでなれますねぇ……」

「は？　俺おれらが遊んでたネトゲくらいって、それ、なんとかならないだろ!?　魔獣使役ビーストマスターめっちゃ難易度高いじゃねぇか！　シルバーさん頑がん張ばってるよ！　超ちよう頑がん張ばってるよ!!　同じことできるやつが何人も生まれたらそりゃーどうにかなるかもしれんけど！」

「わたしたちが遊んでいたゲームじゃ、魔獣使役ビーストマスターなんてレア職もレア職だったよね……」

　珠たまが白けたように呟つぶやいた。ああ、そうだよ。つーか。

「ゲーム内ですら動物使役ビーストマスターレベルマックスからの上級転職先だ！」

　俺おれはゲームでドラゴン使し役えきしたいから動物使役ビーストマスター職を選んだ。がしかし。

　そもそもレベル上げが厳しすぎる職の一つだった。

　それこそぼっちプレイしてたら無理。

　ギルドとかに入ってレベリング手伝ってもらう前提の職だった。

「とりあえず駄だ女め神がみ、お前はその紙に大陸各地域の穀物生産量と人口、それと地域ごとの総必要穀物量を逐ちく一いち記き載さいしておくように。あと、協力的な領主とかって、わかるのか？」

　なんかもう、物流の話が国くに盗とりシミュレーションぽくなってるなぁ……。

「それはちょっとわかんないですねぇ」

「協力的っていうかよ、話のわかる領主、てのならいくつか伝つ手てはあるぜ？」

　いくつかじゃあ厳しいと思うんだよなぁ。

　実際、穀物が足りなくて大変な地域に一個人が穀物買い取ってばらまくとか、無理。

「バックアップ無しでフィールドに駒こま一つだけでシミュレーションゲーやるみたいよね……」

　珠たまが気難しい顔をして呟つぶやいた。まぁ、近いかな？

　今だってシルバーさんは食べ物がなくて困っている領主の依い頼らいで走っているらしいし。

　金を預かって領主が買い付けした品を受け取って支し払はらって、そんで運んで、って。

　実際に駄だ女め神がみが望んでたのはそこから更さらに先へ進んだ、流通機構の創設だ。

「顧客が本当に必要だったもの」の絵に描いてるアレだ。完全に目的と手段がズレてる。

「あっちで物がなくて困っている人を探して、こっちで余らせている人の所に買い付けに行って運んで渡わたしてあげる。って、そんな根回しまでやるって、そりゃもう商社だよ！」

　俺おれは叫さけんだ。運送屋は運ぶだけだよ、根回しまでしないって！

「あー、そう言われればそうですよねぇ。運送屋さんは運ぶのがお仕事で、欲ほしいって言う人のために余ってる人のところに行って、くださいーとかって言うのは別物ですよね」

「気付くのが遅おそい。さすが、全知無能の女め神がみだな！」

「ええ～。ひどいですぅぅ……」

　うっさい。というかな？　そういう物資の均等配分っていうのか？　こういうの。

　そんなのは施し政せい者がやるべき問題なんじゃないの？　富の再配分とかなんとか。

「皆みなへ富が平等に行いき渡わたるように、施し政せい者が根回しすることでござるな……これは」

　そーそー。俺おれも前に授業で習ったよ！

　それを、一個人に「さあやれ」って。

　資金も何もなしにどうしろと！　やり方知ってようがなんだろうが絶対に無理っ！

「施し政せいの問題かぁ。ねぇ、なんで何ど処こかの王族とかに転生させなかったの？　それか……この前の鳴海なるみ先生の宰さい相しようみたく、偉えらい立場に押おし込こまなかったの？」

　珠たまがうろんそうに尋たずねた。

「えっとですねぇ……まあなんとかいけるかなーって……。あああっ！　すいませんっ!!　もっと楽勝な問題だと思ってましたぁ～。……ごめんなさいですぅぅぅ」

　そして毎度恒こう例れい、駄だ女め神がみの土下座。

　いや、土下座されても今いま更さらどうしようもないんですが。

「はぁ……」

　ため息しかでねーよ。

「え、だって土下座ってこれ以上無い謝罪の姿勢なんでは」

　間ま違ちがっちゃいないけどさぁ……。

「あのね、ペディア。たとえＳＳＲでもポンポン簡単に引けたら有あり難がたみがないのよ？」

「なるほど！　さすが珠たまさんですね、すっごいわかりやすいです!!」

　ペディアが朗ほがらかに言った。なんでそこでそんなに朗ほがらかなんだよ……。

　てか珠さんの答え、業深すぎだろ。

「絶対的な謝罪方法といえば、切腹というのもあるでござるが──」

「しー、リアルでやられたら更さらに困るでしょ!?」

　珠たまが小声でゴザル氏うじを制止した。

「それもそうでござるなぁ」

　ゴザル氏うじ……頼たのむ。これ以上、胃に穴が空く案件を増やさないでくれ。
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　という訳で、俺おれたちは方針を固めた。

　この大陸で信しん仰こうされている神様のお告げってことにして、余ってる分の穀物を神しん殿でんに買い取らせる。そんで、不作地域各地に神の名の元に分配させる。

　もちろんタダで配るわけじゃなく対価は支し払はらって貰もらう。金じゃなくてもいいからって。

　基本になる素案を出してくれたのはゴザル氏うじだった。

　さすが、何度も転生して長く生きただけある。

「駄だ女め神がみはこの大陸にある神しん殿でん全部でお告げしてこい。これこれこういうことなので余った穀物は不作の地域に融ゆう通づうしてあげるようにって。ただし、穀物の値段は取り決めで固定だ」

「なんでですか？」

「こういうときは絶対に米ころがしとかするやつが出てくるんだよ！　値段を釣つり上あげようとするやつがな！　前に飛ばされた異世界でもやってたアホがいたわ!!」

「あー、うん。いたわね。在庫隠かくしとか。あと、ちまちま売って相場下げてからごそっと買って、月跨またいでから高値で売るとか。そういうのが美お味いしいのよねー」

　あ、いかん。金に汚きたない珠たまが降臨しそうだ。

「お前、この世界の法律がザルだからって、土地転がしとか、インサイダーとか、やるなよ？」

「………………やんないわよっ!!　何言ってんのよっ!?」

　……なぁ珠たまよ。今やろうかなー？　とか、チラっと頭を掠かすめただろ？

「でも手始めは針に綿花に茶に茜あかねってね」

「まあ拙者は米転がしよりも、奥おう義ぎの方の入手に勤いそしんでおったでござるが」

「あー、剣けん豪ごうプレイね、それも捨てがたいわ」

　ゲームの話はまた今度にしてくれませんかね……。

「えーと、それなら各都市の支配層にもお告げしておいたほうが、いいですか？」

「それはやめとけ。神しん殿でんから神のお告げがあった、ってことにしておいたほうがこの先面めん倒どうが少ないだろ？　領主とかそういう層に神様云うん々ぬんが直接ってなると、王権神授って話が湧わいて出てきそうだし。そうでなくても、何かしらの利益を要求してきそうだ」

「ああ、〝王権は神から王に授さずけられたもの。その権力は神聖で絶対的である！〟っていうあれねー。都合が良いい時だけ言うのよねー。それ」

　そうそう。ファンタジーなラノベとかで普ふ通つうに使ってる設定だけどさ。

「拙せつ者しやが以前転生した異世界では龍りゆうを倒たおした褒ほう美びに魔ま法ほうを得て、龍りゆうを倒たおした血族にして、強大な魔ま法ほう力を持つ者こそ皇こう帝ていになれる、の条件でござったなぁ……」

　あーそんな異世界、あったなぁ。

　まぁ、いろんな世界で似たような話はあるってことだ。

　この世界、普ふ通つうにモンスターとかいるからなぁ、速そつ攻こうでやらかしそうだ。

　そうでなくても、ここの異世界の中世ヨーロッパみたいな、法律ザルっぽい雰ふん囲い気きって、何か不正になる温おん床しようがいっぱいありそうだ。

　その点神しん殿でんなら、本音はともかく建前じゃ神のお告げを神職が受けるのは当たり前だし。

「だからな、ペディア。全部の神しん殿でんに満まん遍べんなくお告げをするんだ。変な方向に言葉を捻ねじ曲まげさせないためにもな!!　自分の利益のために不正するとかありえるから！」

　どこか一箇か所しよの総大本山的なとこでだけお告げをしたら、途と中ちゆうの腐くされ神官とか腐くされ坊ぼう主ずとかが、欲丸出しでクソ面めん倒どうなことを起こしかねない。

　だから、あちこち同じお告げで言葉をねじ曲げる余地を与あたえない。

『人は生まれた時は欲まみれで邪じや悪あくです。だから、だまされないように！』

　って、政経の鳴海なるみ先生が言ってた。そう、誰だれかが不正をやらかすのは前提なんだよ！

　……なんか、俺おれも拗こじれてきたな。

「全部にですかぁ。女め神がみぱぅわーを凄すごく消費……いえ、なんでもないです行ってきます！」

　この期に及およんで駄だ女め神がみパワーを使うのが嫌いやだなんて。

　そんなこと言い出したら、もう俺おれは一いつ切さい手伝ってやらんぞ、全く。

　──さて、それじゃあっと。




「シルバーさん、調子はどうですか？」

　とある城じよう塞さい都市に隣りん接せつしている、こぢんまりとした集落の一角。

　そこに居を構えているシルバーさんの所で俺おれたちは厄やつ介かいになっていた。

「ああ、なんとかな。しかし、ほんとに上う手まくいくもんかね？」

「上う手まくいかなきゃ困ります、ってところですね」

　上う手まくいかなかったら、この世界のあちこちで飢き饉きんが起こるだけの話だ。

　毎年のようにどこかで起こることがまた起きるだけなんだよな、これ。

　その責任が俺おれたちに降りかかってきても、元から起きてることが起こるべくして起こってるのを、どう責任を取れと？　本来、自助努力でなんとかすることだろ？

　それに俺おれたちは手を貸してるだけだよ……かなりイヤイヤ。

　駄だ女め神がみにお願いされたから、仕方なく、って話なんだよな。

　それに、高校生の分際で、こんな国政？　政治？　でやることを手助けとか！

　こんな無理ゲー、俺おれら、すごく頑がん張ばってるよな！　まぁ、大体、駄だ女め神がみ被ひ害がいだけどな……。

「なーんか、今ひとつ知識無む双そうできないわねー」

　いつもより少々手て持もち無ぶ沙さ汰たな珠たまがぼやいた。

　ほんっとう、相変わらずだな……珠たま。




「それじゃ智とも識のり君。やってみるかい？」

「え、と。大だい丈じよう夫ぶですかね？」

「男は度胸、何でも試ためしてみるもんさ」

　やめてそのフレーズはおしりがムズムズしちゃうの。

　ここでは、シルバーさんが魔獣使役ビーストマスターの能力を生かして魔ま獣じゆうを飼い馴ならしている最中だ。

　これがうまくいって、誰だれでも魔ま獣じゆうを扱あつかえるようになれば、話が一気に違ちがってくる。

「よ、よーし」

「え～？　なに尻しり込ごみしてるの？　こんなに人ひと懐なつこいのに」

「拙せつ者しやも一頭貰もらいたいほどでござる。あちらに連れて帰れないのが残念でござるが……」

　俺おれよりも先に、珠たまとゴザル氏うじが魔ま獣じゆうと仲良くしていた。

「なんだ、案ずるよりも生むが易しだな」

　シルバーさんの自宅の裏手に広がる、だだっ広い空き地──

　いや、今は買い取ってシルバー牧場的な何かになっているんだが。

　そこにいる、たくさんの魔ま獣じゆうたちを相手に、珠たまとゴザル氏うじはもふもふして楽しんでいる。

　やめて、俺おれが一段と情けない子に見えちゃう。

　どうしても俺おれは及および腰ごしになっちゃうんだよ。自然に、ナチュラルに！

　チキンとでも何とでも言ってくれ！

　俺おれは、石橋を叩たたいて破は壊かいして建て直すくらい慎しん重ちようなんだ！

「しっかし、集めに集めたわねぇ」

「で、ござるなぁ。陸りく龍りゆうは言うに及およばず、大だい王おう陸りく亀がめに剣けん狼ろう、豪ごう雷らい熊ぐまに雷らい光こう牛ぎゆうや黒こく竜りゆう馬ばまで使し役えきしてしまうとは」

　使し役えきできる云うん々ぬんより、捕つかまえてきたのがこの世界では滅めつ多たなことでは目もく撃げきすらされないレアな魔ま獣じゆうって点が一番不可解なんだけどね。なんなの、この遭そう遇ぐう率。

　ちょっと本気でシルバーさんが魔ま獣じゆうを集めようとしたら、行く先々で自分から飛とび込こんでくるレベルで見つかっていくんだもん。こんなの絶対おかしいよ。

　いやまあ、目もく論ろ見みがうまくいくかどうかの分ぶん水すい嶺れいだったからなぁ。

　たくさん使える魔ま獣じゆうが居るのは大いにありがたいことなんだけどさぁ。

「痛だだだだ！　なんで俺おれは嚙かむんだよ！　痛い痛い痛いって！」

「ははっ！　それは甘あま嚙がみしてるんだよ、智とも識のりくん。親愛の証あかしさ」

「あいつらの甘あま嚙がみは下手すりゃ人間にとっちゃ生死の境をさまよえるレベルですけどね」

　これで甘あま嚙がみとか。冗じよう談だん抜ぬきで痛い。よく血が出なかったもんだよ……。

「ともかく、これで輸送力の点に関してはなんとかなりそうだな」

「そうね。あとは、ペディアがうまくやってくれるかどうかってのと」

「人集めでござる、な。それと」

　捕つかまえて馴ならした魔ま獣じゆうたちには、高過ぎる超ちよう絶ぜつ体力で荷馬車を引っ張ってもらう。

　彼かれ本来の『流星号』には及およばずとも、かなりの荷物を引いて走れるはずだ。

「うん、最大の難関だよな」

　そしてそう、更さらなる難関はというと。

　シルバーさんの『流星号』を作った人に、同様の耐たい久きゆう性の荷馬車を制作してもらえるかだ。

「いざとなれば、拙せつ者しやがなんとか頑がん張ばるでござるが……流石さすがにあの規模のものを作る自信はないでござるな。魔ま力りよくが続かないでござる」

　そうなんだよなー。

『流星号』はシルバーさんが自力で作ったものだと思っていたんだけど、違ちがってた。

　だって普ふ通つうあんなもん、この異世界の技術で作れるとは思わないじゃん？

「あれを作ってくれたのは、山やま奥おくに住んでる巨きよ人じん族の鍛か冶じ師でなぁ。前は陸りく龍りゆうに普ふ通つうのでかいだけの荷馬車を引かせてたんだけどな。それがことごとく壊こわれまくるから、腕うでのいい鍛か冶じ屋やを探してた時にな？　迷まよい込こんだ山やま奥おくに巨きよ人じん族の集落があったのさ。気き性しようの荒あらい危険な連中だって聞いてたんだが、いざ知り合ってみると気のいいやつらだったぜ？」

　……それはもしかして、魔獣使役ビーストマスターの範はん疇ちゆうに引っかかったせいなのでは？

　と、喉のど元もとまで出かかったがなんとか押おし留とどめた俺おれを誰だれか褒ほめてください。

「まあ、そんなに心配するこっちゃねえと思うぜ？　むしろ、こいつらが引くだけの数の荷馬車を作る材料があるかどうかを心配する必要があるんじゃねえか？」

　それは──まじでそれはどうしよう。

　巨きよ大だい荷馬車の材料のことまでは……ってそうだ。

　そっちもなんとかなるんじゃ？

「おーいペディア！」

「はいはい、なんですか智とも識のりさん。あ、お告げはちゃんとしてきましたよ？　みなさん涙なみだ流して聞いてくれました。やっぱペディアちゃんは女め神がみ様なんだなって自信が持てました！」

　それは本当に喜びの涙なみだだったのか？

　まさか、追加で無理難題を押おし付つけられて泣いてたんじゃないだろうな？

　いつも通りの駄だ女め神がみの適当な説明にならないように、わざわざカンペを用意して棒読みさせたから、間ま違ちがったことは言ってないと思うが……。

「……じゃなくて！　ペディア、ちょっと教えてくれ。金属の鉱脈で未発見のところは何ど処こかにないか？　できれば近所で掘ほりやすいところ」

「えーっと、鉱脈ですか？　ありますよ？　地図だとこの辺とこの辺ですね。こっちは鉄で、こっちはミスリル銀です。あと、こっちはアダマンタイトも含がん有ゆうしてますねぇ。それと──」

　ファンタジーな金属物質名だけど……うん、多分、十分かな？

　というか下手すると金属相場が崩くずれかねない。

　まあ飢き饉きんで人死にが出るのを未然に防ぐ為ためだから。

　一いつ般ぱんに流通はさせる気ないから！　多分大だい丈じよう夫ぶだから！　……だよね？

　そんな心配をしながらも、俺おれらはどんどん準備を進めていった。
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「やめてくれ、俺おれぁ人様の上に立つようなガラじゃねえんだ」

「いや、そこをなんとか。ていうか、あんたが上に立たなくて、誰だれが立つっていうんですか！　シルバーさん！」

　魔ま獣じゆうが引く荷車を作ってもらうため、巨きよ人じん族の集落を訪おとずれて鍛か冶じ師に頼たのみ込こんだり。

　その荷車の材料集めのために、鉱脈があるという地所を買い取って掘ほり当あてたり。

　鉱石を製せい錬れんする技術が拙つたないからといって、またペディアのムダ知識から色々引っ張り出して、製せい錬れん方法を現地の人に伝授して頑がん張ばってもらったり。

　あとは集めた人手を魔ま獣じゆうに慣らして荷車を扱あつかえるようになってもらえればいい。

　大方の準備は整った。後は仕事を回していくだけだ──

　と思っていた頃ころが俺おれにもありました。

　一番の難関が、身内から出てきたという罠わな。

　ペディアのお告げを実行したあと、世間は大わらわになっていた。

　この世界、神様との接点が無くなって久しいらしく、数百年ぶりの啓けい示じだったらしい。

　だからもう大変。あちこちの神しん殿でんが我先にとお告げを公布。

　で、世間がその内容を知ることとなってしまった。

　何しろ神様から直々の飢き饉きんのお知らせだ。

　大混乱は必死かと思われたのだが、この世界の人は純じゆん朴ぼくというかなんというか……。

「神様の言う通りにすれば不作だった地域の皆みなも助かるんじゃろ？」

　というなんとも素す直なおな反応が返ってきた。

　でもこれって、逆に言えば悪あく魔まが悪さしてるとかって噂うわさが流れたら、それこそ魔ま女じよ狩がりが起こるって可能性が微びレ存とかじゃなく、普ふ通つうに起こりうるってことじゃね？

　ちょっと怖こわい想像をしてしまったが、気を取り直して。

　俺たちはペディアのお告げを受けて動き出した世間に合わせて準備を整えていた。

　シルバーさんの運び屋稼業を組織化するにあたっての人材募ぼ集しゆうにも、大勢の応おう募ぼ者が殺さつ到とう──と言うほどではないが好調で、十分な数を揃そろえることが可能になっていた。

　しかもやってきた人材の大半は、これまでシルバーさんが培つちかってきた人脈というか。

　惚ほれては振ふられを繰くり返かえしていた人たち絡がらみだった。

　だから、シルバーさんが上に立つのは自然な流れだと思って。

　俺おれたちはシルバーさんをトップに据すえて、組織を動かそうとした。

　のだが、お断りされたでござるの巻というね……。

「俺おれは人の上に立つような人間じゃねえ。こっちに来て色々と人様のためにしてきたのだって、自分の勝手な思おもい込こみと、前世の償つぐないみたいなもんだ」

　当人にこう言われて、困った。

　でも、「もっと人の上に立っちゃダメな高校生の俺おれらがやるの？」とは言えなかった。

　なんか、無理に押おし付つけたら逃にげだされそうな感じがしたんだよなー。

　とりあえず、デコ龍りゆう車しやを使って運ぶのは積極的にやってはくれるということだから、トップ就任に関しては一いつ旦たん保留にしておくことになった。

　シルバーさん、あんた何があったんだよ。

　こっちに転生して、前世のことは忘れたぜって言っていたのは、なんだったの？




　煤すすけたような雰ふん囲い気きの背中を見せてシルバーさんは何ど処こかに立ち去っていった。

　俺おれは引き止めることもできずにそれを見送った。

「まあまあ智とも識のりさん、人には色々あるんですから仕方ないですよぅ」

　何ど処こから現れたのか、いつの間にかペディアが直すぐ側にいて、そう俺おれに話しかけてきた。

「ペディア、お前なら知ってんじゃないのか？　シルバーさんがあんな態度な理由をさ」

「そりゃあ知ってますよぅ。あ、でも個人情報の開示は上位神の許可か本人の承しよう諾だくが必要なんですよ。めんどくさいですよねぇ」

「できるからって、お前から聞くつもりはないけどな」

　誰だれにだって他人に知られたくないと思っている事こと柄がらの一つや二つはあるだろ。

　まだ高校生の俺おれにだっていくつもある。アレとかコレとかソレとか。

　それにしたって、誰だれかにバラされるよりかは自分で言った方がマシだな。

　いやまあ、そんなレベルの話じゃないだろうけどさ。

　俺おれの場合、知られたら死ぬほど恥はずかしい、って程度のもんだし。

「……って本人の承しよう諾だくがあれば個人情報いけるのか」

「いけますよ？　スリーサイズとかもわかりますよ？　知りたいですか？　珠たまさんですか？　ゴザルさんですか？　それとも、ワ・タ・シ？」

「……その能力、使えるな」

「何に使うんですかねぇ。夜のおともにですかぁ？」

「うるさいよ。まあ、とりあえずは俺おれらで舵かじ取とりするしかないのか……。ペディア、書類手続きとかの方は出来たのか？　なんか凄すごいめんどくさいんだろ？　申しん請せい書類って」

　日本でも、公的機関に提出する文書は一いつ般ぱん人じんにはちんぷんかんぷんだ。

　国の決まり事とか書式とか一いつ般ぱん人じんにわからないことばかりだって、鳴海なるみ先生が言ってた。

　必要な時は司法書士とか、そういう文書を作る専門家にお願いするんだってさ。

「その辺りはお任せください。書類やっつけるのは正直すっごい嫌きらいですけど、今回のは私が適当にたたき台を作った書式ですから～。自分的には超ちよう楽ちんです。この世界の人にとっては複雑怪かい奇きでしょうけどねぇ……」

　嫌いやがらせかよ。

　お告げの内容には、正しく配達するためのなんちゃらとか言ったらしい。

　配達を請うけ負おう者を公こう募ぼさせる旨むねを言い聞かせてきたそうだ。

　なんでも、書式自体が魔ま法ほう的な意味合いを含ふくんでいるらしくて。

　悪意を持っていたり──この場合、荷物をちょろまかす気満々だったり──すると、書式が完成しないらしい。まあ近代以前な世界だと、誤ご魔ま化かすとか普ふ通つうにやらかしそうだしな。

　現代ですら、何箇か所しよか経由して運んだら、物資が半減してたとか。

　そういう冗じよう談だんみたいなことが起こる国があるらしいし……マジかよ？

「大だい丈じよう夫ぶかよ、ほんとうに」

「そんなに心配することないですよぅ。珠たまさんもゴザル氏さんも、お気に入りの魔ま獣じゆうで荷物運びする気満々ですし」

「心配はそういう意味でじゃないんだけどな」

　そんなこんなで、なんとか準備を整え、俺おれたちはその時を待つこととなった。
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　そうして時は過ぎて、大不作の収しゆう穫かく時期が訪おとずれた。

　俺おれたちは慌あわただしく、豊作だった地域から神しん殿でんが買い上げた穀物を、不作だった地域の神しん殿でんへと運ぶために動き出した……んだけど。

「こらてめえ！　積んだ荷物の数が合わねえって苦情が来てんぞ！　逃にげんな貴様！」

　あーあ、やっぱり。予想通りというか、中なか抜ぬきするやつが出てきた。

　うちはペディアのお陰かげで個人情報を知ることができたわけだが。

　それでもやっぱり、突とつ発ぱつ的にやらかすやつはいる。

　魔まが差した、というやつだな、これ。

「あーもう！　それくらいわかんないの!?　それは違ちがう荷物だから！　ちゃんと荷札と伝票確かく認にんしなさいよ！　言い訳すんな！　荷物についてる荷札と！　行き先の書いてある伝票が！　割わり符ふになってて合わせればわかるようになってるんだから！　同じのなんて無いようにしてるんだからね！　主にペディアが！」

　割わり符ふデザインは、駄だ女め神がみの知識の中に無数にある印章なんかを流用している。

　現代日本だと、配送品の管理は電子化されているわけなんだが……

　流石さすがにそれは再現できない。なので、少し昔のアナログ的なやり方で運用している。

　必要なときに必要な分だけ。ま、兵へい站たん戦の基本だよな。あ、違ちがった。物流だ。

　でも案外、こういう荷物管理って、兵へい站たん部隊と民間でやることそっくりなんだよなー。

　が、これだけ物流を管理しても、やっぱりしくじるやつはしくじる。

　でもまあその辺りは想定内。いくらでも修正が利くんだよなー。

　なにせ、配達するものは全て、同じ穀物だし？

　単に量が違ちがうだけだからな。足りなかったら持ってきゃいいし？

　多かったら次の配送の時に数量を減らして調整すればいい。

　そのための、兵へい站たん運用術……じゃない。物流システムだ。

　そして──

　いまのところシルバーさんは、大豊作が予言されていた地域に設立したこのシルバー運送店本社を起点に、不作ってレベルを超こえてもう凶きよう作さくと言えるだろう地域の神しん殿でんへとピストン輸送を行っている。それこそ寝ねる間も無しに、だ。

　それ以外の、シルバーさんが使し役えきした魔ま獣じゆうを使った配送も、殆ほとんどの人が順調にその仕事をこなしてくれていた。流石さすがシルバーさんに縁えんやら恩やらがあるだけに、真っ当な人たちだった。

　で、わずかながらに、ではあるけど。

「質の悪いやつはどんなに堰せき止とめていたつもりでも、紛まぎれ込こんでくるのねぇ……」

　珠たまがそう呟つぶやく、そんな見本のような現状がここにあった。

「どこに行くつもりでござるか？　その荷は不作で飢き饉きん待ったなしの地域にある神しん殿でんに送られる大切なものでござるよ？」

「うわっ!?　ど、何ど処こから現れやがった!?」

「何ど処こからも何も、ずっと見張っていたでござる。まあ隠おん形ぎよう術じゆつは使っていたでござるが」

「──へへっ、す、すまねえ。これだけありゃあ故郷の村の連中に腹いっぱい食わせてやれるって思ってよう……つい、出来心なんだ──」

「ほう？　おかしいでござるな。拙せつ者しやの聞いたところによれば、貴き殿でんの故郷はすぐ隣となりの城じよう塞さい都市だったはずでござるが……はて？」

「げ、なんでそれを──はっ！」

「……成敗、でござる！」

　……とまあ、こんな具合にやらかすやつも出てきているわけ。

　最初の頃ころ、本当に困こん窮きゆうしていた（多分）人物とかを温情で赦しや免めんしたのだけど。

　その話を聞いたやつらが、似たようなことを言い訳にしだしたからなぁ。

　二匹ひき目のドジョウ狙ねらい？　って感じで九割くらい噓うそだろうなー？　とか思ったので……。

　ペディアに個人情報を一から十まで吐はき出だしてもらった！

　ちゃーんと募ぼ集しゆう要よう項こうには書き足しといたからな！

〝こちらで独自に個人情報を検めさせて貰もらう可能性があります〟

　ってね。つまり、応おう募ぼしてきたやつは承しよう認にんしたってことだ、うん。

　内ない偵てい役のゴザル氏うじ、超ちよう多た忙ぼう。申し訳ないくらいだ。




　そんな感じで毎日対処していると、やっぱり色々と軋あつ轢れきが生まれるわけで。

「あーだこーだとやかましい！　お前みたいなガキに指図されるいわれはねえんだよ！」

　この人、確か、シルバーさんの縁えん故こで来たわけじゃないよな？

　代表は珠たまで、副代表は俺おれって、面接した時に言ったよな？

　それで、今いま更さら何に文句つけてるんだよ。

　自分より遙はるかに目下だからって指示に従えないとか？　俺おれより子供か？

　大人のくせに、仕事は仕事って割り切った考え方ができないものなの？

「あー、じゃあお疲つかれ様さまでしたー。もうこなくていいですよー？　これまでの報ほう酬しゆうの支し払はらいは事務所の受付で申しん請せいしてくださいねー。規定の日当が支し払はらわれますんでー」

　棒読みで珠たまが解かい雇こを言いい渡わたす。

「な……？」

「配達が遅おくれたら、配達先の人たちの命に関わるんで、そういうのにいちいち付き合ってられないんですー。上司の指示に従えないならー、やめてもらって結構ですよー。幸い、後あと釜がまはどんどん育ってきてますんでぇー」

　凄すごく嬉うれしそうに言いい渡わたしてるな、珠たま。

「お、おいちょっと……」

　なんか動どう揺ようしてるけど、俺おれは知らん。情けない大人にいちいち付き合ってられん。

　輸送作戦……違ちがう違ちがう。輸送計画も練り直している。

　一度に全部配達しなければいけない、って状じよう況きようだったならまず無理な話だったんだけど。

　保管も兼かねて神しん殿でんに余よ剰じよう分を買い取らせたのが、想像以上に有効に働いてくれた。

　雨に濡ぬれてダメになることが、かなり減ったんだな、これが。

　元々のペディアの話では過去、蔵くらに入りきらなかったりするほどに大豊作だった地域は、本当に野ざらしで放置状態が常だったらしい……うわ、もったいねぇ。

　まあ大豊作過ぎて、捨てられるキャベツとかのニュース見たことあるけどさ。

　あれは流通量の調整ってのが主な目的って話を、鳴海なるみ先生の授業で前に聞いたことがある。

　この世界の場合、大豊作の地域ではそれこそ値段がつかないくらいに余り過ぎてて。

　本当に穀物が邪じや魔まもの扱あつかいだったわけだ。

　それを、神しん殿でんが一定の価格で買い取るとなれば、話は大きく違ちがってくる。

　流通価格がつかないレベルまで値落ちしているのを、神しん殿でんに持っていけば買い取ってくれるんだからさぁ……そりゃあ盗ぬすむやつも出てくるわな、って話だ。

　で、保管されてるんなら、慌あわてて全部配達しなきゃいけないってわけじゃなくなる。

　国家事業になるのかなぁ？　とにかく国家を跨またいだ宗教団体が行うことだからな。

　王様とか大臣とか、そういう為い政せい者しやも下手に口出しできない。

　というか変に止めたら、飢き饉きん待ったなしな地域から苦情どころか宣戦布告されかねない。

　あわよくば税金を取りたいんだろうけどなぁー。というかそういうつもりだったろうな。

　でも、下手なこと言いだしたら破門されたりするからなぁー。

　女め神がみペディア様（一応）が直々に天から「破門しますよ～」とかお告げをするんだよ！

　中世レベルの世界だと、宗教が持つ力は凄すごいな！

　破門食らったらそれこそ王位すら失うんだ。

　えっと、世界史で習ったアレ。カノッサの屈くつ辱じよくってんだっけ？

　破門された王様が「すいませんごめんなさい反省してます王権下さいお願いします」とか、教皇が居たカノッサってところの城門の前で、ず───っと謝あやまってたアレ。

「震ふるえるぞ♡　萌もえ尽つきるほどにーと！　刻むぞ戒かい律りつのビート！　王権神授デイバインライトの破門失しつ踪そう！」

　何やら『コォぉォ』とか、駄だ女め神がみが変わった呼吸音を発している。

　駄だ女め神がみが駄だ女め神がみらしさを放っているようだ。

「それで、だ。これでなんとか目め処どは立ったと思うんだけどさ」

「するーですかそうですか。もう、智とも識のりさんってばノリが悪いんだから」

　駄だ女め神がみにはできるだけかかわらないようにして、っと。

　俺おれたちはこれからのことを話し合おうとしてるわけだ。

「一応の形は整ったでござるな。後は順次仕事を回していくことを覚えてもらえば、今後同様のことが起こることが確定しているこの世界でも、なんとかなると思うでござるよ」

「そうね。シルバーさんの流星号を筆頭に、魔ま獣じゆう荷車が走り回ってくれたお陰かげで、いまいち街かい道どうらしさがなかった道、ちゃんと踏ふみ固かためられて草も生えなくなってたし」

　草がぼうぼうに生えていた街かい道どうは、俺おれたちの魔ま獣じゆう快速便の行き来により、下手な舗ほ装そう路並みにカッチカチに踏ふみ固かためられていた。まぁ、荷物とか魔ま獣じゆう、重いしな！

　おまけに街かい道どう沿いに頻ひん繁ぱんに出ていた魔ま獣じゆうによる被ひ害がいも激減している。

「まさか爆ばく走そうしてたお陰かげで襲おそいかかってきた魔ま獣じゆうが頻ひん繁ぱんに撥はね飛とばされて壊かい滅めつしてたとは」

「ひき逃にげアターック！　ですね！」

　やめて。印象すっごい悪いから、その言い方。




　仕事が軌き道どうに乗りだしたからにはもうそろそろ俺おれたちもお役御ご免めんだろう。

　どうにか代表をシルバーさんに引ひき継ついでもらえないかなぁ、とかなんとか。

　そういうことを雁がん首くび揃そろえて考える俺おれたちだったんだが……。

「で、やっぱりシルバーさんは？」

「駄だ目めでござるな。拙せつ者しやのことを結構アレな視線で見てくるのでそれとなく話をふってみたりもしたでござるが。あの御ご仁じん、人に手を貸すのは、色いろ恋こい沙ざ汰たからの成り行きとかそういうのではないでござるな……。それを隠かくれ蓑みのにしてるだけに思えるでござる」

　いやあ、ゴザル氏うじ。

　前世の時はともかく、今のその姿をアレな視線で見ない男はおらんですよ。

　俺おれにとっても、かなーり……いや、言うまい。

　というか、できれば普ふ段だんは上になにか羽織ってください。ありがたいですけども！

『……でござる』とかいう口調をしないと、さらに良いいんですが……じゃない。

　それはさておき、シルバーさんのあの行動パターン……。

　行きずりの女性に惚ほれて、尽じん力りよくするっていうアレ？　意図的にやってるとでも？

「確証はないのでござるが、どうにもらしくないのでござる……」

「そうよね、映画みたいに惚ほれた腫はれたで話が進むってわけに行かないものね、現実は」

　そうだね。現実は厳しいよね。異世界だけどね。

「正直な話、シルバー殿どのは別に振ふられたからどうのは余り気にしてないでござろう。うちに来ている彼かれの縁えん故この人物には、その惚ほれた女性もその相手も含ふくまれているでござるよ？」

「え？　そうなの？」

　女性の従業員、シルバーさんを振ふった人も居たんだ。人数が多いから気が付かなかった。

「シルバー殿どのが色いろ恋こい云うん々ぬんで首を突つっ込こんでいたならば、そんな関係のお相手が慕したってやって来るわけがないと、拙せつ者しやは思うのでござる……」

「なんだっけ？　恋こいの鞘さや当あて？　当て馬？　だと思っていたんだけど……」

　珠たまがぼやく。当て馬かぁ……損な役割というか、あんまりなりたくないポジションだ。

　じゃなくて、縁えん結むすび役をしていたってことなのかなぁ？

　彼かれの、この世界での行い全てに目を通したわけでもないし。

　その辺りはペディアが見せた断だん片ぺん的というかチラホラ見えた情報しかないんだけど。

　本当のところは、どうなんだろう？

「た、大変です！　代表！　副代表！」

「を？　何かあったの？」

　そんな、俺おれたち的には重大な会議中に女性の声が飛とび込こんできた。

　受付をお願いしている現地女性のルブランさんだ。

　普ふ段だんは物もの腰ごしの柔やわらかい、静かですごく優ゆう秀しゆうなお姉さんなんだけど。

　そんな彼かの女じよが慌あわてて駆かけ込こんできた。
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　俺おれたちが受付前にやってきたとき、そこにたむろしていたのは、どうみても真っ当な人間ではありませんと言った顔つきの、やけに偉えらそうな態度の中年デブだった。

「……えっと、何？　あいつ」

「はい、急に押おしかけてきて『ここと合がつ併ぺいしてやる、感謝しろ』とか言い出してですね」

「……はい？」

「彼かれらが持もち込こんだ書類ですが、こちらに」

　広げた書類には、アイツの商店とウチの魔ま獣じゆう快速便を合がつ併ぺいしてどうのこうの。

　そんな、やって来た連中に都合のいい話だけが書かれた内容が記されていた。

「いちおー、正式な書類ではありますねぇ。合意するはずがないって点を除けばですがぁ」

　ペディアが書類を一いち瞥べつし、確かに公式に通用する書式だということを確かく認にんしてくれた。

「……これを、受ける相手がいるとでも思ってるのか？」

「私もそう思ったのですが、どうも力に物を言わせる様子だったので、お知らせに……」

　受付に座すわっていると、こういった対応も必要になってくるんだけど……。

　受付のお姉さん、最初の慌あわてようは既すでになくなって、とても涼すずし気な表情に戻もどっている。

　この人、結構神経太そうだ。

「はい……？　何、このウンコみたいな書類？　こんなアホな条件、受けるわけないじゃない。て、ゆーかぁ……裏で手を回してここを合法的に乗っ取ったとか言い出すつもりなのかしら？　アホなのかしら？　アホなんでしょうねー」

　珠たまよ……暗黒面が漏もれ出てるよ？

「まあ、普ふ通つうはそうでござるよな。単純な火力だけなら拙せつ者しやこの世界でならば一軍を相手にできると思うので安心でござるよ？」

　珠たまもゴザル氏うじも、突とつ然ぜんやってきた中年デブを『ばかじゃないの？』的な反応で見ていた。

　その馬ば鹿かは、物もの陰かげから受付を覗のぞいている俺おれたちに気付いているのかわからないけど。

　辺りを物もの珍めずらしそうにジロジロと品定めみたく見回しながら、俺おれたちのことを今や遅おそしと待ち構えているような雰ふん囲い気きだった。

　俺おれたちの方はというと。何かよくわからんことを言ってきたやつらを、ここからどう門もん前ぜん払ばらいしてやろうかとか、そんなことを考えていたのだが。

「もしかしたら、見た目ガキンチョな俺おれらが代表だから、頭ごなしに怒ど鳴なりつけて無理やり合意させるつもりだったりしてなぁ……」

「えー？　まさか」

　ぼやく俺おれをよそに、珠たまが鼻で笑った。

「もしそうならこの世界の裏社会の程度が知れるでござるよ」

　んでもなぁ、ちょっとだけイヤな予感がするんだよなー。

　とりあえず、追い返す準備だけは整えて、後は成り行きでいつものように。

　いやー、今回は武力担当のゴザル氏うじが居るから助かるわ。

「拙せつ者しやも前世を思い出して結構楽しいでござるよ」

　うーん、なんかそれ、羨うらやましい。

　俺おれも異世界なんだから魔ま法ほうとか派手なスキルとか使いたい……。

「ＭＭＯ世界で散々やったじゃない」

　そうそう。俺おれたちにもそういう魔ま法ほうが使えた異世界に一度だけ行った。

　まぁ、あのドケチでいい加減で適当でチート出だし惜おしみなペディアが珍めずらしく俺おれたちに魔ま法ほう使用可能の設定（ペディアが〝設定〟って言った）を付けてくれたわけだけど。

「あれは……ちょっとなぁ……」

「嫌いやな世界……あーうん。なんでもないわ」

　結論から言えば、そもそも手助けとかそういうことする必要がない世界だった。

　特に問題ないとこに無意味に俺おれたちを送おくり込こんでいた、ただそれだけだった。

　まぁ、こういうところがペディアが駄だ女め神がみたる所以ゆえんなんだが！

　まあそれは置いといて。

　モンスタークレーマーならぬモンスター合がつ併ぺい相手への対応だ。

　受付前に置かれた椅い子すに厳いかつい顔のおっさんがどっかりと腰こし掛かけた。

「えーっと、副代表の櫛くし木き智とも識のりです。どういったお話でしょうか」

　なーんか、むやみやたらと偉えらそうだなぁ。そう思いながら、俺おれは普ふ通つうに声をかけた。

「ああん？　てめえが副代表だぁ？　こんなガキが!?　はっ、笑わせんな。代表を出せっつってんだよ、代表をよ」

　陵辱系エロゲの主人公みたいなオッサンである。

　なんでこんなやつの前に珠たまを出してやる必要があるのかって感じだ。

　まぁ、珠たまもおにゃのこだからなぁー。ゴザル氏うじは強いけど、こっちも女子だし。

　ここは一応、俺おれが出ておいた方が……まぁ、ちょこっと見み栄えを張ってるのもあるけど！

　俺おれが黙だまっていると、押おしかけ中年デブはビビっているとでも思ったのか、ドンッと盛せい大だいに足を踏ふみ鳴ならしてこちらを威い嚇かくしてきた。

「いいから代表を出しなって。それとも何か？　代表の部屋に俺おれが向かった方がいいのか？」

　うーん、ゲスい。どうもこいつはあれだ。

　相手を暴力とかそっち方面で押おさえつけて甘あまい汁しるを啜すする系だな、うん。

　このまま中年デブを珠たまの部屋に通して二人きりで会談をするとかいう状じよう況きようにしたら、きっと珠たまが襲おそわれて、あんなことやこんなことをされてしまいかねない。

　ま、このデブ男の妄もう想そうの中でだけの現実だけどな！

　このおっさん、威い勢せいだけはいいよな。俺おれも、どっかの邪じや神しん被ひ害がいで無む駄だに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけたおかげで、見た目が怖こわいってだけならどうということがなくなっていた。

　これも成長かな？　鈍どん感かんになっただけな気もするけど。

「そこまでだ！」

　そんな風に相手を品定めしていたら、いきなりバンッ！　と扉とびらが開かれた。

　そこには、シルバーさんがここぞとばかりにドーン！　と姿を現した。

　もうなんていうか、普ふ通つうだったら危機的状じよう況きようにヒーローが!?　って感じなんだろうなぁ。

　……正直、俺おれらは別に危機感なんかこれっぽっちもなかったけど。

「見慣れねえ悪あく趣しゆ味みな馬車が止まってると思ったら、どこのどいつだぁ？　うちに喧けん嘩かでも売りに来てやがるのか？」

「げぇっ！　シルバー！」

「シルバーさん、こいつ知ってるんですか？」

　押おしかけてきてたおっさんが、あからさまに顔色を変えていた。

　何、この小物臭。

「こいつぁな？　あっちこっちで無理矢理書類にサインをさせちゃあ、それをタテに契けい約やくの履り行こうを押おし付つけてくるクソ野や郎ろうでさあ……。場所によっちゃあ、お縄なわになったら問答無用で縛しばり首くびってくらいのな！」

　シルバーさん……それってもうただの重犯罪者じゃ？

「現代日本とかと一いつ緒しよにしちゃいけませんよ、智とも識のりさん。この世界の文明レベルだと、別の国に入っちゃえばもうそれで逃にげ切きりです」

　そりゃまあそうか。

　警察機構とかもガバガバだろうし。

「今度はここに目をつけたってわけかい。だがよ、てめえの好きなようにはさせねえぜ？」

「ちいっ、貴様が出てくると割に合わねえ。ここは引かせてもらうぜ」

「おととい来やがれってんだ！」

　……なんか、話が勝手に進んでしまった件について。
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「こうなっちまっちゃあ、お前らに任せておくってわけにもいかなそうだな……」

　シルバーさんが勝手に一人で納なつ得とくしてる……。

　なんだかしらんが、上に立つ気になってくれそうな感じだ。

　いや、助かる。高校生の俺おれらが仕切り続けるとか、ちょーっとなぁ？

　それに、俺おれたち、はよ帰りたいんだよ。

　──でも、なんでそんなに上に立つのを嫌いやがるんだろう？

「あー。それはですねぇ……」

「おっと、それは俺おれの口から言わせてくれ」

　ペディアがなにか言おうとしたところを、シルバーさんは遮さえぎって語り始めた。




　シルバーさんが言うには、この世界に来る前は、トラックの運転手をしていたらしい。

　そして、事故を起こして、自分は死んでしまったのこと。

「その事故ってのがなぁ──」

　いつものように、荷物を積んで配達をして、空荷で移動中のことだった。

　突とつ然ぜん、トラックが言うことをきかなくなったという。

「毎日ちゃんと乗車前点検もしてたし、定期点検にも出してた。なのにブレーキも利かない、ハンドルも上う手まく動かない、さらにアクセルを踏ふんでないのに加速し始めちまってな」

　そして、サッカーボールを持って道路を渡わたっていた一人の少年を──

「それが、前世最後の記き憶おくさぁ……ここに転生したのもそれを償つぐなえってことなんだろうよ」

　痛ましい事故だなぁ。かける言葉もないよ。

　それと、転生に関しては多分、ただ単にペディアが送おくり込こんだだけなんで。

　そこのアンポンタン女め神がみがそんな深いこと考えてたわけじゃないと思いますよ？

「えっと、適当に運送屋さんを送おくり込こんだだけなので……」

　ほらな！

　つか、馬ば鹿か正直に言うなよ、駄だ女め神がみ！　空気読め、空気！

「……気休めはよしてくれ。俺おれがあの少年を死なせちまったのは間ま違ちがいねえんだからよ」

　そりゃまあ確かに。

　そんな状じよう況きようでトラックが突つっ込こんだのなら、かなりの確率でお亡なくなりになってそうだけど。

「ペディア、シルバーさんの前世で起こした事故ってどうなった？」

　ペディア検けん索さくで、事故のその後をググってもらう。

「ほえ？　あー、えー、うー────あれ？　その少年、お亡なくなりになってませんね」

　へ？　……なんやて？

「間ま違ちがいなくトラックに撥はね飛とばされたようなんですけど……その少年、草むらまで飛ばされて、ちょっとすり傷程度で済んでますねぇ。撥はね飛とばされた時の衝しよう撃げきはかなりのものなんですけど、なんででしょう？　どこかの神様が手て違ちがいしたとか、どこかの邪じや神しんが面おも白しろ半はん分ぶんで、何かしたんでしょうかねぇ……？」

　なんだ、その神っていうのは？

「その、どこかの神様ってのは、お前じゃないよな？　駄だ女め神がみ」

「違ちがいますよぅ!?　私が転生させるのは不ふ慮りよの事故とかで亡なくなった人だけですよぅ」

「そう言われれば、拙せつ者しやも前前世は運悪く命を落とした折の転生でござった……」

　そーいや、前にそんな調子で転生したネトゲ廃はい人じんとかもいたな。

「そっか、生きてんだな……良かった……」

　シルバーさんは、胸のつかえが取れたかのような清すが々すがしい顔をした。

　そして、「よかった、よかった」と、そう何度も繰くり返かえしていた。

「でも、トラックなんかに撥はねられたのに擦すり傷きず程度って、どうしてかしら？」

「本当でござるな……。当たって無事で済むものでもござらん……」

　珠たまとゴザル氏うじが首を傾かしげた。

　本当、全くだな。ペディアもその辺りの理由や事情をわかってないし。




《それは、サッカーボールが少年を守ってくれたからです》




　突とつ然ぜん、天からお告げみたいな声が響ひびいた。

　え？　何？　駄だ女め神がみか？　いや、駄だ女め神がみはそこにいるし。




《また説明不足ですか……ペディア》




「そ、その声はわわわわ……!?」

　なんか、駄だ女め神がみが珍ちん妙みような声を上げてる……。

　部屋の中にキラキラと光の粒つぶが降り注ぐ。

　そして、神こう々ごうしい光を放って、そこに現れたのは──




「──ですから、少年は手に持っていたサッカーボールがクッションになる形で撥はね飛とばされ、さらに草むらが緩かん衝しよう材の役割をして、すり傷程度で済んだのです」

　開口一番、そう解説してくれたのは、杖つえを持った淑しとやかな女性。多分、恐おそらく、女め神がみ？

　土下座するとパンツ丸見えのペディアと比べても、ずっとまともな格好の女め神がみ？　だった。

「圧あつ倒とう的てきな説明不足と状じよう況きようの解かい析せき不足ですね。だから、シルバー氏は胸に痼しこりと悔かい恨こんを残したまま、この転生先でご苦労を重ねることになるのです」

「えー。こんなのわかんな……ぷぎゃあ！」

　新手の女め神がみ（多分）は、持っていた杖つえでペディアを小こ突づいた。

「あと、また人材の選定を間ま違ちがってますね。シルバー氏は実直で自分の範はん疇ちゆうの仕事に関しては大変優ゆう秀しゆうな方です。けれどこの場合、ロジスティックシステム構築や飢き餓が対策の施し政せいを行うのは、商社系の起業経験がある政治家や、兵へい站たん運用術に長たけた軍ぐん士し官かんなどでしょう……」

「えー。そんな都合のいい人探すってめんど……うきゃあ！」

　うげ……！　今度はペディアに電でん撃げきが落ちた！

　なにこの新手の女め神がみ様っぽい感じ？　というか……

「──あの、もしかして、ペディアの上司の女め神がみ様……とか？」

　珠たまが恐おそる恐おそる尋たずねると、ようやく気付いたのか、女め神がみ様？　がこちらを振ふり向むいた。

「大変失礼致いたしました。ええ、そうです。上司に当たりますね」

　きれいな角度四十五度のお辞じ儀ぎをしてから、ニッコリ女め神がみが微ほほ笑えむ。

　なんか折り目正しくって感じで、俺おれらもつい釣つられて同じようにお辞じ儀ぎをしてしまった。

「申し遅おくれましたが、私、運命の女め神がみプランと申します。いつもいつも、うちの駄だ女め神がみが大変なご迷めい惑わくをお掛かけして、まことに申し訳ございません」

　ペディアの上司は再び角度四十五度のお辞じ儀ぎをする。

　俺おれらも釣つられてお辞じ儀ぎを返す……なんか、返さないと駄だ目めな雰ふん囲い気きだし。

　ていうか、今、上司の女め神がみ様。ペディアのこと、駄だ女め神がみ言ったよな!?

「──さて。シルバー氏が遭そう遇ぐうした事故に関してですけれども。トラックの異常は日常点検ではわからない部分の故障、メーカーリコール告知前の欠けつ陥かんですね。なので、シルバー氏には責任はございません。あと少年も、正面衝しよう突とつしていたら助かりませんでした。シルバー氏が直前にハンドルを切って、その時ハンドルがきちんと動いていて、少年の持っていたサッカーボールがキャビンの端はしに軽く当たった程度だったので助かったのです」

　お……おう。細かい説明、ありがとうございます。

「お、俺おれはハンドル切ったのか？　憶おぼえてねえ……」

　シルバーさんが混乱した様子で呟つぶやいた。

「ああ。お亡なくなりになる直前の記き憶おくというのは飛びやすいんです。特に今回は事故の衝しよう撃げきもありましたからね。ですから、そんなに気を落とされないように……。ああ、それと」

　運命の女め神がみが両手をパン！　と叩たたいた。

「あの少年、信号のない場所での乱横断です。しかも、死角からの飛び出し。運転手による予見可能率は10％切ってますね。いくら欠けつ陥かんでトラックがまともに動いてないとはいえ、死角からの飛び出しをしたその少年がいなければシルバー氏も怪け我が程度で済んでいたのです。でも飛び出しのせいで運転手たるシルバー氏が亡なくなっていますから、少年の罪の方が遙はるかに重いです」

　女め神がみがサラリと言った……ってまてぇぇ!?

「ちょ……！　それ、シルバーさんの方が被ひ害がい者……」

　珠たまが絶句している。当然だ。

「不ふ慮りよの事故……大変でごさったなぁ。拙せつ者しやにも身に覚えがあるでござるよ……」

　ゴザル氏うじも突とつ然ぜん死んじゃって転生だっけ？

　なんか、亡なくなり方がイヤーな感じがしてそうなので、聞かないでおこう。

　そして、シルバーさんの方はというと、顔をポリポリ搔かいている。

　あれ？　どうしたのかな？

「あー。少年が無事ならそれでいいさあ。俺おれは転生して、もういっぺん人生やり直しできるからな。それに、こっちでやりがいのある仕事を見つけたし……」

　ほ、本人がそれで納なつ得とくできるんなら──俺おれなら解げせんけど！

「よっし、心機一転だ。お前まえさんたちにゃあ、負担のかけっぱなしだったな！　これからは俺おれに任せてもらうぜ!!」

　そういって、シルバーさんは代表の地位につくことを了りよう承しようしてくれた……みたい。

　でも。俺おれならそんな死に方イヤだ。

　気を付けよう。巻まき込こまれな交通事故、気を付けよう……。

　とにもかくにも。これで、後こう顧この憂うれい無くこの世界をあとにできるというもんだ。

「では一件落着ですね。シルバー氏、あなたの未来に光あれ──」

　そう呟つぶやいた運命の女め神がみは、手に持った杖つえを掲かかげた。

　そうして、俺おれたちは光に包まれた──
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「──と、このくらい、最後は綺き麗れいにまとめてもらえると、助かるんですけどねぇ」

　元の世界に戻もどってきて、運命の女め神がみ様が呟つぶやいた……というか悪態を漏もらした。

「あーうん。確かにそうなんだけど。というか、なんで上司の女め神がみ様が降臨？」

「……で、ござるなぁ」

　珠たまとゴザル氏うじがやっぱり首を傾かしげる。

「それはですね？　あまりにもペディアの行いが目に余るものでしたから。ご迷めい惑わくをおかけしている方々に、せめてご挨あい拶さつと謝罪だけでもと……結局、私が最後に仕事しましたが！」

　凄すごいまともだ。上司女め神がみ様凄すごいまともだ。きっと苦労人なんだろうなぁ。いや、苦労神？

　うわ、すっごい嫌いやな字じ面づらだわ。そんなことを思っていると。

「責任者は大変ですねぇ……」

　ペディアが空気を読まない余計な一言を発した──

「ぴぎゃあ!!」

　激しい電でん撃げきが、ペディアの脳天を襲おそった！

[image: ]

「ちゃんと躾しつけをしたハズなんですけどねぇ。この通り、アホ女め神がみで……」

「アホじゃないですぅ～。知識豊富な知識の女め神がみですぅ～」

　[image: 叱]しつ責せきされているにもかかわらず、ペディアはブーブー文句を言う。

「ぽぎゃあ!?」

　そして、再びペディアを電でん撃げきが襲おそった。

「知識があっても、知ち恵えが足らないでしょうが!!」

　女め神がみプランが怒ど鳴なりつける。そのたびに、電でん撃げきがペディアを襲おそう。

　が、効いてるのかいないのか。

　人間だったら間ま違ちがいなく黒くろ焦こげになってたりするレベルなんだろうけれど。

「ひどいですぅ」

　髪かみの毛けがくるくるチリチリの巻き毛になった程度の被ひ害がいだった。

　雷かみなりパーマか……無む駄だに丈じよう夫ぶだな、さすが駄だ女め神がみ。

「なんで、どうしてこんなのが部下なのかしら……」

　想像通り、苦労人気質だったよ、女め神がみプラン。

「てか、なんでこの駄だ女め神がみしくじりまくってるのに他の神に変わったりしないんです？」

「そんなの、とっくに上じよう申しんしています！　しては、いるのですが……」

　曰いわく、余よ剰じよう神員はいない。むしろ、神員不足で猫ねこ神がみの手も借りたい！　んだそうな。

　というか、もういまペディアが収まっているそこが、左さ遷せん先の窓まど際ぎわポジション。

　それ以上のというか以下の配置先はないそうだ。

「つまり、どう足あ搔がいても、私は激務の合間を縫ぬって、この駄だ女め神がみの尻しり拭ぬぐいもしなきゃいけないということです……いっそのこと無役にしてしまえばいいのに」

　もう本音ダダ漏もれの愚ぐ痴ち大会だ。運命の女め神がみの愚ぐ痴ち、中々にレアじゃないかな？

　そんな不ふ憫びんな運命の女め神がみ様をよそに、駄だ女め神がみはというと。

「ぶーぶー！　パワハラ反対ぃぃ」

　パワハラか？　むしろお前が逆パワハラかましてるんじゃね？　って思えるわ。

「ぷぎゃあ！」

　再び電でん撃げき。はて、運命の女め神がみ様って電でん撃げきとどういった繫つながりが？

　雷かみなりの神様といやあ、ほら、オーディンとか主神クラスかなって思ったんだが。

　俺おれの疑問に対する答えはすぐに出た。

「彼かれらの前でくらいならば、真っ当な女め神がみとしての立ち振ふる舞まいをするかと思えば──もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れました。我が慢まんの限界です。以前、主神からお預かりした神しん罰ばつの杖つえ！　主神お墨すみ付つきの仕置きです、覚かく悟ごなさい。これまでにあなたが溜ためて溜ためて溜ためた始末書の枚数分だけ、電でん撃げきを落としてよい許可はもらいましたから！」

　ペディアに再び電でん撃げきが落ちる。

「ぱぺぎゃあ!!」

　それはもう雷かみなりが落ちるというよりも、天空から太い放電が降り注いでいる状態だった。

「……と、いうわけで。今後このアホ女め神がみが何かしでかそうとしたら、ある程度はこのようにお仕置き致いたしますので──」

「ある程度なんですか……？」

　うっかり俺おれは口に出してしまった。

「ええ、残念ながら……。ペディアの後始末の数が膨ぼう大だい過ぎて、私もなかなか……」

「えー。プラン様、完全無欠を気取っているのに、案外ヘボ──ぶぎぎょわぁ!!」

　また電でん撃げきが落ちた。




　ペディアがプランにズルズル引きずられ、帰った後、俺おれたちはというと……

「──何だったのでござるかな、あれは」

　ほんとにな……。ていうか、神様って忙いそがしいのか暇ひまなのかよくわかんねぇ。

「ていうか、神様ってどういう組織系統なわけ？　会社組織なの？」

　さすがに俺おれも知らない。というか関わりたくないんだけど。

「運命の女め神がみプラン、『ある程度』とか言ってたよな……つまり、再び駄だ女め神がみの手伝いしなくちゃいけない可能性があるって気が……」

「そうでござったな。拙せつ者しやは今回限りかもしれないので──って元の服に戻もどってるわね」

「あ、そうそう。生徒会長、来たよ来ました例の新作！」

「密林がちゃんと仕事したのね？　さあさ、始めましょう。うちじゃあ私ゲームの一つも持たせてもらえないのよ～」

「もう、そんなことならウチにいつでも来てくださいよ、大だい歓かん迎げいです」

「うれしいわ♡　ありがとう」

　珠たま。生徒会長とゲーム仲間だったのかよ……。

「あーあと！　凄すごいレアドロップしちゃってぇ～。見ます？　見てみます!?」

　……やっぱり自じ慢まんしたかったのか、珠たま。

　でもまぁ、表向きは優等生な珠たまとなら、生徒会長が懇こん意いにしても、贔ひい屓きだなんだかんだとか、文句は出ないだろう。嫉しつ妬とはされるかもしれないけど。

「でも、上司の女め神がみ様。お仕置きするっていっても、ある程度とか……」

　まだ、駄だ女め神がみ被ひ害がいが続くのかな？　続くんだろうなぁ……。

　ため息しか出ない午後だった。
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「───お願いします！　助けてください！」




　知識の女め神がみペディアの初手土下座──

　だが。

「だが断る！」

　いい加減に見慣れて、もはやなんの圧も感じなくなった女め神がみのケツのはみ出た土下座に向かって、俺おれは速そつ攻こうで言い切った。

「この智とも識のりの一番好きなことは、とにかく土下座して頼たのめばなんでも言うこと聞いてくれるとか思ってる人生舐なめた女め神がみに、はっきりとＮＯを突つきつけることだ！」

　いつか使おうとか思って用意していた言葉と、あとたまにこっそりと部屋で練習していたポーズをつけ、俺おれはピシリと指をつきつけた。

　言ってやったぞ！

　ついに言ってやったぞ！

　もう何回も何回、いい加減に数えるのも面めん倒どうになるくらいに異世界の面めん倒どうごとを押おし付つけてくるこの駄だ女め神がみには、いつか一度くらいは、ちゃんと言ってやらねばと思っていた。

　使い古されたネタではあるけど、こうも綺き麗れいに決まると気持ちいいね～。

　そんなわけで。

　例によってわけがわからず俺おれと珠たまはペディアに呼び出された。

　そして例の如ごとく初手土下座のペディアに対して俺おれの「だが断る」カウンターだったが。

「────あ、そうですか」

　あれ？

　きょとんとした目でペディアが顔をあげて俺おれを見る。

「まあ今回は別に智とも識のりさんはいなくてもいい案件なので、こないならそれでいいんですけど」

　え。

「というか、あんたもキャラがブレるような真ま似ねしてんじゃないわよ」

　冷たいというか、いっそ冷めた目を向けてくる珠たまさん。これはアレだよ、なんか外したやつを見る目だよ。空回りしてるクラス専属芸人気取りの空気読めないバカを見る目だ。

　これは辛つらい……なまじ、ネタが解わからないとか理解できないなんかでなくて、解わかるけど、今それやる必要あるの？　空気読んでくんない？　みたいな目だ！

「いや、だけど、なんか一度くらいはこういうことやってみたいとか思ったこと、タマさんだってありませんか……」

「思っててもやんないわよ。キャラじゃないことなんてやってらんないでしょ？」

　ごめんって。

「ていうか、さっきあんた、今回は智とも識のりがいなくてもいい案件って言ってた？」

　それそれ。

　流れのままについスルーしてしまうところだったことを珠たまが聞いてくれた。

「今回は、珠たまさんがいるだけでどうにかなりそうなんですよぅ～」

　マジか。

「厳密には、智とも識のりさんもヒットこそはしていましたが、数値的にはいてもいなくても別にいい感じかなってところで。いた方が成功確率があがる、くらいの感じでした」

　数値的!?

　なんか今まで聞いたことがない話だぞ？

　俺おれたちをどういう基準でどう選せん択たくしているんだか、なんか変な検けん索さくで探し当てているみたいなこと言ってたが──

「最近、神界で話題の検けん索さく方式をですねぇちょっと試ためしてみようかなってー」

　また新設定付け加えやがったな！

「あ、これらは神用語を二十一世紀地球語に翻ほん訳やくしているとそう聞こえるというだけですよう。人間の智とも識のりさんにはわからないと思うので、念のため」

「何ど処こ向けの説明よ？」

「えーと……………それはともかくとしてぇ」

　誤ご魔ま化かしやがったな。

「毎度毎度同じ組み合わせっていうのも飽あきがくることあるじゃないですかぁ？」

　まあ、それは解わかるが、だけどそういうので結果が変わるもんなのか？

　そりゃ確かに、どういう仕組みかは不明だけど、検けん索さくエンジンを変えたら結果が変わるなんてことはよくあることだけど。

　珠たまは首を傾かしげる。

「──けど、いつも通りにわたしも智とも識のりも一いつ緒しよにここに呼ばれたんだけど？」

　珠たまの言う通り、俺おれたちはそれぞれテスト勉強とか色々としていたところで毎度の如ごとく突とつ然ぜんにこの空間に呼び出されていた。

　もはや何の驚おどろきも感じないが、俺おれは元々呼ばれる必要はないんなら話は別だ。

「なんで俺おれまでここにいるんだ？」

　ペディアはそこでやれやれと言わんばかりに苦く笑しようした。

「えっとですねぇ、いてもいなくてもいいのなら、いた方がいいかなって思いましてー」

「はぁ？　なんだそれ」

　思わず声にだしてしまった俺おれのツッコミに、どういうわけだか無む駄だにデカい胸を張ってポディアは答える。

「だから！　私も！　学習！　したのです！」

「うそだあ」

「うそだあ」

　揃そろって言ってしまう俺おれたちであるが、今日のペディアさんは一味違ちがうのか、それにひるむでもなくぴんと指を立てた。




「珠たまさんと智とも識のりさん、二人で一つの運命共同体ですから！」




　本人的にはビシっ！　と決めたつもりなのか、ドヤ顔だ。

「────で、今回はどういう話なの？」

　まったく気にも留めた様子もなく、珠たまが素面で尋ねた。




「そこでスルーしちゃいますか!?」

「うっさい。導入だけで時間食い過ぎよ。ぱぱっと解決したげるから、とっとと今回の失敗とかそういうのを吐きなさい！」

　せっかくの決め顔、決めポーズで言ったセリフをサクッと無視されたペディアは、「もうちょっと反応してくださいよぉ～」などとぶつくさ言っていたが、いつもよりも若じやつ干かん当たりが強い珠たまに急せかされ、今回の舞ぶ台たいである異世界へと俺おれたちを連れて行った。

　背景の世界が変わって。

　俺おれたちは何ど処こかヨーロッパの貴族とかがいそうな屋敷の豪ごう華かな部屋に転移する。

「今回は、ルーディース王国の皇こう太たい子し殿でん下かのお妃きさき候補たち全員が、みんなドロップアウトしてしまうという問題で……」

「お妃きさき候補……ですって……!?」

　いつになく強い反応を示す珠たまに、ペディアはいつもどおりの泣き顔で説明した。

「珠たまさんには、とにかくその、正せい妃ひ候補になっていただきたいわけで……」

　あ、それ確かに俺おれいらんやつだわ。
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『今日から　　さんは、ルーディース王国のエルシオン皇太子の正せい妃ひとなるための候補になっていただきます』

　視界の端はしにウインドウが表示されたのを見て、俺おれは呆ぼう然ぜんとしていた。

「なんなのよこれ……」

　後ろから、珠たまの同じく茫ぼう然ぜんとした声。

　異世界どんと来いな珠たまさんも、さすがにこれには驚おどろいたらしい。

　異世界は受け入れてゲーム世界は受け入れられないというのもなんだか変な気はするけど。

　いや、でもとりあえずツッコんでおこう。

「なんであからさまに恋れん愛あいＡＤＶ仕様になってんの!?」

「ほら、前もレベル概がい念ねんがある世界があったでしょう？　あれと同じです」

「しれっと言いやがって……」

　まあ、確かに。

　ＭＭＯＲＰＧ風世界があっていいなら、ＡＤＶ風異世界もあっていいような気はする。

　ぺディアが連れていく異世界にいちいちツッコんでも仕方ないよな、うん。

「さて、じゃあどうしようか珠たま……あれ？」

　いないじゃん、珠たま。

　周りを見てみると、どこかのお城風な部屋に俺おれたちはいるらしい。

　周囲にいるのはいわゆるひとつのＮＰＣか？　従者キャラとお姫ひめ様キャラの姿。きょろきょろ周囲を窺うかがっているそのキャラと、目が合う。

「ていうか、智とも識のり？　どこにいるの？」

　目の前のお姫ひめ様ＮＰＣが、そう言った。

「えっ」

「えっ……え、智とも識のり？」

　まじまじと俺おれを見返してくるのは、俺おれが知っている珠たまではなかった。

　一言でいえば、お姫ひめ様コーデされている珠たまっぽいキャラだった。

　白を基調としたふんわりスカートのドレスに、なんか金色とか青とかの豪ごう華かかつ繊せん細さいな刺し繡しゆうがふんだんに入っている、すごい衣い装しよう。コスプレ衣い装しようとかそういうのとは全然レベルが違ちがう仕事だった。ここ最近何度も何度も異世界に行っているから、こういうのも何回も見ているけど、ここまでまじまじと見つめてしまうほどなのは初めてだ。

　なんというか、お姫ひめ様のために贅ぜいを尽つくして作成された、完全完かん璧ぺき、いや、そういうのを超こえた美だ。

　そしてそのお姫ひめ様というのが、どうやら珠たまさんらしかったのだ。




「めちゃくちゃ美人じゃん……」




　語ご彙い力仕事しろ、と言いたくなるところだと思うけど、仕方ないだろ!?

　よく見ると、たしかに顔立ちは珠たまの特とく徴ちようを残してはいるけど、それにしたって美人すぎる。

「な………にぃおっ、言うッ…………」

　俺おれの言葉に珠たま（？）が顔を引きつらせる。あっやべ、口に出てた。

　我に返ったように、珠たまらしきキャラはこっちを見て。

「やっぱり、智とも識のりなわけ……？」

「いや、そうだけど。どうした？」

「あんた……まあいいわ。ちょっと後ろ向いてみたら？」

　珠たまの言葉にしたがって後ろを振ふり返かえると、そこにはバカでかい姿見があった。

　えーと……。

「……なんじゃこりゃ!?」

　なんか中世っぽい貴族男性風？　な衣い装しようを着ている、珠たまを探して周囲を見回している時に目に入った、あの従者の姿があった。

　ていうかそれが俺おれだった。

　いやいやいやいやいや。

「こっちは明らかに俺おれじゃないだろ！」

　なんつーかこー、キャラデザが違ちがう！

　同じキャラだとはなんとか解わかるけど、美形キャラが得意な別の人が描いた、元作品だと二枚目ではない……という設定のキャラみたいな感じになってる!?

「はい！　お二人にはこのバディス伯はく爵しやく家の家令見習いと、その伯はく爵しやく家の令れい嬢じように転生していただきましたあ～」

　転生!?　前のゲーム世界っぽい世界ではコンバート式の転生をしてた。けど……今回はついにガチで転生なのか!?

「厳密には今回は憑ひよう依い系になるんでしょうかねぇ」

「転生でも憑ひよう依いでも似たようなもんだよ……」

「けっこう違ちがうんですよ？　一いつ緒しよくたにすると怒おこられますよ？」

「……誰だれにだよ」

　俺おれのツッコミを華か麗れいにスルーして、ペディアは言葉を続けた。

「本来、この世界に転生するのには赤ちゃんからやり直さないといけないんですけど、主観時間で十六年分も助すけっ人と枠わくの人を拘こう束そくするのは、さすがに色々と問題がでますからねぇ」

「そりゃ、あるわね」

　うんうんうなずく珠たまっぽい姫ひめキャラ。外見はめちゃくちゃ美人なので違い和わ感かんハンパないのだが、動かしてみるとちゃんと珠たまっぽいのがちょっと面おも白しろい。

「なので、こっちの世界のキャラを智とも識のりさんと珠たまさんっぽくパラメーター調整してみました」

「そっち方向に辻つじ褄つま合わせるの!?」

　パラメーターって……。異世界人の人生をなんだと思ってるんだ、この駄だ女め神がみ！

「そんなに難しくないですよ？」

「そういう問題じゃねえよ」

「今回は存在を上書きする形での転生なので、どっちみち同じなんですよぅ。憑ひよう依いとも厳密には違ちがうんですが、智とも識のりさんたちに説明するのにはその言葉が適当かなあって感じで使わせていただいてます。はい」

　と、いつもみたいなゆるゆるした口調で、分かったような分からないようなことをひとしきり述べた駄だ女め神がみさまだったが「で、」と改めて。

「この世界に転生したお二人には、今から半年以内に皇こう太たい子し殿でん下かの正せい妃ひを決めてもらいます！」

「……それが、この世界のクリア条件か？」

　ふーむ。ますますＡＶＧっぽいな。

　隣となりにいる珠たまも、自分の顔の造形に何か引っかったのか、鏡を見ながらうんうん唸うなってる。

「うーん、なんか見たことあるような……」

　むむむむ、とためつすがめつ自分の顔を見ている珠たま。……しばらくほっとこう。

「そうです。皇こう太たい子し殿でん下かの正妃が決まらないとこの世界、滅めつ亡ぼうしちゃう感じでして」

「ザックリしてんなおい」

「もうちょっと細かく説明した方がいいですか？　──実はこの国の皇太子は古代兵器の継けい承しよう者です。その古代兵器がずっと継けい承しようされ続けている……というのが、この国の安全保障の要になっていまして、それでエルシオン皇太子は本来の皇位継けい承しよう権をすっ飛ばして皇太子という立場にあるのです。皇太子が結けつ婚こんしないと、この王国は遠くないうちに滅ほろびます。それを避さけるためには、皇太子の胸にある紋もん章しようと対ついになる可能性を持った六人の紋もん章しようの少女──つまり、主人公になる令れい嬢じようの誰だれかと皇太子が結けつ婚こんしないといけない──という設定なんです」

「長い長い長すぎるよ！　三行でまとめて！」

　なんだよその無む駄だに複雑な設定は……。

　ていうか、ペディアのやつ自分で設定って言っちゃったよ。

　何かをそのままコピペするかのごとく読み上げているのが丸わかりの設定説明だった。

「皇太子、結けつ婚こんしない。古代兵器、暴走する。お前ら、滅めつ亡ぼうする」

「なんでいきなりカタコトになるんだよ」

「それくらいじゃないと人間って愚おろかなのでわからないかと……」

「お前なあ！」

「ぴっ！　すみませんすみません、許してくださいぃ！　……あれ？　珠たまさん？　どうかしましたか？」

「ん？」

　きょとんとした顔になったぺディアにつられて、一人思考に沈しずんでいた珠たまの方を見ると……

「……この無む駄だに作り込こまれたビジュアル。それとは裏腹にどうでもいい壮そう大だいな設定……」

　ぶつぶつとつぶやくと、珠たまはカッ！　と目を見開いた。そして。

「────思い出した！」

　突とつ然ぜん、叫さけんだ。




「これ、『ルーディース王国物語』だ！」




　ルーディース……？

「……なにそれ？」

「ご存じ、ないのですか!?　あの『ルーディース王国物語』を!?」

「オタクだからって何でも知ってると思ったら大間ま違ちがいだぞ」

　自じ慢まんじゃないが、こっち系のゲームは全然詳くわしくないんだよ。

「ま、そうよね。ええと、いわゆる乙おと女めゲーよ」

「いや、そりゃわかるけどさ」

　突とつ然ぜん出てくるウインドウ、姫ひめキャラ、そしてクリア条件が王子様とくっ付くこと……。

　これだけ条件がそろってれば俺おれでもわかるよ。

　乙おと女めゲー。

　ギャルゲーが男の主人公を操作してヒロインとの付き合いを深めていくゲームだとしたら、乙おと女めゲーはその逆で、女の子の主人公がイケメンたちと付き合いを深めていくゲームだ。

　ぶっちゃけ、俺おれはそんなに詳くわしくはない。

　たまにアニメのタイトルをチェックしていると、乙おと女めゲー原作のがあるのを見つけるくらいだ。それにたいていそういうの、見ないし。

「で？　珠たま、詳くわしいのか？」

「……いや、わたしは」

　そこに来て急に、我に返ったようにもごもごする珠たまさん。

　……ははあ。急に恥はずかしくなったな。ちょっとだけ、助け船を出してやることにした。

「あー……いや、でも俺おれよりは詳くわしいだろ？」

「ま、まあそれは……」

「え、でも珠たまさん、すごくやりこんでましたよね？　記録が残って……」

「──ぺディアああああああ！」

　ペディアが軽く放った火の玉ストレートの直ちよく撃げきを喰くらって、珠たまがすごい目で睨にらみつけた。

　空気読めよ、バカめ。

「いだいいだいいだいいだいいだいですぅぅぅぅぅ」

　珠たまはもう一度ペディアのほっぺをぐにぐにぐにぐにとこねくり回してから、訂てい正せいした。

「……せいぜい、嗜たしなむ程度よ。テスト勉強の前にちょっと息いき抜ぬきにやるくらいの、ね」

「ああ、そうだな」

　なんだか不思議そうな顔のぺディアに、珠たまが今度はでこピンをかます。

「いだあっ！」

「お仕置きよ。わたしは乙おと女めゲーは嗜たしなむ程度。わかった？」

「ウソはよくないですｎ……ぴっ」

「……わかった？」

　もうさ、そういうことにしといてやれよ。じゃないと、

「話が進まないだろ。……で？　これが、その『ルーディース王国物語』なのか？」

「──たぶんね。『ルーディース王国物語』は、わたしもやったことがないけど、何年か前になんかネットで騒さわがれたゲームなの」

　設定で思い出したわ、と珠たま。

「騒さわがれたのか？　俺おれ全然知らないな」

「こっちの界かい隈わいの話だから、智とも識のりが知らないのは無理ないけど。ジャンル違ちがうとそんなものでしょ？　わたしだって、エロゲーでなんか騒さわぎがあったって伝わってこないわけだし」

「──俺おれはエロゲーはやんないからな」

　やらないけど、一応はなんか大おお騒さわぎがあればそれなりに伝わってくる。

　やらないけど。

　噓うそじゃないよ？

「わたしもそんなにやんないけど、やってはいないけど、それでも聞こえてくるくらいには叩たたかれてた……ってところ」

「それで……なんで騒さわがれたんだ？」

「それは…………その、あれよ……」

「あれ、って？」

「………………………………忘れた」

「ちょ！」

「仕方ないじゃん！　なんか炎えん上じようしたことだけ覚えてたのよ！　ちょっと待って！　頑がん張ばって思い出すから！」

　その口ぶりは知らないふりだとかそういうのでは全然ない。

　本当に心から、忘れているみたいだった。

　あるある。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ぺディアが言うには。他の五人の妃きさき候補──全員転生者だというその人たちが。

「どういうわけか、全員が全員、ドロップアウトしちゃいまして……」

　またか！

「転生者の亡くなり方も確かく認にんしたんですよ？　みんなちゃんとした理由で死んでるのに……」

「なんだそれ」

「ほら、あったじゃないですか、以前、死因で問題の真相が明らかになったケースが」

　私も学習するんです！　と、でかすぎる胸を張るぺディア。

　前にどーんと突つき出でた乳ちち袋ぶくろの威い圧あつ感がすごい。

　あー、あったね。あのときは、転生してきた勇者が異世界を夢の中だと思っていた、ってのが真相だったけど……。

「今回はちゃんと説明してたんですが……当人たち全員やる気を出さず、市し井せいの生活を内ない緒しよで始めたり田舎でスローライフ始めたり、出家して尼僧になったりしてまして」

「……あー。なるほど。解わかったわ」

　何かピンと来たのか、珠たまは女め神がみをずびしと指さした。

「みんな正せい妃ひ候補からはずれようと、わざと婚こん約やく破は棄きになるようにしているんでしょ？」

　ああ……そうか。わかったぞ。

　昨今の異世界モノで、実は意外と根強いジャンル。

　乙おと女めゲームで、正妃候補から外れたい者がわざと婚こん約やく破は棄きされるように仕向ける……

　この世界がゲームだと思ってたから逆に意識にのぼらなかった！

「──悪役令れい嬢じよう転生モノか！」

　転生した女性が、生前読んだ乙女小説や漫画のキャラ──主人公のライバルになっていることに気づいて、待ち受ける悲ひ惨さんな運命を回かい避ひするために手を尽つくすってやつだ。

　俺もネット小説で幾いくつか読んだことがある。

　確かよくあるのが悲ひ惨さんな運命になる前に、小さい頃ころから平民に混じって仕事を覚えたり、あるいは何かトラブルに巻まき込こまれても生き延びるように魔ま法ほうを学んだり、とにかく悲惨な運命に巻き込まれないように対策するってヤツだ。

　そんな、悪役令れい嬢じようなんて、ゲームのプレイヤーキャラとして楽しめても、転生して自分がリアルに当事者になるのなら、そりゃあ、痛い目に遭あう前に逃にげるよなぁ……って、あれ？

「いや、ちょっと待て」

　それはそれで、なんかおかしいぞ。

「その五人が全員、そのゲームの知識があって、悲ひ惨さんな運命を回かい避ひするために上う手まく立ち回ろうとして……という珠たまの推論が正しいとして、その五人が全員、悪役令れい嬢じような立ち位置ってわけか？　まさか、みんな悲ひ惨さんな運命を辿たどってしまうのか？」

　それはあまりにも修しゆ羅らすぎるだろ……。

「そうよ──それが、このゲームのクソゲーたる所以ゆえんよ」

　とあまりにも非情な言葉を珠たまさんはおっしゃってくださった。

　なんとか一部、内容を思い出せたらしい。

「このゲーム、主人公キャラ以外の候補は、みんな最後は家が没ぼつ落らくするとか家を追い出されるとか、よくても田舎いなかの領主のエロ爺じじいの嫁よめという名の愛人になっちゃうはずなのよ」

「えっ？　乙おと女めゲームってそういうのばかりなの？」

「そんなわけないでしょ。むしろ、主人公のライバルとして登場して、没ぼつ落らくする悪役令れい嬢じようっての自体がそんなに多くないわよ。むしろ、珍しいくらいだわ」

「そんなもんなのか」

「魔ま王おう勇者ものみたいなものかしら？　みんななんとなく納なつ得とくしているけど、実際にそういう魔ま王おう勇者が出てくるＲＰＧって昨今あんまりないでしょ？　みたいな」

「ああ……」

　確かに、魔ま王おうが本当に出てくるゲームって、昔のゲームってイメージあるなあ。

　紙にメモして入力する復活の呪じゆ文もん、とか。

「でね。このゲーム、ちょっと変わったシステムだったのよ。まず、プレイヤーキャラが六人」

「六人!?」

　なにそれ？　格かく闘とうゲームかなにかか？

「主人公にさっきの五人の正せい妃ひ候補もいれて、六人。その誰だれかを選せん択たくして、攻こう略りやく対象キャラは皇太子をいれて厳密には、五人だけのはず」

　厳密には？

「そう。攻こう略りやく対象は五人だけなんだけど、一応好感度のパラメーターは他のキャラにも設定されてるみたいね。展開とか結末にも影えい響きようがあるって何かで見たけど……さすがに細かくは覚えてないわ」

　よくわからんが、好感度は攻こう略りやく対象キャラ以外にもあると。

「攻こう略りやく対象キャラだけじゃないわ。他のプレイヤーキャラにも設定されてて、そちらが高まると味方になって助けてくれるらしいわよ」

　なんか戦略ゲームみたいなシステムになってきたな。開発迷走してない？

「あと、確かこのゲーム、好感度をマックスにまで高めたキャラが複数いると、正規ルートにならず逆ハーレムエンドにすることが可能なのよ」

「マジかよ……」

　凄すごいゲームだ。

「『ただ一つの恋こいではなく、複数の愛を選せん択たくした貴女あなたには、○○、××、◆◆……』とかキャラの立ち絵と解説テキストが入って、最後に『誰だれとも結けつ婚こんすることなく、生しよう涯がいを独身で過ごしました』で終わる……って感じだったらしいわ」

「…………それ逆ハーなのか？」

　なんだか雑すぎない？　そんなもんなの？

「なんか違ちがう気もするけどね。『ルーディース王国物語』は色んな意味で変わったゲームで、さっきの複数プレイヤーキャラありとか、逆ハーが有名だったけど、他にも選せん択たく肢し以外のキャラの能力育成とか金かね儲もうけのためのイベントで所持金を増やすのが重要になるのよねー」

「何に使うんだ？　皇太子様にプレゼントでもあげるの？」

「所持金と交こう渉しよう能力が高くなると、ギルドへの依い頼らいをした時に成功率が高くなるんだって」

「ギルドに依い頼らい？」

「暗殺者ギルドや冒ぼう険けん者ギルドに、他の候補への嫌いやがらせとか暗殺をね」

「闇やみが深すぎるだろ！」

　それじゃ、全員真っ黒な悪役令れい嬢じようじゃねえか……。

「必ひつ須すイベントで、誰だれかから送られてきた刺し客かくが身内か自分自身を襲おそうっていうイベントがあってね。その後はしばらくギルドに『復ふく讐しゆう』の選せん択たく肢しが出てくるんだって。それを一定期間内で選ばないと、交こう渉しよう力が落ちるのよね」

「修しゆ羅らの国すぎる」

「積極的に他候補を悲ひ惨さんな目にあわせる鬼き畜ちくプレイも流は行やって、それも批判されてたっぽい」

「お、おう……」

　……あれ？　いや、それはメーカー悪くなくない？

　珠たまさんによれば、本命の叩たたき以外にも、とにかく批判が多いゲームだったとか。

　むしろぶっ叩たたかれて話題になって、みんな批判するためにゲームをやったんじゃないかって勢いだったらしい。炎上商法？

「まあそんなゲームなんだけど、トゥルールートは割と簡単で、嫌いやがらせ系の選せん択たく肢しを一いつ切さい取らなかったら大本命の皇太子と結ばれる、はず……確か」

「な、なるほど……」

「……ま、あくまでゲームの話だし、今回はそれは考えなくてもいいかな」

　ああそうか。

　他の候補は全員、正せい妃ひになりたくなくて、ドロップアウトしているんだもんな。

「あ、いや待てよ？　根本的に、これがゲームでないのなら別にドロップアウトする必要はなくないか？　ゲームの通りに破は滅めつするとも限らないわけだし。破は滅めつ前提で市し井せいで生活する準備しなくとも、五人のうち誰だれかと結ばれれば破は滅めつが回かい避ひできなくないか？」

「…………そう言われてみたら、そうね」

　すいません、とここでペディアが手を上げた。

「──あ～。はいー。わかりましたぁ。今、上役から連れん絡らくがありまして」

　まあとにかく、とぺディアは咳せき払ばらいして。

「珠たまさんには、エルシオン皇太子の正せい妃ひ候補になっていただきますっ！　クリア条件は、皇太子の結けつ婚こんが決まること、です！」

「…………わかったわよ」

　珠たまさんは、たっぷり三分くらい思案したあと、いつもより気乗りしない様子で請うけ負おった。

「このわたしが代わりにちゃんと、エンディングにまで到達して、この世界を救ってあげるわよ！」

　珠たま、いつもより元気半分だな……。まぁ、他の転生者が逃にげ出だすクソゲー設定の異世界で、知識無む双そうが出来る状じよう況きようじゃないしな……仕方ない。

　画面の上の──あえて画面と言うが──のウインドウの表示が変わった。

　新しい文字が出た。

『それでは　すすめてください』

　…………隠かくす気もなく、ゲームだな……。





２






「──と言っても、今回はただいるだけで問題ないわけだけどね」

　そんなセリフを、優ゆう雅がに紅茶なんぞを飲みながら宣のたまってくれる珠たまさん。

　もとい、タマラ・ステラ・ルージュ様。

　元々の名前はステラ・ルージュなのだそうだ。

　珠たまの存在が上書きされたら「タマラ」がついたらしい。加算式なんだ。

　珠たまは当然嫌いやがったが「まあ、ロシア人にある名前だし」みたいに最終的には納なつ得とくしていた。そうなのか。タマラ。もとい、タマラ様。

　ちなみに俺おれは家令ということになってる。

　知識の女め神がみこと駄だ女め神がみペディアはというと、今回も俺おれたちに任せて姿を消してしまった。

　呼びかければ答えてくれはするが、基本、この女め神がみは俺おれたちを異世界に放ほうり込こんでそのままだ。前回は上役のプランにビビッていたが、基本の性格は直ってないらしい。相変わらず無責任だが、まあ、いてもいなくてもどうでもいいか。

　特にこの世界ではいなくても、なんの不都合もない。なにせ。

『紅茶のおかわりを頼たのみますか？』

　ぽん、とウインドウがタマラこと珠たまの前に出てくる。

　こちらにも見えるということは双そう方ほう向こう表示なんだろう。それに意味があるかどうかは解わからないが、とにかくそういう仕様なのだ。

「──トモノリ、頼たのむわ」

　珠たまが当然のようにお茶を要求する。何が既き視し感かんが────そうだ、前にも別の異世界で執しつ事じの格好をさせられてお茶出しをしてたんだ。なんか俺おれってこんな役割ばっかだな。

「はい、お嬢じよう様さま」

　俺おれは、言ってから洗練のされつくした所作で珠たまが置いたカップを受け取り、新しくティーセットを用意するようにメイドに伝える。

　ほどなくティーセットは届けられ、俺おれは優ゆう雅がという言葉を体現した所作で紅茶を淹いれた。

　……すごいな。

　アニメでだって、今まで見た異世界でだって、ここまで見てて気持ちよくなる紅茶を入れるやつなんてほとんどいねえわ。

　我わが事ながら素す晴ばらしい……！

「自画自賛してどうすんのよ。それに、そのスキル、そのキャラのものでしょ。元々は」

　そうなんだけどさー。

　それを言うのなら、タマラの優美華か麗れいな所作だって、元々のお嬢じよう様さまのものだったわけで。

　まあそういうのを誇ほこるでもなく、当たり前のようにこなしながら読書なんかをしている。

　普段と違って綺き麗れいだな。

「はいぃ？　あんた、何いってんのよ、バカ」

　あヤベっ！　声に出てた!?

『しかりますか？』

　ぽん、とまた表示がでる。

　タマラお嬢じよう様さまの唇くちびるが煩わずらわしげに歪ゆがんだ。

『しからない』

　選せん択たくがされて、ウインドウは消えた。

　おう……。[image: 叱]らないのか。

　そうなのだ。この世界、というか今回は俺おれたちのために選せん択たく肢しが必要な場合にはウインドウ表示がされる仕様になっている。この世界に元からあるものではなくて、俺おれたちのような異世界から来た人間に対しての特別なものなのだそうだけど。

　この妙なていねいさ、なんか覚えがあるような……。

「それでお嬢じよう様さま、ただいるだけで問題ないというさきほどのお言葉は？」

　だいたいの見当はつくんだが。

「言葉通りよ」と珠たまは新たに淹いれられたティーを一口含ふくんでから。

「わたし含ふくめて六人の候補で、転生者は五人。そして五人ともなんらかの形でドロップアウト、あるいはその準備をしているという状じよう況きようなんでしょ？」

「事実上、競争相手はいないか……」

「そーゆーこと」

　……そういうことだよな。

　考えなくても解わかる。

　これってすごいイージーモードだ。

　珠たまは眼めの前まえに提示される選せん択たく肢しを間ま違ちがえないように半年過ごせば、それだけで目的達成。間ま違ちがえたとしてもよほどおかしなものでない限りは、変なことにはなりはしないだろう。

　嗜たしなみ程度とはいえ、それなりに乙おと女めゲーの経験もあるみたいだし。

　それに、数いるキャラの中でもステラ・ルージュは護身術以外はまんべんなくこなせるという、もっともイージーというかチートなキャラだった、そうだ。

　元々、お妃きさき候補というだけあって高スペックのタマラ・ステラ・ルージュは、七カ国語を語り、古今の礼れい儀ぎ作法、南北の古こ典てん籍せきにも通じ（この世界では古い帝てい国こくが南北に分かれた影えい響きようがあって文化圏けんも南北に分かれている）、その上で身しん体たい能力も抜ばつ群ぐんで舞ぶ踊ようもプロ級。

　護身術の方はからっきしらしいが、そこらはゲームバランスの都合だろう。

「基本スペックが一番高いキャラに転生か……この時点でかなり有利だもんな」

　いやー、今回はマジで俺おれいらねーわ。

「正直、そんなにわたしは好きなキャラじゃないけどね」

　くい、とまた紅茶を飲む珠たまさん。

「今のこの姿だと解わかんないけど、デザイン的にはふつーに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、当あたり障さわりのないギャルゲー系のメインヒロインって感じだったし……」

　慎しん重ちように言葉を重ねる珠たまさんは、「ところで」と言って紅茶を飲み干した。

「結局、ほかのプレイヤーって誰だれ？　というか逃にげたらしいけど、今現在、何してんの？」

「そういえば、どうしてるんだろ？　…………あー、お嬢じよう様さま。ご学友とお会いしたいのですね？　では、登校する準備を致いたしましょうか？　……って、俺おれは一体なにを口走っているんだ!?」

　俺おれの口から勝手につらつらと言葉が出てきた。そして頭上にウインドウが表示される。

『令れい嬢じよう学院に登校しますか？』

「……は？　何コレ？　他のプレイヤーを知りたきゃ、学校行けってこと？」

「……じゃね？」

　珠たまが呆あきれる。俺おれだって呆あきれるわ。マジでこれ、隠かくす気もなくゲームだな……。




　二人して豪ごう華かな馬車に乗って学校へ来たのは良いいが──この学校、おかしい。

　家令・執しつ事じ・従者の同どう伴はん可、なんだよ。なんじゃそりゃ!?　だ。

　で、おおよそ学校とは思えない宮きゆう殿でんみたいな造りの校舎がでーん！　と建っていて。

　そこの校門（城門の間ま違ちがいじゃね？）に、お供を連れたお嬢じよう様さまがわらわら登校していた。

「まぁ、タマラ様だわ！」

「タマラ様がご登校なさっているわ！」

「タマラ様のご登校姿……麗うるわしいですわ！」

　珠たまが馬車から降り立った途と端たん、その姿に気付いた一部のお嬢じよう様さま方がわらわら集まってくる。

　ナニコレ？

「だから、こういうキャラよ……。優ゆう秀しゆう過ぎて、学校で学ぶことなんか何もないから、ほぼ登校しない。稀まれに登校する時は、学校の取り巻きに懇こん願がんされて仕方なく、っていう……」

　珠たまが嫌いやそうに説明してくれた。なるほど、確かにあまり好きになれないキャラだな。

「そうそう、タマラ様。ご不在の間に、お妃きさき候補だったデイジー・バイオレットさんが神学校へ転入されたそうですわよ？　尼僧になるとかなんとか……」

　取り巻きＡが珠たまに近寄ってきて耳打ちするように呟つぶやいた。

「〝病やめる人々を救いたい〟とかおっしゃってましたわ。志こころざしだけはお高くなさっておいででしたけれど。何を考えているのかしら……？」

　取り巻きＢが呆あきれたように囁ささやく。

「そういえば、もう一人のお妃きさき候補のガーベラ・ゴールドさんも、田舎いなかの酪らく農のう経営者のための寄宿学校に転入なさって。将来的には牧場経営をするおつもりらしいですわよ？」

「公こう爵しやく家という高貴な血筋にお生まれになられたのに、意味がわかりませんわ」

　取り巻きＣとＤが肩かたをすくめた。

（みんな逃にげたわね……）

（ああ……）

　俺おれたち二人は呆あきれ果はてる。本当、みんな悪役令れい嬢じよう役から全力で逃にげてんな。

「でも…………皇こう太たい子し殿でん下かがあれだと、逃にげたくなるかもしれませんわね……」

　ふと、取り巻き──ＡかＣかＺか、もうすでに分からないが、呟つぶやいた。

「え？　皇こう太たい子し殿でん下かがどうしたの？」

　珠たまが思わず尋たずね返す。というか、あれってなんだ？　あれって？

「え？　タマラ様、よくご存じなのではございませんの？」

　いやいやいや。俺おれら今日来たばっかで、皇こう太たい子し殿でん下かなんか知らん知らん知らん。

「あー。いくらわたしでも～、殿でん下かは雲上人だから～、全然知らないのよね～」

　珠たまが適当に言い誤ご魔ま化かす。いや、さすがに苦しいだろ、それ？

　取り巻き嬢じようたちはというと、珠たまの相当苦しい言い訳でも「タマラ様の金言!!」と捉とらえたようで、納なつ得とくしたように、うんうんと頷うなずいた。

「ええっと、タマラ様？　これはあくまで噂うわさですけれど──殿でん下かって、お顔の方は細ほそ面おもてで大変美形な方でいらっしゃるらしいのですが……」

「我わが侭まま？」と、取り巻きＡ。「強ごう引いん？」と、取り巻きＢ。「意地悪？」と、取り巻きＣ。

「でも、それらの態度は全て、微び妙みように噓うそ臭くさくて不自然で、痛々しいとか……」

　と、取り巻きＤが締しめ括くくった。

「でも、あくまで噂うわさですわ。タマラ様のような才さい色しよく兼けん備びの完かん璧ぺきな淑しゆく女じよが選ばれるんですもの。きっと殿でん下かの玉容に、やっかみでおかしな噂うわさを流しているに違ちがいありませんわ！」

　慰なぐさめなのか本気なのか、取り巻きＺが珠たまに向かって力説する。

　そうか？　そうなのか？　本当にそうなのか!?

「──あらやだ！　あれって、元お妃きさき候補の、アネモネ・ブルーさんですわ！」

　取り巻きＡが唐とう突とつに声を上げる。俺おれたちは取り巻きＡが見ている方角に顔を向けた。

　眼鏡を掛かけた真面目な感じのお嬢じよう様さまが校門に向かってテクテクと歩いてくるのが見えた。

　というか、あれ？　今、元って言わんかった？

「……あら、ステラ・ルージュさん？　珍めずらしくご登校ですか？　お久しぶりです」

　こちらに気付いたアネモネさんが気さくに声をかけてきた。

　うーん。ビジュアルが真面目そうで、パッと見、悪役令れい嬢じように見えない。

「えっと……お久しぶり？　です……」

　初対面だが、珠たまはそう挨あい拶さつを返した。

　アネモネさんは珠たまの態度に一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんな顔になったが、すぐに元の表情へ戻もどる。

「お久しぶりだけど……ごめんなさい。私、今日でこの学校は最後なの」

　は？　なにそれ？　珠たまと俺おれは互たがいに顔を見合わせた。

「隣りん国ごくのソーシャル共和国に留学が決まって……私も、お妃きさき候補という名めい誉よある立場を頂いていたけど、どうしても留学したくて。久々にお会い出来たのに、ごめんなさい」

「そ、そう……おめでとう……」

　珠たまが顔をヒクつかせながら祝福の言葉を述べる。うん。高飛びする気、満々だな！

「自分でも馬ば鹿かだなって思ったけど、お妃きさき候補という生き方以外にも道があるかなって。アヤちゃん──じゃないわ、フレアさんも、この学校を辞やめて広い世界に飛び出して行ったし。私も──それで今日は最後の事務手続きとかをしに来たの。本当、ごめんなさい」

　今、〝アヤちゃん〟って。それ、日本人っぽい。明らかにプレイヤーだろ、それ。

　でも、とっくに退学しているみたいだ。本当に、お妃きさき候補は全員が逃にげ出だしてるな。

　高飛び予定のアネモネさんはというと、珠たまとひとしきり意味の無い立ち話をした後、会え釈しやくをして、先に校舎へ入るために珠たまの横を通り過ぎようとした。

　丁度、その瞬しゆん間かんだった。

「──あなた、転生者でしょ？　この後、気を付けて」

　珠たまと俺おれにしか聞こえない、とても小さい声だった。




（なに？　さっきの不ふ吉きつな一言は？）

　珠たまが下げ駄た箱置き場に辿たどり着ついて、俺おれにしか聞こえない超ちよう小声で呟つぶやいた。

（高飛び予定なら、こっちを害する必要はないよな……純じゆん粋すいに助言じゃね？）

　でも、意味深で不ふ吉きつそうだったから、つい俺おれも、話すのが慎しん重ちようになる。

（でも、皇太子だっけ？　いまいち人物像がつかめないわね……モラハラ男かしら？）

　なんだっけ？　我わが侭まま、強ごう引いん、意地悪、噓うそ臭くさくて不自然で痛い……。なんかモラハラっぽいけど、噓うそ臭くさくて不自然で痛いって部分がよく分からん。どんな男だよ、それ？

（本当に何なの……うげっ!?）

　珠たまが下げ駄た箱の扉とびらを開けたと同時に、懐なつかしくもえげつない悪あく臭しゆうが漂ただよう。

（これは……牛乳、ぞうきん!?）

　そう。給食の時間にこぼした牛乳を拭ふいて、そのまま放置した後の、あのぞうきん！

　それが珠たま──タマラ・ステラ・ルージュの下げ駄た箱に詰つめ込こまれていた。

（なにこれ？　なんなの？　……って、ちょ!?）

　珠たまが取り出そうとした上うわ履ばきの中は山盛りの画が鋲びようが入っている──何、コレ？

「……ねぇ、トモノリ。来て早々悪いんだけどさ──わたし、帰る」

「……ああ、そうだな。それが良いいかもな」




「なによあれ!?　信じらんない!!」

　帰ってきた途と端たん、珠たまが叫さけんだ。ベタな嫌いやがらせを初手から受けたからな、無理もない。

　というか、なんで？　嫌いやがらせみたいな妨ぼう害がい工作は、お妃きさき候補キャラのすることだろ？

　候補五人の内、珠たまを除く四人は既すでにドロップアウト済みだろ？　他に誰だれがやるんだよ？

「何なのかしら、ったく！　────あれ？　このお茶、どういう品種かしら？」

　苛いらついていた珠たまが、俺おれの淹いれた茶を口にした途と端たんにそう呟つぶやく。

「そっちに話飛ぶのかよ…………お嬢じよう様さまの知識にないの？」

「お嬢じよう様さまの知識にはね。でも、この香かおりはマスカテルフレーバー？　いえ違ちがう。柑かん橘きつ系よね。やっぱりアールグレイ？　でも薫くん香こうはしない……いえ、やっぱりアールグレイ？」

「よくわからんが、とにかくアールグレイなのは解わかった」

　どうやら珠たまの頭の中にある〝明日に使える無む駄だ知識〟が発現しかけているようだ。

「まあ、いいわ。とりあえずあんた、この紅茶、もっとほしいんだけど？」

「よっぽど気に入ったんだな…………あー、あいにくだがお嬢じよう様さま、そのお茶は大変めずらしい品種でございまして、買かい占しめはできないよう、一度に買える量は限られております」

「えー？　まじなのー？」

「…………今日には備び蓄ちくがなくなりそうですし、明日、改めて入手してきます」

　珠たまこと、タマラ・ステラ・ルージュは、その言葉を聞いて花の綻ほころぶような笑えみを浮うかべた。

「じゃあ、お願いするわ。トモノリ」

　……この時も、いつものように選せん択たく肢しは表示されていたのだけれど、珠たまは特に考えもせずに秒で答えを決めていたし、俺おれも特に疑問に思わなかった。

　まさか、この選せん択たくから事態が急変するだなんて、俺おれは勿もち論ろん、珠たまも考えてもなかった。
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　結論からいうと、俺おれは暗殺者集団に襲しゆう撃げきされた。




　下町にひっそりとある薬屋にごく少量だけ入にゆう荷かするという例のお茶。

　俺おれが憑ひよう依いした家令がお嬢じよう様さまのためにどうにか便べん宜ぎを図はかってもらった、知る人ぞ知るというものだったらしい。

　仮にも貴族の家令ともあろう者が、供もつけずこんな下町に通っていたのは、お嬢じよう様さまの大好物の紅茶をできるだけ確保するため、世間には知られないためだったんだろうなー。

　……というのは、あとから気づいたことで。

　その時の俺おれは深く考えることもなく、身体からだにしみついた習慣通りに、たった一人でこのお茶を買いに来ていた。

　ゲームキャラではなく、この世界の住人だったからにはなにか想おもうところはあるはずなのだけど、上書きされただけの俺おれは、そして多分、珠たまもよく解わかってなかった。

　相変わらずの現実感のなさのせいだった──ということにするより、俺おれたちの思し慮りよが決定的に足りてなかったという方がたぶん正しい。

　何より、すでに対立候補がいないという、完全な油断があった。

「囲まれた」

　と気づいたときにはもう遅おそかった。

　この家令の体、護身術含ふくめて体術とかすごいんだけど、さすがに短たん剣けんだけで五人もの刺し客かくを一度に倒たおせるほどのチート性能はなかった。

　包囲網もうを突とつ破ぱしようにもどう動いていいか解わからず、一いつ瞬しゆん、判断に迷って足を止めたところで後ろから斬きりかかられ──

「危ないところだったわね」

　と、助けられた。

「あ……ありがとうございます」

　黒い短たん髪ぱつの、すごい美女だった。

　外がい套とうの下から現れたのは、使つかい込こんだ戦士のような装備。そして両手に持った細身の剣けん。

「……あら、もしかして、あなたも？」

　そう言って、美女が笑えみを深くする。そして、差さし伸のべられる手。

「あ、もしかして」

　この人も、転生者？

　あっという間に刺し客かくを撃げき退たいした彼かの女じよこそ、正せい妃ひ候補の一人でフレア・クレア。

　そして俺おれたちの世界から転生してきた一人、旧名『市いち川かわ綾あや子こ』さんだった。





４






「アヤコでいいわよ。この界かい隈わいだと、それで通ってるし」

　フレア・クレア、もといアヤコさんによって助け出された俺おれは、少し離はなれたところにある彼かの女じよの隠かくれ家がに案内された。

　アネモネさんが言ってた〝アヤちゃん〟って、この人かな？

　でも、なるほど落ちぶれた時のことを考えて、あらかじめ下町に住居を移していたわけか……なんかそういうの知ってる。あるある展開だ。

「まあ、お約束だから。私もゲームやりこんでたし、そういう小説も読んでたしね」

　アヤコさんは特に気負いもない声で言った。自然体な感じ。

　なんかこの家令の体になってから、洞どう察さつ力が上がったというか、お嬢じよう様さま以外の女性の表情の細かい変化がよく解わかるようになった。

　便利そうに見えて、肝かん心じんのお嬢じよう様さま・珠たまの表情が解わからないという。

　今ひとつ役に立たない能力だけど……。

「あなたも、このゲームをやりこんでた勢？」

「そう見えます？」

「見えないわねえ……でも、転生者なんでしょう？」

「そうですけど、なんでわかったんですか？」

「あはは。ほら、そこよ、そこ」

　アヤコさんが指さす先には、もはや慣れ切ってしまったメッセージウインドウ。

　……ああ、確かに。このウインドウ、キャラ名書いてるな。

「この世界の人はなんとなく納なつ得とくしちゃうみたいだけどね。でも、転生してきた人ならその名前を見たら一発でわかるわよ。それになんだか表情の動き方がね、違ちがうのよ。転生者って」

　なるほど、そういうものなのか。

　しかし、ということは、高飛び予定のアネモネさんも、俺たちのことに気付いて助言をくれたのかな？

「他の転生者とは私がドロップアウトする前に、お城の舞ぶ踏とう会イベントで逢あって、それっきりね。みんな、変なルートにハマらずに元気にやってればいいけど……」

　のんびりそう言った。まあ、そうなるよなあ。

「で……あの、アヤコさんはあんなところで、何やってたんですか？」

　買い物？　それにしても、あんなところで……。

「え？　そりゃ、君を助けるためだけど」

「はっ？　それは、どういう……」

「ああそうか、君このゲームやってなかったんだっけ。ホントに、なんでこの世界に転生してきたの？　……えーとね。私は今日くらいに、あなたが襲しゆう撃げきされるのを知っていたのよ」

「え。それどういうこと……って、これか！　これのことか!?」

　──珠たまが言っていた、身内が襲しゆう撃げきされるあの修しゆ羅らの国的なイベントっていうのは！

　アヤコさんは頷うなずいて、この襲しゆう撃げきイベントについての仕組みを教えてくれた。

「各キャラで条件は違ちがうんだけど、ステラ・ルージュの場合は、出された紅茶をもっとほしいという選せん択たくをすると、その次の日に家令が襲しゆう撃げきを受けて帰るという事件が起きるのよ」

　さすがに細かい日付は忘れたが、だいたいこの頃ごろというあたりをつけて、俺おれがこっそり出歩くのを後ろからつけていたらしい。

「来なかったら来なかったで、その選せん択たく肢しを選ばなかったってことだから、それでいいしね」

「それは……お手数おかけしました」

　頭を下げると、アヤコさんは「いーのいーの」とお気楽な調子で手を振ふる。

　悪役令れい嬢じようとは思えないくらいのいい人……！

　いや、「悪役令れい嬢じよう」って役割なだけで、別に本人が悪人である必要はないよな。

「襲しゆう撃げきを受けちゃうと、そこからギルドへの依い頼らいに復ふく讐しゆうコマンドが入るようになるけど、ずっと無視していると襲しゆう撃げきを受ける回数が明らかに増加するわ。確か30％とか攻こう略りやくサイトに書かれてたかな。あとこのイベントから、ただの嫌いやがらせレベルだった他の令れい嬢じようからの手出しが激しくなっていくのよ」

　……珠たまさぁん…………自分がやったことがないゲームで、うろ覚えだってのは承知しているけど、それでももっとさあ……詳しよう細さいに覚えておいてほしかったわ……。

　いや、ちょっとまって。それだとおかしなことがある。

「なんで襲われるの!?　あんたたちは全員、候補から降りたって聞いてるけど?!」

　そうだ。ライバル候補はもういない。妨ぼう害がいコマンドを選ぶ人間がいない。そう俺おれたちは思っていたから、嫌いやがらせされたり襲しゆう撃げきされたりするとは思わなかったんだ。

　アヤコさんも俺おれの言葉に驚おどろいたようだった。

「えっ、そうなの？」

「は？　……ああ……」

　そうか。ただの転生者であるアヤコさんは、他の候補が転生者であることは知り得ても、その後にとった行動の詳しよう細さいを知っているはずがなかった……！

　こうなったら──俺おれは女め神がみペディアからこの世界のあとの始末を頼たのまれたことをかいつまんで語った。

「えー！　なにそれずっこい！」

　だよね！

「けど、それだったら、私がこうする必要もなかったのかあ──」

「それどういう意味ですか？」

「私は、あなたたちを守りたくて来たのよ」

「いや、ホントにありがとうございました」

「ああいやいや、そういう意味じゃなくてね。私は皇太子ルートに乗るステラを、どうにか助けたくて……できれば、国の外に連れ出したかったのよね」

　──それは、どういう……？

「私、生前、このゲームを随ずい分ぶんとやりこんでたのよ」

　ため息をついて、遠い目をするアヤコさん。

「そりゃみんな、このゲーム、攻こう略りやく対象外キャラも含ふくめて、最大好感度を一人に絞しぼらないと絶対に正規ルートに乗れないだとか、他候補に対して何らかの嫌いやがらせをしないといけない仕様だとか、バトルイベントは異常にシビアな操作を要求してくるわ……そして、パロディなのかパクリなのか微び妙みようなテキストで炎えん上じようするのが日常的に起きてた──最悪のクソゲーだって言ってたけど──」

　それはクソですわ。そびえ立つ山のようなクソゲーです。

　っていうかなんだよそれ!?

　俺おれも乙おと女めゲー全然やったことないし、ギャルゲーもそんなにやっているわけじゃないけど、聞いてるだけで明らかに変だよそれ！　プレイヤーに対する要求がストレスフルすぎるだろ！

「でも、あえて言うわ！　カスであった……んだけど、そんなゲームだからこそ──滾たぎっちゃったのよねえ……」

　ええ……難なん儀ぎなひとだなあ……。

「それからの私といったら、毎日毎日、ゲームをやりこんだわ……」

「はあ……」

「ある時はあんまり前後つながってなくない？　という手て抜ぬきシナリオに首をかしげ……」

「あ、はい」

「またある時はバグが残っててパッチが当たらないと先に進めないルートにブチ当たり……」

「それマジでクソゲーじゃねえか！」

「まあ言い訳のしようもなくそうなんだけどさ。いつしか私は、メインルート以外の全てのキャラのルート、エンディングをコンプしていた……」

　美お味いしいものは最後までとっとく主義の人らしい。あとまあ、メインルートが一番難易度が高いということもあるみたいだけど。

　俺おれには理解し難がたいが、とにかく情熱を持ってゲームをやりこんだ末。

「そんなことしているうちにバイト首になってね」

　熱中しすぎだろ！

「それで、電気代払はらえずにいたら冬を超こえられなくて」

　死因に一いつ切さい同情できない……。

「……で、気づいたら、ここに生まれ変わっていたの」

「はいはい、二度目の人生、頑がん張ばってください………」

　内容は深刻だが、聞くだにバカバカしい話なので、半分くらい俺おれは聞き流した。

「まあまあ、人の話は最後まで聞くものよ。それでね？　この世界に変な女め神がみによって転生させられた私は、十六年もの歳さい月げつを過ごし、ゲームではクリアできなかったメインルート……皇太子ルートをクリアすべきか──散々迷ったけど、断念したのよ」

　そういえば、まだ他の候補たちみんなが悪役令れい嬢じようが被る悲劇から逃れるためにドロップアウトしていってるって、勝手に思っていたけど、本当の逃げた理由は調べてなかったな。

　なんでだろ？

　理由を聞くにしても、みんなバラバラでどこに誰だれがいるのか、まずそこから調べないといけないんだよな。それは骨が折れるし……。

　何にもわかってないなぁ、俺おれ。本当にいい加減な舐なめプしてたんだなぁ。

　だって、本当に珠たまさんがぽちぽちと選せん択たくするだけで、話がぽんぽんと進むんだもの。

　冷静に考えれば、乙おと女めゲームにしてもギャルゲーも、そういうものなのではないかという気がするけど、でも糞ゲー世界だしなぁ。やっぱり俺ら、舐めプ。

「皇太子ルートを私が断念したのは…………前世でもずっと躊躇ためらっていたのは、それは──」
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「────はあ？　護衛の剣けん士しを雇やとう？」

　タマラお嬢じよう様さまこと珠たまは、帰宅した俺おれの提案を聞いて驚おどろき、俺おれの後ろに控ひかえる美少女剣けん士しのフレアを見て「ふーん？」と何かに気づいたように頷うなずく。

「ああ、そういうこと」

「話が早いですね。お嬢じよう様さま」

「そりゃあね」

　悪役令れい嬢じようものなら、そういう展開もあるでしょとメタいことを言う珠たまさん。

「おま、現実とフィクションをごちゃにしたら駄だ目めだろ……」

「フィクションみたいな生活を繰くり返かえしているのに、何を今いま更さら言ってるの？」

　まあそりゃそうなんだが。

　とりあえず俺おれは、フレアことアヤコさんに出会った経けい緯いとゲームについての諸もろ々もろの情報を伝えた。
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　あの時、アヤコさんはこう続けた。

「皇太子が、なんかすごく痛い人だから……！」

「ええ、それは噂で知ってますけど？」

　学校でそれ、聞いたし。その後でペディアにも皇太子の人物像を聞いたし。

「皇太子の痛痒さ、本当に、ほんっとうに、わかってるの？」

　アヤコさんに聞き返されて、俺は言葉に詰まった。正直、言ってしまった俺おれもそんなに詳くわしくはない。

　エルシオン皇太子がどういう人物なのかについては、容姿端たん麗れい、学歴優ゆう秀しゆう、智ち勇ゆう兼けん備び、才さい色しよく兼けん備び……とにかく、理想の王子様イメージを煮に詰つめた感じと聞いていた（ペディア談）。

　実際、俺おれもエルシオン皇太子とは何度か会った。

　まさにペディアの説明のとおりに美形だった。

　タマラお嬢じよう様さまと二人でいると、美形二人の絡からみということもあって目の保養にはなる。

　男の俺おれでもそう思ってしまうレベルの美形だった。

「そうね。確かに顔は強い。それだけは認める。むしろ好みの顔ではある。だけど、駄だ目め」

　むっちゃ痛い、とアヤコさんは言い重ねた。

「オラオラ系の王子様キャラにしたいのはわかるんだけど、なーんかピントがズレてるのよねえ。シナリオ進めれば解わかるけど、　台詞せりふがとにかく寒い。妙みようにネタを意識し過ぎて滑すべってるの。スクショをチラッと見ただけだけど、悶もん絶ぜつしたわ男であれはなー……残念すぎるわー……ゲームならいいけど、結けつ婚こん相手にはないわー……」

「お、おう……」

　そりゃあ、他の候補も皇太子狙ねらわないわな。アヤコさんだけじゃなくて他のお妃きさき候補からも避さけられてるくらいだもんな……エルシオン皇太子の残念さ、どんだけ？

　それにそもそも、ここまでのシステムを見ても、この嫌いやがらせみたいなゲームを作った人間が、トゥルールートだけマトモなものを用意するとはとても思えないし。

「他の人の事情は知らないけど、まああの残念な性格に我が慢まんはできるとしても、政情不安定な国だし、結けつ婚こん後のことを考えれば、やっぱり選せん択たく肢しからは外れるんじゃない？」

「なるほど……」

「この姿に転生したら、もうホントの自分の人生だからね。結けつ婚こんは、ゲームではあっても遊びではないのよ……！」

　めちゃめちゃ含がん蓄ちくありそうで、そうでもない言葉が出た。

「──ま、私には別の理由もあったんだけどね」

「別の理由？」

「ふふ、ナイショ」

　そうっすか。

　まあ、転生するほどやり込こんだゲームだ。一言では語れないこだわりがなんかあるんだろう。

　……聞くと長そうなんで、やめとこう。

「ま、とにかく。皇太子は色々と駄だ目めで、他の候補も結けつ婚こん相手には厳しいのよね。私がこうやって剣けん士しなんかをしているのは、没ぼつ落らく後の生活を見み据すえて。不幸中の幸い、私の家族はほとんどいないから、そんなに家族の心配はしなくていいし……」

　それはなかなか、世せ知ち辛がらい話である。

「それであれこれしているうちに、ステラのことに思い至ったのよ」

「ステラ──タマラお嬢じよう様さまのことですか」

　つい、お嬢じよう様さまといってしまったが、それはつまり今の珠たまのことだ。

　そしてアヤコさんが語るには、ステラ・ルージュは彼かの女じよにとってこのゲームの中での最推おしなのだという話だった。って、女性キャラなのに？　と思ったけど、そうか、そっちが推おしになることも……あるのか？　わかんないけど。

　このあたりは識者（珠たま）の判断待ちだな。さておき。

「その、私の最推おしキャラが、あの性格悪い顔だけの皇太子の嫁よめにって思うと、ちょっと我が慢まんできなくて──トモノリくんには、こういうの理解できないかもしれないけど……」

「いや、わかんなくもないですよ」

　嗜好の違いはあれどそういうこだわりは、解わかる。

　俺おれもゲームの世界に入って、なんて経験があれば──今回で二度目だが──そこで推おしのキャラには幸せになって欲ほしいって思うもの。

「みすみす、不幸な目にあわせるのも忍しのびない」

　そう思うのは当然だ。

　守ま護もらねばならぬって、そう思うのは不思議ではない。

「だから、こうやって家令のあなたが襲おそわれるイベントに乗じて、なんとかお近づきになろうとしてたわけだけど──」

　ゲーム的には、候補の一人として関われなくもないのであるが、ゲームのシステムを超こえたことをするためには、ゲームにはない展開をするのが好ましい──と思ったと。

「なるほど！」

　色々と納なつ得とくした。

「……だけど、ステラが皇太子と結けつ婚こんしないと、この世界が終わるのかあ……」

　葛かつ藤とうに爪つめを嚙かむアヤコさんを見てたが。

「いや、むしろアヤコさんとは協力関係が結べると思う」

「…………どういうこと？」

　それは──
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　で、こうしてタマラお嬢じよう様さまこと珠たまのところに一いつ緒しよに来てもらって、今に至る。

　話がかなり長くなったので、大目玉を食らったのが一時間ほど前。

　今は、命からがら手に入れた件くだんの紅茶でくつろいでいるところだ。




　話を聞き終わった珠たまは、天を仰あおいで──

　案の定、

「ないわー」

　と声に出した。ああそうだな。俺おれもそう思うよ。

「なんでメインルートが、そんな痛い残念な皇太子なわけよ！　……まあ、だから、叩たたかれたってことはあるんだろうけど……」

「とりあえず、そんな相手とお前が結けつ婚こんを決めないといけないわけだが」

「げー」

「まあ、逆に考えてみろよ。今回の条件は、皇太子が結けつ婚こんを決める、だぞ？」

　俺おれの言葉に、珠たまは訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、それからアヤコさんを見て「なるほど」と呟つぶやく。

「──つまり、そのフレアさんは、結けつ婚こんを決めてから、わたしたちが剝はがれてからのこの身体からだの、元のステラを助けたいのね」

　さすが珠たまさん、話がつくづく早い。

　つまり、結けつ婚こんを決めたあとのステラから、どういうタイミングかは解わからんが、遅おそかれ早はやかれ俺おれたちは元の世界に戻もどることになる。

　そうすると、残るのは自分の意志で決めたわけではないのに結けつ婚こんしているステラと、性格が痛くて寒くて滑ってる皇太子。

　喜劇みたいな悲劇だ。

『そこは、一応今は同一存在ということになっているので、珠たまさんと同化している間のことは自分のことのように認にん識しきしていますし覚えていますよ』

　……とペディアは女め神がみとは思えないおにちくしょうなことを言っていたものであるが、皇太子が微妙なやつと解わかったからには、ほってはおけない。

　俺おれたちの事情を知るにいたったアヤコさんは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ。

「そうは、させられないわね……！　ステラは、ステラは、本当にいい子なのよ……！　ゲームでしかしらないけど、本当に……可哀かわい想そうで……」

　そこからアヤコさんによる、ステラのキャラ設定についての語りが始まったが、そこらは俺おれたちも知っているので適当に聞き流した。この人もそういうの、好きなんだなぁ。

　聞き終えたタマラお嬢じよう様さまは溜ため息いきを吐ついて。

「まあ、結けつ婚こんを決めた後のこと、わたしも気にならないわけでもなかったからね。もしも結けつ婚こん後不幸になるようだったら助けてくれるっていうのは、こっちも願ったりよ」

　ゲームについての情報が補足されるのならば、なおありがたいし。

　ペディアを通じて知ることはできるのだが、なにせあの駄だ女め神がみだ。

　どうにもこうにも要領を得ないことも多いというのは、経験的になんとなく知っている。情報源が多いに越こしたことはないのだ。

「そういうわけで、よろしくね、ステラ──ではなくて、タマラ、様」

「ええ、よろしく、フレア様……その姿の時も、その呼び方でいいの？」

「アヤコでも、どちらでも。──前世の友達は、あやって言ってたよ」

「じゃあ、よろしくね、あやさん」

「よろしくね、タマちゃん」

「……その名でわたしを呼ばないで」

「ええー……冗じよう談だんよ。じゃ、タマラで」

「これで共同戦線、成立ね」

　二人の令れい嬢じようは、そうして一人は王女のような気品で優ゆう雅がに手を伸のばし、もう一人は気高い騎き士しのように恭うやうやしく跪ひざまずいてその手を取り、そっとキスをした。

　これがゲームなら、それは見事な一枚絵になって描かれたシーンなのは間ま違ちがいない。

　とりあえず俺おれなら、スクショして保存する。

　まあそんなわけで、俺おれたちはアヤコさんという心強い仲間ができたわけであるが──

　勿もち論ろん、それだけで手をこまねくわけにはいかない。

　今回の襲しゆう撃げき、何ど処こが仕し掛かけてきたのか解わからないが、アヤコさんに意見を求めると。

「ゲームでは嫌いやがらせも依い頼らいして令れい嬢じよう自らがしていたから、このイベントもそういう風なものだと思いこんでいただけで、実は令れい嬢じようの関係者がしていたものだった、とか」

　あー……ありえるな。それはありえる。

「あるいは、嫌いやがらせや暗殺を行うことによって、積極的に候補からはずれようと考えている令れい嬢じようがいる、とか」

　えー？　あ、いや、悪役令れい嬢じようモノって、候補から外れたところから始まる話も結構あったな。

　そういうのを狙ねらって、わざとバレるような稚ち拙せつな方法をとるということもある、か？

「それか、ひょっとして。ゲームのシステムとして、とにかくそのようなことが何があろうが強制で自動的に起きるようになっている──とか？」

　…………。

　それは、考えたくなかった。

　考えたくなかったが、考えれば、一番ありそうな気もする。

　なにせ元かどうかは知らないが、あからさまにベースになっているのがゲームで、この世界の運命を管理している女め神がみは、あの駄だ女め神がみの上司だ。

　あの駄だ女め神がみに仕事を振ふるような神だ。

　それだけでもまともじゃないってのが解わかろうってもんだろ？

　じゃなくて。あの女め神がみ様は逆に駄だ女め神がみの尻しり拭ぬぐいをしてたんだっけな。しかも、怒おこると容よう赦しやなく電でん撃げきを叩たたき落おとすような女め神がみ様だ。後が怖こわいから、不用意なことを考えるのはやめよう。

　しかし、イベントが起きる発ほつ端たんは、あの選せん択たく肢しが過か剰じように出る状態が原因といえなくもないんだよな。

　とにかく。ここからゲーム通りなら次々と襲しゆう撃げきだのなんだの、ひどいイベントが目め白じろ押おしにやってくる。それの対処を間ま違ちがえれば、正せい妃ひのルートどころか生命の危険すらありえる。

「私もこのルートの経験はないけど、他のルートの選せん択たく肢しはなんとなく覚えてるから、協力できると思う」

　とアヤコさんは頼たのもしいことを言ってくれた。

「だけど問題は、他の候補の人たち……その、みんな本当にドロップアウトしているの？」

「それは間ま違ちがいないらしいんだけど」

　なにせペディアのいうことだからなあ……。

「でも、とはいえゲームはゲームなんだし。じゃあルールに従えば、こちらからも手が打てるってことよね」

　と珠たま。

「具体的には？」

　どうするつもりだ？　なんか考えがあるっぽいけど。

「この世界がゲームそのものであるかどうかは解わからないけど、ゲームシステムに準じているのなら、他の候補との交流を深めれば襲しゆう撃げきを回かい避ひできるはず……！」

　ああ、そういえばそんなこと言ってたな。

　元のゲームでは、好感度を高めていけば仲間にできるんだったな。

『そうですよー』

　ペディアが珍めずらしく、向こうから声をかけてきた。

『他のみなさん、仲間にすれば心強いですよー』

「へえ。そうなの？」

　興味深そうに聞く珠たまであるが、いいのか、真に受けて？

　駄だ女め神がみの言うことだぞ？

　とはいえ、とにかく他の令れい嬢じようにも積極的に関わるというのは悪い手ではないとは、俺おれも思う。
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　そういうわけで。

　その後は各令れい嬢じようと積極的に逢あうために俺おれたちはよく遠出をした。

　その渦か中ちゆうで。

　再度の襲しゆう撃げきを見み越こして護衛として女魔ま法ほう使つかいを雇やとったり。

　最近評判の少女鍛か冶じ師に凄すごい魔ま法ほうの剣けんをつくってもらったり。

　突とつ如じよとして国にできた図書館の少女司書に毒物についての本を借りたり。

　噂うわさの少女パン屋さんに行って極ごく上じようのスイーツをお嬢じよう様さまに買ってあげたりなんてした。

　……その全員が、とんでもない美女で、かつ、令れい嬢じようたちとそっくりだったけど（棒）。

　なんだろう、なんというか。

　あー（察し）

　という感じである。

　だいたいみんな、非常に悪役令れい嬢じようらしいというか、それっぽい感じに市し井せいでの自分のポジションを確立していて、むしろ感心したけどさ。

「何かあったらあなたの貞てい操そうは私の魔ま法ほうで守ってあげるわね！」

「何かあったらこの隠かくし魔ま剣けんで一ひと突つきよ～」

「何かあった時の対処は、この本を参考にしてくださいね……」

「何かあった時のために、このスイーツで元気出してー」

　全員が全員、なんだかんだと俺おれたちに協力してくれた。いや、あの…………そんなに、正せい妃ひになるの嫌いやなんですか？

「嫌いやです！」

「ごめんなさい～」

「嫌いやですよ……」

「げー」

　いや、なんかスイマセン。

　そうか、そこまでしてタマラ・ステラに押おし付つけたいのか。

　出会った令れい嬢じようのうちの一人は遥か前にドロップアウトしてたのか、名前もわからなかった……。

　事情を知ると、それも解わからないでもないけど。

　それで肝かん心じんの皇太子はというと、交際（？）が続いてるうちに地が出てきた。

　非公式会見という会員制のレストランみたいな店で、事実上の逢あい引びきがあった。

　タマラお嬢じよう様さまと皇こう太たい子し殿でん下かがラフな雰ふん囲い気きの中、親しん睦ぼくを深める──というはずだった。

「てめーはおれを怒おこらせた」

　皇こう太たい子し殿でん下かは、何の前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに、ほんっとうに唐とう突とつに言った。

　珠たまが一いつ瞬しゆん見せた「お前は一体、何を言っているんだ？」という表情が忘れられない。

　その時、珠たまは何もしていなかった。男の俺おれの目から見ても、実にしおらしくしていた。

　むしろ、言いがかり以外で罵ののしるような問題点を探すのが大変、というくらいだった。

　つーか、発言すらしていなかった。

　なのに、突とつ然ぜん始まる、意味不明な激げき怒ど。

　これだけなら正直、機き嫌げんが悪いから八つ当たりしているだけのモラハラ男になるんだが。

　この皇こう太たい子し殿でん下かの場合は違ちがった。

　顔が女性と見み紛まがう細ほそ面おもての美形なものだから、発言と行動がもの凄すごくミスマッチ。

　しかも、だ。発言しているその姿や態度に、かな──り、無理がある。

　顔を真っ赤にして、額に玉の汗あせを浮うかび上あがらせながら。

　もの凄すごく必死になって『オレ様!!』『オラオラオラ!!』を振ふる舞まおうとしていた。

「やれやれだぜ……」

　なんて言ってる姿なんか、顔は引きつってるし、目は泳いでるし。

　くわっ!!　と上から目線をして、右手でビシーッ!!　と、指をさしたりするんだが。

　不敵で不ふ遜そんなポーズ────なのだろうけど、指先が震ふるえているから、決まらない。

　不自然。超ちよう不自然。顔を真っ赤にして震ふるえながらやってるからね……。

　穴があったら入りたい!!　という皇こう太たい子し殿でん下かの思いだけがヒシヒシと伝わってくる。

　それなのに無理をする。すごく無理をする。というか無理しかしてない。

　俺おれも珠たまも、あまりにもの皇太子の必死さに、動どう揺ようして困こん惑わくしたっていうのを顔に出したら、すごく悪いんだろうなぁ、とかなってしまって、懸けん命めいに平静を装よそおった。

　もういいよ、殿でん下か。わかったから。そんなに無理しなくてもいいから。

　そう、こちらが思ってしまうほど、残念な皇こう太たい子し殿でん下かの姿が、そこにあった……。




「いやー、聞きしに勝まさるわね」

　そんな残念な皇太子と、必死に平静を装よそおう俺おれと珠たまの様子を、護衛という名目でここに来ていたフレアことアヤコさんが少し離はなれていたところから見ていた。

　何とも言い難がたい情景に、壁かべ際ぎわに立って腕うでを組んだアヤコさんが苦く笑しようしている。

「痛つう痒よう殿でん下かって言われてたのは知ってたんだけどね。皇太子とは他のルートの場合、気のせい程度しか関わらないし、転生してからはさらに関わりがなかったけど……」

　アヤコさんは自分の好みのキャラの攻こう略りやく情報しか見ないらしい。

　そんなアヤコさんでも、皇太子がネタキャラのポジションを確立して、プレイヤーから常に失しつ笑しようを買っていたという話だけは、耳に入ってきていたそうだけど。

「でも、まさかあんなに顔真っ赤にして震ふるえながら必死にオレ様をやってるなんてね……」

　呆あきれたように苦笑いをしながら、アヤコさんが肩かたをすくめた。

「あれだけ痛痒い皇太子がメインとは、つくづくこのゲーム、クソですね」

　俺おれも呆あきれてため息が出てくる。

「んー？　そうかな？　思ったよりもマシって印象。あの程度の痛つう痒ようさと残念さなら、攻こう略りやくを諦あきらめるほどでもないと思うな。大体のプレイヤーの子が許容範はん囲いじゃない？」

「え？　みんな、あれが駄だ目めなんじゃないんですか？」

「あの程度なら全然。とはいえ多分、襲しゆう撃げきとかが怖こわいから避さけていると思うけど……」

「じゃあ、アヤコさんが皇太子の攻こう略りやくに挑いどめばいいのでは？　思ったよりマシなんでしょう？　それに、タマラもといステラも救い出せて、一石二鳥ですよ？」

　俺おれもそろそろ面めん倒どうくさくなってきたからな。やってくれるならありがたい。

　すると、アヤコさんは困ったような呆あきれたような表情でため息を吐はいた。

「ステラ推おしとしては、ステラを救うのはなんら異議はないけどね。でも、いくら顔が好みで性格も許容範はん囲いだからって、皇太子はないわー……そこのとこ、察してくれる？」

「あ。えっと……ハイ」

　そういえば、女性が好きな女性でしたね。気が利きかなかったです、すいません。
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「だいたいねえ。皇太子以外の攻略対象の残り。その四人もたいがいよ。ゲームで眺ながめているだけなら別にいいんだけど、いざ結けつ婚こん相手となると、躊ちゆう躇ちよする人が多いと思う」

「…………は、はあ」

　そういえば、正せい妃ひ以外のルートのキャラについては全然知らないな。

　珠たまとも一応話したことがあるけど、よく知らないらしい。珠たまは本当にこのゲームのキャラ設定とかそういうのはうろ覚えで、ひたすら運営が燃え上がって叩たたかれて、プレイヤー同士の諍いさかいが絶えなくて、もうその部分ばかり。それも何年も前だったそうだ。

『デザインはなんとなくだけど覚えてる』

　しかしそのキャラが伯はく爵しやくだとか公こう爵しやくだとか、実はお忍しのびで来ていた隣りん国ごくの王子だとか、実は龍りゆうの化け身しんだったりだとか、伝説の不死者にして剣けん聖せいなのか、そういうのはよく覚えていない。

　…………なんだか例えが濃こい設定だなあ。

　そういう乙おと女めゲームって実際にあんの？

　それを言うと、アヤコさんは曖あい昧まいに笑った。

「割と近い感じかな」

「お、おう……」

　侮あなどれないな、乙おと女めゲーム。

「残りの候補のうち、一人は実は吸きゆう血けつ鬼きにされて五百年生きているの」

「えー……」

「魔ま王おうもいたか。厳密には元魔ま王おうで、先代から王位を譲ゆずられた直後にクーデターがあって、僅わずかな金だけ渡わたされて人間界に放ほう逐ちくされたっていう設定……」

「ああ、それはありがちだけど、面おも白しろそうな」

　それが結けつ婚こん相手としては不適格というのは、まあ解わかる。種族も社会体制も違ちがう世界の住人だものな。価値観が違ちがう人間とは難しいというのを、俺おれは何度も異世界で見てきた。

「すでに后きさきが二人いて、三人目に主人公を望んでくるのが重じゆう婚こん野や郎ろうって批判されてた」

「さすが魔ま王おう」

　いや、乙おと女めゲーでそれやる？　という話はあるけどさ。

「もう二人は人間なんだけど……一人は公爵で、皇太子妃ひ候補を寝ね取とったということから、責任をとって田舎いなかの所領に引きこもるの。選せん択たくしたプレイヤーキャラによっては、令れい嬢じようの始めた事業の、その後見人という名のヒモになるエンドもあるらしいわ」

　ヒモって…………。

「なにせ、特に能力がないから」

　いやいやいや、元ぼっちゃんのヒモとか、それは能力無しではなく、ただの無能では？

「とにかく、公こう爵しやくと結けつ婚こんしたらその後の生活が大変になるのはほぼ確定で、私の生前から、〝学生時代の恋こい人びとにするならいいけど、結けつ婚こん相手には無し〟と言われてたわ」

　な、生々しい……。

　もうひとりの人間は皇太子の弟で、こちらは線の細いおとなしそうな美少年。

「おとなしそうな、ね」

　なんかだいたい、パターン読めてきましたよ。

「察するに、裏の顔がある？」

「ご明察。あなた、頭がいい」

　そりゃあ、どうも。

「実は裏の顔はドＳ」

「へえ……」

　それは、割と人気ありそうじゃないか？　ドＳ上司がどうこうとか、女子向けで見るし。

「付き合っていくうちに改心するのが、拾ってきた野の良ら猫ねこがなついていくみたいだって、一番人気があるルートだったわ」

　サディストいうわりにチョロい感じのやつだな。

　そしてやはり、皇太子との好感度が高いほどろくなエンディングにならないということで、この弟皇子と結ばれると、皇太子に謀む反ほんを疑われて二人で辺境に行って幸せに暮らしました、というのならともかく、先手必勝とばかりにクーデターを起こして王国乗っ取りをする……という、なんだか物ぶつ騒そうなのが目め白じろ押おしなのだそうだ。

「いや、シナリオは結構感動的なんだけどね。……でもよく考えたら、ドＳと結けつ婚こんするの普ふ通つうに嫌いやじゃない？」

　まあ、そりゃあね。

　ちなみに、吸きゆう血けつ鬼きと結ばれるルートだと二人で夜の貴族になって永遠に共に歩むか、陽光の中で彼かれ氏しと別れるかの二に択たくしかないんだってさ。

　恋れん愛あいゲームとしてはどうかと思うが。

　今まで聞いたルートに比べると、設定の濃こさに反比例して無難な感じだな。

　ただ。

「瀕ひん死しの彼かれに、『私の血を吸って』と言ったら感動的なセリフで断られるんだけど、これが古い超ちよう有名な伝説的エロゲーのパクリだって言われて炎えん上じようしてたわ」

　私はあのセリフで泣いたんだけどな……とこぼすアヤコさん。

　元のゲームか何かというのは、恐おそろしく危険なので問いただす気にはならなかったけど。

　……本当に炎えん上じようしまくっているな、このゲーム。
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　そして、割とさっくりと時間は過ぎていった。

　結構長い時間、この世界に居るが、どうもこの身体からだには現実感というのがあまりない。

　以前にもゲームっぽい異世界に行ったことがあるが、その時と似てなくもない。

　あの時とは、また少し違ちがうが、どうも現実の身体からだとは違ちがうようだ。

　見たり触ふれたりするリアリティはあるのに、どこか薄うす皮かわ一枚挟はさんでいるような感覚だ。

　それよりなによりも、だ。

　何か意思決定をしようとする度たびに、俺おれと珠たまの頭上にウィンドウが表示されるんだよ。

　そこで『はい・いいえ』『行く・行かない』とか、選せん択たく肢しが出て。

　これで現実感なんか湧わくわけがない。

　むしろ、元の世界に戻もどった時、このウィンドウ表示の悪あく影えい響きようがないか心配するくらいだ。

　まぁ、それがあるからか、俺おれたちは慣れない貴族生活をやっていられるのだと思う。




　そして──

　相変わらず皇太子はお嬢じよう様さまと逢あう時にはオラオラなオレ様を必死になってやっていた。

「オレ様芸というかなんというか、あれはもう既すでに下手の横好きよね……」

　珠たまがポツリと呟つぶやいた。

　確かに最初は痛いた痒がゆいと思っていたけど。

　逢あえばオレ様芸を必死にやる皇太子を見ていると、哀あわれみすら感じる。すごく切ない。

　皇太子はなんであんなにも無理してオレ様をするのか、聞きたいが聞けない。

「でも、あんたも『この智とも識のりの一番好きなことは、とにかく土下座して頼たのめばなんでも言うこと聞いてくれるとか思ってる人生舐なめた女め神がみに、はっきりとＮＯを突つきつけることだ！』とか言ってなかったっけ？　ポーズまで決めて」

「やめて。一字一句間ま違ちがいなく俺おれの黒歴史を語るの」

　ああ。俺おれも、人のことをこれっぽっちも言えない。しかも、悲しいことに外した。

　もうイヤだ。穴があったら入りたい。

　……じゃない。

　とにかく、アヤコさんや他の悪役令れい嬢じようの方々にも色々お世話になりつつも。

　体感的には一週間くらいの半年という謎なぞの時間感覚を過ぎて、遂ついに婚こん約やくの日を迎むかえた。




「やっとここまで来たわね……」

　タマラ・ステラ・ルージュこと珠たまが、うんざりとした様子で小さく呟つぶやく。

　今、タマラ様は随ずい伴はんの俺おれと一いつ緒しよに、宮きゆう殿でんの奥おくにある噴ふん水すいへと向かっていた。

「なんか、思ったよりも気き疲づかれする仕事だったわ……」

「乙おつです。お嬢じよう様さま」

　いつでも異世界召しよう還かんどんと来い！　という姿勢の珠たまでも、今回は微び妙みようだったらしい。

　嫌いやがらせを受ける。襲しゆう撃げきも受ける。痛いオレ様皇太子の下手な芸を見せられる。

　というのを長い期間味わって、どーんと疲つかれが溜たまる。

　でも、それも今日でお終しまいだ。『結けつ婚こんが決定』という既き成せい事実を作りさえすればいい。

　俺おれたちは余計なことは口にせず、とにかく最後に結けつ婚こんの是ぜ非ひを話し合いしに行く。

　皇太子は先に噴ふん水すいの側に来ていた。

　皇太子の側にはベールで顔を隠かくしている女官が立っている。

　婚こん約やくの話し合いの場には従者を連れて来ても一応良いい。

　ただ、その時、お妃きさき候補と皇太子以外の人は〝見ざる、聞かざる、言わざる〟

　つまり、居ないものとして扱あつかわれ、そこでの話し合いの様子や内容は他言無用。

　絶対に口外してはならない。

　うっかり口を滑すべらせようものなら、発覚次し第だい、拷ごう問もん各種が待っているという。

　まぁ、話さないけど。その前に、あの駄だ女め神がみに何が何でも元の世界に帰してもらうわ。




　タマラお嬢じよう様さまとエルシオン皇太子が噴ふん水すいの前で互たがいに向き合う。

『婚こん約やくの話し合いをはじめてもよいですか？』

　なんていう、場の雰ふん囲い気きぶち壊こわしのウィンドウが表示される。

『話し合いをはじめる』

　タマラお嬢じよう様さまが選せん択たくしたウィンドウが表示され、消えた。




「やれやれだわ……」




「「はい？」」

　エルシオン皇太子の呟つぶやきに、俺おれと珠たまが顔を見合わせる。

　普ふ段だんよりも甲かん高だかい声で。

　というか前々から「ちょっとこの人、声が高いなぁ」とか密ひそかに思っていたけれども！

　やれやれ──だわ？

「いい加減、低い声を出すのも喉のどに負担が掛かかるわ──ではなくて」

　皇太子が咳せき払ばらいをした。

「よくここまで到とう達たつしたわね。非公式会見という名目の逢い引きデートで、大体の娘こが私の態度と口調に躊ちゆう躇ちよして、最後は逃にげ出だすのに」

　そう語り出す、エルシオン皇こう太たい子し殿でん下か。

　その高い声、口調は、何がどう聞いても──。

「えっと、えっと…………ええええええ!?」

　珠たまが半ば絶ぜつ叫きようするように声を上げた。

「何、まさか……女!?　皇太子って、女なの!?」

　驚おどろいた珠たまは既すでに敬語を使うことさえ忘れて素の口調になっている。

　いや……まさか、女とか。

　というか、まさか、『ルーディース王国物語』とかいうゲームって……。

「────思い出した」

　珠たまがはっとして、目を見開いた。

「そうだった。あのゲーム、トゥルーエンドの相手の皇太子、女だったわ……」

　………………いや。

　いやいやいやいやいやいやいやいや!?

「おい待て！　珠たま！　なんでそんな肝かん心じんなことを今までスッパリ忘れるんだよ!?」

　乙おと女めゲーのメインルートでトゥルーエンドの相手が女とか!!

　むしろ、忘れる方が不思議だ!!

「だって!!　そんなの、ほんの些さ細さいなことだと思うくらい、他のことで叩たたかれまくって炎えん上じようしてたもん!!　バグ、鯖さば落ち、重課金しても絶対勝てないデバックなしのバトルシステムとか!!　嫌いやがらせする仕様のせいでプレイヤー同士がＳＮＳで場外乱らん闘とうしてたり!!　全部ひっくるめて運営アカウントが常に燃え上がってたのが有名なクソゲーって!!」

「でも、ちょっとくらい頭によぎらないか!?」

　よぎるだろ？　ちょっとくらい!?　どんなけ清すが々すがしく忘れ果ててたんだよ!?

　そしたら珠たまがブッチブチに切れた様子で俺おれに詰つめ寄よってきた！

「だから!!　それを凌りよう駕がするくらいの場外乱らん闘とうよ!!　むしろ、プレイヤー同士の喧けん嘩かの方が有名なくらいだったわ!!　というかさ!!　キュレーションサイトの噂うわさ話ばなしで聞いた程度の、一度もプレイしたことがない思い入れの欠片かけらもないようなゲームのエンディングなんか、いくらアレげな仕様でも、憶おぼえていられる？　一、二ヶ月もしたら、綺き麗れいさっぱり忘れるでしょ!?」

「う……まぁ、えっと……？」

「ほら！　憶おぼえてられないでしょ!!　大体そんなもんでしょ、ネットの噂うわさ話ばなしなんかさ!!」

　逆ギレの果てに、ドヤ顔で説教された……厄やく日びだ、本当に。

「あのー。貴方あなたたちが何を話しているのかわからないけど……良いい、かな？」

　場外乱らん闘とうまっ最中の俺おれらに、皇太子が眉まゆを顰しかめて尋たずねてくる。

「「あ、すいません。どうぞ」」

　俺おれたちは声をハモらせながら返事をする。

「あのね？　私も好きで皇太子を引き受けていたわけじゃないの」

　周りを誤ご魔ま化かすために、仕方なく男のふりをしていたそうだ。

　皇太子が言うには、皇こう帝ていの子が皇太子、つまりエルシオンしかいなかったらしい。

　でも、女のエルシオンにはこの国の定め上、皇位継けい承しよう権がない。

　皇位継けい承しよう権がないのに、エルシオンは古代兵器だけを継けい承しようしていた状態だった。

　そもそも古代兵器は他の者に扱あつかわせるわけにはいかないというか、扱あつかえない。

　しかも古代兵器、るエルシオンと同じ紋もん章しようを持つ者、つまり皇太子の将来の伴はん侶りよになれる資格のある者と、二人合わせて動作するものだったらしい。

　逆に言うと、紋もん章しようを持つ者と結けつ婚こんしてしまって、古代兵器を扱あつかえるということを周りに見せれば、女性である皇太子も、皇こう帝ていとして即そく位いできる理由になると。

　でも何な故ぜか皇太子の伴はん侶りよとなれる資格である紋もん章しようを持つ者は、女性ばかりらしい。

「さすがに女の私の元に嫁とつぐ女性って、そうそう居ないでしょう？　私は伴はん侶りよが男でも女でも、気が合いさえすれば全く問題ないのだけど──」

　両りよう刀とう遣づかいですか、そーですか。

「私も、その気のない相手と無理に結けつ婚こんするほど、非情でもないの」

　ああ。オレ様芸のオレオレ詐さ欺ぎは、皇こう太たい子し殿でん下かの優やさしさですかー。

「でも、貴方あなたたちの痴ち話わ喧げん嘩かみたいな様子からして、全くその気があるようには見えないね。まるで、何かの事情で仕方なく──みたいなものに、見えたわ」

　ギクぅ!!　と、俺おれたち二人は固まる。

「どんな事情があるか知らないけど、その様子だと、婚こん約やく──するわけにはいかないね」

　げ！　やべぇ!!　結けつ婚こん詐さ欺ぎ、バレた!?




　と、その時、剣けんか何かが地に落ちた音が響ひびいた。

「うそ……？　皇こう太たい子し殿でん下かって、女性、だったの……？」

　そこには、呆ぼう然ぜんと突つっ立たっているアヤコさんの姿があった。足あし下もとには剣けんが落ちている。

　え？　なんでここに？

　って。あ、そうか。珠たまが剝はがれた後のステラを助けに来たんだ。

「……そっか。攻こう略りやくするまでキャラの情報なんか、全然調べなかったから知らなかったけど。そっか。皇太子って、女性だったんだ……」

　そう、アヤコさんは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから──次の瞬しゆん間かん、満面の笑えみを浮うかべた。

「よし、決めた！　トモノリ君！　君の言う通り、私、皇太子の攻こう略りやくに挑いどむわ！」

　そう言って、アヤコさんは俺おれたちに大きく手を振ふって、皇太子の元へ──
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「はーい！　お疲つかれ様さまでしたぁ～」

　脳天気なペディアの声が響ひびいた。

　俺おれたちは自分らの家の近所……元の世界に戻もどっていることに気づく。

「あれ？　元の世界？　なに？　偽ぎ装そう結けつ婚こん、どうしたの？」

「ああ、それは心配しないでいいですよぅ。ちゃんと今回の目的は果たせてますからぁ」

「目的が果たせた、って……なんだ？」

　一応、俺おれはペディアに聞き返す。どうもこの駄だ女め神がみの返答は要領を得てない。

「だからー、ちゃんと皇こう太たい子し殿でん下かの結けつ婚こんが決まりましたからぁー」

　それで、お二人の仕事は終わりです、とペディアが言う。

「はぁ[image: ～][image: ～]？」

　珠たまが調子の外れた声を上げた。いや、だから、結けつ婚こん決まったって、ナニ？

「ですから、今回は珠たまさんには正せい妃ひ候補になってもらい、それで皇太子の結けつ婚こんが決まりさえすれば、って言いましたー。で、結けつ婚こん決まったんでー。目的、達成ー！」

　ペディアが小首を傾かしげながら「私、説明しましたよね？」とか言う。

　言った、かもしれないが……覚えてねーよ！　そんな昔のこと！

　というか、その説明だと、ミスリードさせるつもり満々なんじゃねーか！

「っていうか、なにそれ!?　ばっかばかしいっ！」

　当然のように珠たまさん、激おこだ。

「ていうかさ？　もしかして、アヤコさんが皇太子と結けつ婚こんを決めた、ということなのか？」

「そうですぅー。胸の紋もん章しようがあるのが候補の資格で、その紋もん章しようを合わせれば誰だれであっても結けつ婚こんが決まります。そして、これが皇こう帝ていの証あかしであり、あの世界の均きん衡こうを保つための古代兵器を扱あつかうカギなんですよぅ。だから、あの世界の平和は守られたー、という話なんですぅ～」

　はあ……なんとも無理のある話だな。ま、女の子を皇太子に仕立て上げるとかいう無茶な設定だし、多分、きっと、それくらいは許容範はん囲いなんだろう。

「ふうん……そ」

　珠たまがペディアの話を聞いて、目を細める。

「あのさぁ。今気付いたんだけどさぁ。それってさぁ、アヤコさんに事情を説明して説得するだけで、良かったんじゃないの？」

「……ほえ？」

　ペディアがボケボケ～とした顔をして珠たまを見る。

「だから！　アヤコさんに！　事情を！　説明して！　説得するだけで！　良かったんじゃないのかって！　言ってんのよ!?」

　珠たまが般はん若にやの面のような顔をして、ペディアを睨にらむ。

「アヤコさんは百ゆ合り属性でしょ！　皇こう太たい子し殿でん下かは男だから攻こう略りやくするのはイヤ。でも、実際に皇太子は女で、しかも両りよう刀とう遣づかい！　じゃあ、アヤコさんに説明して攻こう略りやくしてもらえばいいじゃん！　なんで私が行く必要あんのよ!?」

　………………おい。

「つまり……なんだ？　今回、異世界に間ま違ちがって派は遣けんされた、残念な人材は……」

「わ・た・し・た・ち・ね！」

「えっと、えっと、えっと………………」

　ペディアがもじもじモニョモニョとする。

「す、す、す、す、すいませぇぇぇぇぇん！　間ま違ちがえましたぁぁぁ!!」

　そう喚わめいて、ペディアがスーパー光速スライディング土下座をかまそうとする前に！

　珠たまが素す早ばやくペディアの頰ほおを摘つまんでグニィィィィィィ！　と引っ張る！

「気付けぇぇぇぇ！　何が悲しくて、牛乳ぞうきんとか！　ああいう嫌いやがらせを、この私が受けなきゃいけないのよぉ!!　それにっ！　今回はわたし、ぜんっぜん気乗りしなかったのよ！　結けつ婚こんとか！　偽ぎ装そう結けつ婚こんでも、微び妙みようにイヤだったわよ！　ああもう！」

「ほへんなさひ、すひまへん、わるひはなはったんへふぅぅぅ」

　ペディアの頰ほおがびょ─────んと、１メートルくらい、長く引き延ばされる。

　こいつの頰ほお、どうなってんだ？　ゴムか？　餅もちか!?　でも、あれ？

「というか。派は遣けんされた途と中ちゆうで上役から、珠たまに正せい妃ひ候補になって皇太子との結けつ婚こんを確定させる、って依い頼らいの連れん絡らくが、来てなかったっけ？」

　上役って、つまり、運命の女め神がみプランからだったろう？　なんだったんだ？




《ペディア──また、間ま違ちがえましたね？》




　どこからともなく声が響ひびく。

「……ぴっ!?　その声わ……!!」

　ペディアが情けない声を出して戦おののく。




《私は、アヤコさんに事情を説明して正せい妃ひになるよう説得せよと、》




　なんか、急に辺りの天気が悪くなってきた。

「言ったでしょうがぁぁぁぁ!!」

　巨きよ大だいな電でん撃げきと共に、顔に青筋を立てたプランが、怒いかり心頭という様子で降臨！

「ぷきゃぁぁ！　プランさまぁぁ!!　聞き間ま違ちがえましたぁぁぁ!!　ごめんなさいぃぃ!!」

　同じく怒いかり心頭の珠たまだったが、プランのキレ方に、もの凄すごい勢いで後ずさる。

「信用問題です！　この私が！　間ま違ちがった判断をしたと！　派は遣けんした人材の方に、思おもい違ちがいをされて！　だから！　私が尻しり拭ぬぐいにあちこち出向かないといけなくなるのです！　分かっているんですか!?　分かってないでしょ────!!」

　辺り構わず電でん撃げきが落ちまくる！

「ぷぎぃ！」とか「ぴぎゃあ！」とか、電でん撃げきが落ちる度たびに珍ちん妙みような悲鳴が上がる。

（こ、こわ……！　ちょっと、智とも識のり!!）

（ちょ……！　俺おれに声をかけられましても!?）

　もう既すでに、俺おれたちが間ま違ちがった人材だったということなど、どうでも良いいと思うほど。

　その時のプランは怖こわかった──
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　また珠たまがボケボケーとしている。

　幼なじみの珠たまと、下校時間が被かぶったので一いつ緒しよに帰っている。

　というか、互たがいの自宅がすぐ近所なので、同じ道をたどって帰るだけだが。

　なんか上の空なんだよなぁ。

　またぞろ、ネトゲでたまたま当たったレアアイテムで、沼ぬまにハマって、徹てつ夜やとか。

　最近ハマったゲームで脳内妄もう想そう捗はかどり中か？

　どっちにしろ、歩きながら何か考えるのは止めた方がいいぞ？

　むかーし、側そつ溝こうに足突つっ込こんでフラついて電柱に頭ゴン！　したことを、俺おれは忘れてない。

　とにかく珠たまは最近、ちょっとボケていて上の空だ。

　でも、あんまりボケボケし過ぎて、ちょっと心配だ。声をかけてみるか。

「おーい、中なか村むらくーん？」

　ネタ古っ！　俺おれ、いくつだよ!?

「んー」

　反応鈍にぶい……空むなしくなるからツッコミ入れてくれよ、そこは。

「おーい、はにまるぅー」

　古い……古過ぎる。俺おれ大だい丈じよう夫ぶか？

「んー」

　上の空だ……。おいおい。渾こん身しんの痛いネタだったのに。

　原因については、俺おれにはさっぱりわからん。少なくとも俺おれはなんかした憶おぼえはない。

　怒おこらせるようなことも、キレるようなことも、してない……と思う。多分。

　でも、こいつ、学校では普ふ通つうなんだよなー。あ、一人で居るときはぼけーっとしているか。

　やっぱり妄もう想そうに耽ふけってるのか？　俺おれにもそういうことあるけど。

　もしかしたら、新しい異世界のネタでも考えてるのかもしれないな。

　でもな？　側そつ溝こうに足突つっ込こんだり、電柱に頭ぶつけたり、車に轢ひかれたりするから！

　──仕方ない。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶかー？」

「んー」

「おーい、在庫は捌はけたかー？」

　くわぁっ！　と、珠たまが俺おれの方を振ふり向むいた。うぉっ！　反応した!?

「捌はけないわよ！　他に物が入らないくらい、押おし入いれの中が一いつ杯ぱいよ！」

「あ、うん……すまん」

「あああ……エスカー×ユリウス様は駄だ目めだったかしら～。わたしは好きなのよね～。ユリウス様は絶対受け体質って信じてるけど、なんか私だけ浮ういてるのよ。エスカー受けはわたしの中ではないんだけどなー。あー、やっぱニッチなカプで本を作るとか、そういう無む謀ぼうなチャレンジしたのがそもそもの間ま違ちがいだったのか……」

　珠たまはトラバサミに嵌はまった虎とらみたいにもがき苦しみながら、宙を爪つめで引ひっ搔かく。

　両方とも普通に男キャラだった。

　すまん、守備範はん囲い外だ。

　と、その時、辺りから音が消え、天から光が射さしてきた。げ。この嫌いやな予兆は……

　悪い予感通り、ゆるゆると降りてきたのはいつもの乳ケツ女め神がみ。

　あれ？　二人居る？

　ふわりと地に降り立った淑しとやかな女め神がみと、ぼよよんと乳を揺ゆらしてスカートを捲まくれさせてパンツ丸見えに降り立った駄だ女め神がみが、珠たまと俺おれの目の前に現れた。

「運命の女め神がみプラン。並びに知識の女め神がみペディア。ここに降臨です」

「降臨ですぅ……ぷぎゃあ!!」

　降り立っていきなり、運命の女め神がみプランは手にしていた杖つえで駄だ女め神がみの頭を小こ突づいた。

「下着丸見えですよ！　長いスカートを穿はきなさいと、何度言ったらわかるんです!?」

「ええ～？　だってこれは、サービスですよぅ、サービスぅ。ぷぎゃあ!?」

　また小こ突づかれた！　ペディアの上司女め神がみ様、相変わらず容よう赦しやねぇ……。

　まぁ、ペディアのしでかした失敗の始末書、相当な数だろうからな……しゃーない。

「わたしには全然サービスになってないわよねー」

　白けた顔の珠たまが冷静にツッコむ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。それを言うなら、俺おれにとっても全然サービスになってないから」

　でも、なんで二人なんだろ？　またプランがお詫わび？　プランだって忙いそがしいだろ？

　つーか、ペディアがいつもの風物詩、説得力の無い土下座をしないな……なんなんだ？

「で？　何のご用でしょうかー？　またペディアの後始末ですかー？」

　珠たまが投げやりな調子で尋たずねた。

　こりゃまた面めん倒どうくさそうにして……まぁ、わかるが。

　どーせ、後始末だもんな。ロクな展開ないんだろうな、きっと。

　わかってるよ、そんなこと。ははは……

「あ、いえ。ペディアではありません。今回はこの私、プランからの依い頼らいです」

　ほえ？　珠たまと俺おれ、二人して顔を見合わせた。

「えー？　プランさまぁ～。私がお仕事頼たのみたかったのに、困りますよぅ」

　駄だ女め神がみが文句タラタラに口走ると、途と端たんにその頭上へ電でん撃げきがズバーン！　と落ちた。

「話の途と中ちゆうです。要いらない口を挟はさまないでください」

　プランに釘くぎを刺さされ、ペディアがぶー垂れる。ズバーン！　と、また電でん撃げきが落ちた。

「本当、懲こりねぇ駄だ女め神がみだな……」

　まあ懲こりてたら、こう何度も何度も何度も失敗を繰くり返かえさないだろうけど。

「ペディアでなくて、その上司プランからの直々の依い頼らい？　いつもの後始末じゃなくて？」

　珠たまが不思議そうに尋たずねた。だよなあ。俺おれたち後始末ばっかだったし、疑いたくもなるよ。

「そうなります。本件には先任で派は遣けんさせて頂いた方はおりませんから」

「……つまり、俺おれたちを普ふ通つうに異世界に派は遣けんするってことですか？　尻しり拭ぬぐいとかでなく？」

「うちのペディアがいつもいつも申し訳ありません……。ええ、そうです。ある異世界の破は滅めつを救う、非常に重要な案件です」

　そう言って、運命の女め神がみプランは真しん剣けんな顔をして話し始めた──
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　事の起こりはこうらしい。

　侵しん略りやく的なダークエルフの国と、それに対して不満を持っていたハイエルフの超巨大国家。

　この二つの国は長らく対立気味だったのだが、周辺国家との軋あつ轢れき？　とか、パワーバランス的にそろそろまずいとなったらしい。

　ダークエルフの国もさすがに危機感を募つのらせた。

　ハイエルフの国に対し、譲じよう歩ほする形で、平和条約を結ぶことに同意したそうだ。

　で、それら諸もろ々もろの協定とかの一いつ環かんとして、ダークエルフの王女とハイエルフの王子との縁えん談だんが持ち上がったらしい。

　──まぁ、ここまでは良かった。

　問題は……

「これがなかなかうまくくっつかないのですよ」

　国の重大な使命を背負っているのに、なかなかくっつこうとしない。

　むしろ、喧けん嘩か寸前。

「望まない政略結けつ婚こんのせいか？」

　俺おれは尋たずねた。国と国との駆かけ引ひきのための結けつ婚こんだろ？

　結けつ婚こん相手を勝手に決められるとか、普ふ通つうはいやなんじゃ？

「んー。そうでもないんじゃない？　ほら、数十年前ならお見合い結けつ婚こんは普ふ通つうだし。なんていっても、後宮物のラノベとか、乙おと女めゲーでは政略結けつ婚こんは定番中の定番ネタで、そこから真実の愛に発展してー!?　……なんて、王道中の王道よ」

　珠たまが説明してくれた。

　そうかそうか。半分、珠たまの趣しゆ味みの説明が入った気がするが、そんなものか。

「そうです。この世界、親が決めた結けつ婚こんは普ふ通つうです。そうでなく、もっと違ちがう理由です」

　普ふ通つうなんだ。てっきり珠たまの好みのシチュエーションの話かと思った。

「王子王女が不仲で結ばれない理由は後ほど──ですが、この王子と王女が結ばれないと、私の運命シミュレーション的には両国間の平和条約は破は棄き。戦争の発ほつ端たんになる事件が起こって、連れん鎖さ反応で周辺国家は泥どろ沼ぬまの戦争へ突とつ入にゆう……」

　って、泥どろ沼ぬまの戦争──!?　あれ、前にもそんな話があったような……？

「そして最後は巨きよ大だい国家同士の頂上決戦になって、最終魔ま法ほうで世界が滅めつ亡ぼうです」

　いや、いやいやいやいやいや！　世界滅めつ亡ぼうって!?

「何ていうか、『始まりは、たった一発の弾だん丸がんであった……』みたいな感じね」

　珠たまが何度もうなずきながらしみじみ呟つぶやく。

「サラエボ事件かぁ……」

　思い出すのはそれだ。戦争のきっかけって案外そんなものなんだろうな。

「世界破は滅めつ阻そ止しとか。中間管理職は大変ですねぇ」

　プランが説明している時に、ペディアが余計な横やりを入れた。おい！

「ぴぶぎゃあ！」

　電でん撃げきが落ちて、珍ちん奇きな悲鳴が上がる。

　アホだ。こいつ、全然懲こりてねぇ！

　それはともかく。

「私の運命権能で見たところ、相あい性しようは間ま違ちがいなくバッチリなんですよね……」

　プランはため息を漏もらしながら呟つぶやいた。




　話を聞いた俺おれたち二人は、暫しばらく考えた。

「ねえ、智とも識のり。どうする……？」

　珠たまが眉まゆを寄せて俺おれに尋たずねる。それ、俺おれが聞きたい。

　今までは大体ペディアの尻しり拭ぬぐいだった。そりゃあ、世界を巻まき込こむ戦争とかいう事案もあったが、大体ペディアが原因で、しかも、世界が混乱こそすれど、滅めつ亡ぼうまではなかった。

　世界を滅めつ亡ぼうから救うとなると、さすがに気が重い。

　だってもうそれ、平へい凡ぼんなオタ×２じゃ最初から手に負えないだろ？

「あの……チートとかって、貰もらえますか？」

　俺おれは本気で聞いてみた。

　だって、滅めつ亡ぼう阻そ止ししろって、そんなの、何らかの担保くらい欲ほしくなるって！

「チート……というのは、強大な特別の力や道具を付ふ与よすることですよね？　残念ながら、お渡わたしするわけにはいかないのです」

「ええ──」

　珠たまが本気で残念がった声を上げた。いやいや、お前、本当正直だな！

　でも今回ばかりは俺おれもおんなじ気持ちだった。いやムリゲーでしょそれ……。

「チート駄目なんですか？　やっぱり？」

「我々神々は、世界を創造する時以外は、その強大な力を、創造した世界で発揮するわけにはいかないのです。世界はそこに住んで生きている者たちに与あたえられたもの。そして、与あたえられた世界を運用するのも彼かれらです。常に我々神々がその強力な権能を発揮していては、彼かれらはその世界で生を営む意味がないのです」

　お、おおう……。もっともらしく言われて、俺おれたち二人は黙だまりこくってしまった。

「プラン様はどケチですからねぇ──ぽげぎゃあ！」

　超ちよう巨きよ大だいな電でん撃げきがペディアの頭上に落ちた！

　しかしそれなら、俺おれらを送おくり込こむのもダメなのでは……？　なんて頭をかすめた。

「──大変失礼致いたしました。あのですね？　私たちも、『流石さすがにこの状じよう況きようはどうなの？』だとか、『これって、もうちょっとどうにかならないの？』という場合には、介かい入にゆうしますけどね」

　……やっぱり介かい入にゆうするんじゃん。

「柔じゆう軟なん性せいは大切です。そこまでガチガチの縛しばりで世界を見守っているわけではないので。とはいえ、最小の力と最低限の介かい入にゆうで済ませたいところなのです。大体、チートと言いましても、派は遣けんしたら魔ま王おうになって世界を引っかき回したり！　加減というのを知って欲ほしいですね。それに、強大な力で有う無むを言わせず女性を侍はべらせ、しかも全員美女で！　異世界独身男性住人の未み婚こん率が上がるので止めて欲ほしいですね。あと、取り立て屋になって片かたっ端ぱしから物件押おう収しゆうして経済バランスを壊こわしにかかる派は遣けん者もいまして。未熟経済で、そんなに厳密なことをされると、借りた側を保護する制度が甘あまいので大変なのです。場当たり的な行こう為いをして引っかき回す前に、まず社会保障と貸し借りの上限や制限等などの制度整備が必要でしょう。ああ、本当。こういうところのバランスを取るのに、この運命の女め神がみがいかに微び調整を繰くり返かえしているか、派は遣けんされた方々にはわからないんでしょうね……」

「そんなに裏事情を事細かく愚ぐ痴ちるのはやめて！　俺おれたちの夢が壊こわれるから！」

　俺おれは叫さけんだ。そんな愚ぐ痴ち、異世界に夢が持てなくなるよ！

「あ。大変失礼いました。でも、無む双そうするような夢は持たれない方がよろしいですよ？」

「あぐぅ！」

　釘くぎを刺さされた珠たまが血を吐はくように呻うめいた。俺おれ以上に無む双そうを望んでたからな、こいつ。

「世界滅めつ亡ぼうとかで気負われてしまったようですが、お仕事自体は至って簡単ですよ？」

「簡単って……どのくらいですか？」

　珠たまが警けい戒かい心丸出しで尋たずねた。釘くぎさされた上にチートくれないもんな、チート。

「宮きゆう殿でんで、可か愛わいいお姫ひめ様とカッコイイ王子様をくっつけるんです。ね？　簡単でしょ？」

「お姫ひめ様が可か愛わいくて、王子様がカッコイイの？」

「ええそうです。可か愛わいくてカッコイイです。相あい性しようバッチリ！　王道ですよ、王道」

「宮殿で、可か愛わいくてカッコイイ、お姫ひめ様と王子様──王道？」

　あれ？　気のせいか、珠たまの様子が変だ。

「おい。大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺おれは珠たまに声をかけてみるが、珠たまは俺おれの肩かたを摑つかんでそーっと脇わきの方へ押おしやる。

　え、なにこれ？　俺おれは話の邪じや魔ま!?

「……それで？」

「はい！　もちろん、危なくなったら強制送そう還かんで安全保障バッチリ！　それと……」

　運命の女め神がみがうっすら微ほほ笑えみを浮うかべながら、珠たまの傍かたわらに近付く。

「……成功したら、お礼もしますよ？」

　コソっと、プランが珠たまに耳打ちした。瞬しゆん間かん、珠たまの目がキュピーン！　と見開かれる。

「よしっ!!　では、引き受けさせていただきますねっ！」

　凄すごくいい笑え顔がおで珠たまが引き受けやがった！

「なんだよ、なんで急に乗り気だ!?　そんなにお礼が気になるのか!?」

「え？　それもそうなんだけど～？」

　珠たまが、ニタ～と、嫌いやな笑みを浮うかべた。

「宮きゆう殿でんで、お姫ひめ様に王子様でしょ？　婚こん約やくしてるけどすれ違ちがい。ベッタベタの王道シチュじゃない。それがリアルで拝めた上に失敗しても帰るだけ。これは行かなきゃダメでしょう？」

「んだよ、それってデバガメだろ？」

「いやねぇ。そこは『そっと見守って二人の間を手助け』って言うの☆」

「大体、お前は腐ふ女じよ子しじゃなかったのか!?」

「フッ、笑しよう止し！　ノーマルカプも十分射程範はん囲いよ」

　ドヤ顔で言いやがった。男男と男女とか！　どんなけ業ごうが深いんだよ!?

「──じゃなくてな？　それで俺おれらは散々巻まき込こまれてるんだぞ!?」

「え？　あんた、巻まき込こまれてるんじゃなくて、割と自分から首突つっ込こんでるじゃない？」

「お前一人じゃ危なっかしくて、放ほっとけないからだよ！」

　そう言ったら、なんか珠たまが目をぱちくりさせて、そして……固まった。

　あれ？　また壊こわれたか？

「おい？　珠たまさん？　おーい？」

　珠たまの肩かたを揺ゆさぶったが、俺おれの顔をまじまじと見つめたまんまだ。一体何なんだ？

「仲の良いい幼おさななじみ良いいですね……では、引き受けた、と言うことで宜よろしいでしょうか？」

　微ほほ笑えましそうにプランが言った。うぇぇ。子こ供ども扱あつかいかなぁ？　コレ？

　あ、でも、なんか既き視し感かん──そうだ。鳴海なるみ先生がこんな感じだ。

「え……？　あ、えっと……あ、よろしくお願いします！」

　珠たまがようやく我に返ったのか、返事をした。なんか変な感じだな。一体何だ？

「あ、そうでした。私は後始末が忙いそがしいので、名代をペディアに任せますね」

「「え？」」

　唐とう突とつなプランの一言に、珠たまと俺おれがハモった！

「ちょっとまってくれ。ペディアって、あのペディア？」

　俺おれは指をさした。その先で、ペディアは……たこ焼き食ってた。

　なんでこいつ、たこ焼き食ってんの？　確かに十メートル先にたこ焼き屋あるけどさ！

「ペディア…………業・務・中・で・す!!」

　ズバ───ン!!　と、激しい電でん撃げきが落ち、「ぶげひゃあ！」と小こ汚ぎたない叫さけび声ごえが響ひびいた。

「ひどいですぅ～。これ、自分で稼かせいだお金で買ったんですよぅ～」

　そういや、こないだこの世界で配送業者のバイトしてたもんな。

　だが、凄すごい。駄だ女め神がみは焦こげても、たこ焼きは無事だった。器用な電でん撃げきだ。

「ですから、食べ物は粗そ末まつにできないのでたこ焼きは避さけました。とっとと食べてください。でも、就業規則違い反はんなので始末書です──さて、ペディアには代理を務めてもらいます」

「い、いやいやいやいや！　ペディアが名代というか代理なら、お断りしたいんですがっ!?　いや本当マジでっ！　勘かん弁べんしてください!!」

　俺おれの口から言葉が無意識にツルツルと出てきた！

　まじイヤだ！　珠たまはある程度耐たえられるかもしれんが、俺おれはイヤだ！

「えー、名代とかー。どうして私がプラン様の尻しり拭ぬぐ……ぼげぶぎゃあ!!」

　食い終わったペディアがたこ焼きに刺ささっていた爪つま楊よう枝じでシーシーさせながら、ぶつくさ文句を垂れた。当然だが電でん撃げきが頭上に落ち、駄だ女め神がみからブスブスと煙けむりが立ち上る。

「大だい丈じよう夫ぶですよ？　きちんと監かん視ししますし、このように、適度にお仕置きしますから──それから、お二方はもしかすると、ばらばらで行動することになるかもしれないので……」

「智とも識のりとわたしが別行動？」

　え？　それ、どういう……？

　と、その時、雷かみなりパーマになっているペディアの頭を、プランが両手でむんずと摑つかんだ。

　それを、いきなりプランが真っ二つ！　にする！

「ギャース！」という奇き矯きような悲鳴が上がって……って、なんだよこのスプラッター!?

「「なにするんですかぁぁぁ」」

　ペディアが二体になった！

「……二つに分けますね。家か畜ちくのように使ってください」

　運命の女め神がみプランは、まるで聖母か聖女のような淑しとやかな笑えみを浮うかべて言った。

「「あ、えっと……ハイ」」

　俺おれと珠たまは首をカクカク縦に振ふるしかなかった。

（このひとこわすぎない……？）

（ペ、ペディアにだけだ。多分）

　ヒクヒクの珠たまに耳打ちされ、そう返しておいた。

　あんな対応はペディアにだけだ。そう信じたい。だって俺おれたちだと死んじゃうし!!
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　そうして、やっぱりいつも通り、異世界に飛ばされてきた２＋２＝４の俺おれたち。

　どこか、西洋の屋や敷しきか宮きゆう殿でんの一室に辿たどり着ついたらしい。

　うずたかく積み上げられた、本、本、本……図書室か？

　でも、ベッドとかあるし、誰だれかの私室か？

「……あ、これ、ＢＬ本っぽい」

　珠たまが積まれた本の一冊をペラペラめくりながら呟つぶやいた。ＢＬって、この世界でＢＬ？

「っていうか、ここの文字、読めるのか？」

　と、呟つぶやいたら、珠たまがいきなりページの見開きをどーん！　と、俺おれに見せてきた。

　文章の横に、華か美びな挿さし絵えが描えがかれていた。

　裸はだかの男と男がキャッキャウフフフ……そんな感じのあれな挿さし絵え。

「──ってまぁ、こんな感じで男×男しているわねー」

「あ、うん。わかった。理解した」

　完全に俺おれの守備範はん囲い外だ。

「しかも、若い瘦そう身しんの美形ばっかで、渋しぶメンやイケオジ、マッチョはないみたい。偏かたよってるわねー。まぁ、全員が全員、全方位で何でも喰くいとかないだろうし、仕方ないかー」

　珠たまがしみじみ呟つぶやく。

　よく分からんが、多分、ロリ好き巨きよ乳にゆう好き熟女好きくらいの好みの差かな。

「「へぇー？　なんですなんです？　へぇ、この本ですかぁ～」」

　ペディア×２が積まれた本の一冊を引ひき抜ぬいた。

「って、おい！　それ、抜ぬいたら一気に……！」

　と言ってる間に、うずたかく積まれた本が音を立てて一気に崩くずれだした！

「ぎゃ─────！」

　崩くずれた先、俺おれたちから見えない位置から女の子らしい悲鳴が上がった。




「ありがとうございます……もう少しで圧死するところでしたわ……」

　崩くずれた本の山から分厚い眼鏡を掛かけた女の子を発はつ掘くつした。

「読書に集中すると、周りの状じよう況きようがわからなくて……あら？　城の中の人じゃない？」

　色白で、凄すごく貧ひん弱じやくそうな女の子が俺おれたちを見て呟つぶやいた。

　眼鏡が牛乳瓶びんの底っていうのかな？　もの凄すごくガリヒョロで、もやしっぽい娘こだ。

「「ちがいますよ～？　運命の女め神がみプラン様の使者ですよ～。これから大変お困りの予定を、お助けに参上しました～」」

　と、Ｗペディアが雑に説明する。これから大変に困る予定って、何だよその説明は!?

　あまりに意味不明なペディアの説明を、珠たまと俺おれは訂てい正せいしようと口を開きかけた──

　が、それより先に、ガリヒョロもやしっ娘こが目をキラキラさせながら反応した。

「では、あなたが白馬の王子様!?　運命の女め神がみ様が私の願いを叶かなえて下さったのね！」

　そう言って────俺おれの手を握にぎり締しめてきた！

　は？　え？　なに？　この状じよう況きよう？　これ、モテ期？

　白馬の王子様って……何？　俺おれ、馬に乗ってないよね？　てか、ここ屋内だよね？

　というか、俺おれ、生まれてこのかた、乗馬なんかしたことないんですけれど？

「良かったわ……！　ずっとずっと、運命の女め神がみ様にお祈いのりしてたんです……素す敵てきな白馬の王子様が私の元にやって来て欲ほしい、って。ようやく叶かなったのね……！」

　ズイズイっと、もやしっ娘こが俺おれににじり寄ってくる！

　なに？　この思おもい込こみ激しい、牛乳瓶びんの底眼鏡もやしっ娘こは？

　俺おれは目で隣となりの珠たまに救いを求める……って、なんだ？　凄すごく不ふ愉ゆ快かいそうな顔してるし!?

「あーあの。俺おれ、白馬の王子様じゃないですよ？」

「でも、運命の女め神がみ様の使者なんですよね!?　　もう私、あんな方じゃ無理です……」

　一応、俺おれは訂てい正せいしてみたが、もやしっ娘こは聞いてなさそう──あんな方？

「ハイエルフって聞いていたし、美形だ美形だって言うから、張り切ってここまで来たのに、まさかあんな王子だったなんて……！」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、もやし娘むすめが呻うめく。ハイエルフ？　王子様？

　あれ？　もしかして？

「「あー。この人、単なる平へい凡ぼんな一いつ般ぱん人じんで、スプラウト姫ひめを助けるなんて無理無理ですよ～」」

「うっせーな！　多重駄だ女め神がみ！　全知無能のお前に言われたかねーよ！」

　二つになって多重音声で超ちよう五う月る蠅さくなった駄だ女め神がみに、ほぼ脊せき髄ずい反射で言葉が出てきた。

「そーですよー。智とも識のりは平へい凡ぼんな、しがない一いつ般ぱん人じんですからー、勘かん違ちがいしないでくださいー」

　珠たまが棒読みで同意して、もやしっ娘この手を俺おれから引ひき剝はがす。

　こいつ、仲間だと信じてたのに！　あっさり裏切りやがった！

　というか、スプラウト姫ひめって。

　まさか、このもやしっ娘こが、ダークエルフの王女？

　南の島の、常とこ夏なつの海を思わせる小麦色の肌はだ……してないし。超ちよう不健康な色白。

　露ろ出しゆつ溢あふれるコスチュームの似合う、おっぱいプルンプルン……してない。

　そもそも露ろ出しゆつ度が低い……むしろ超ちよう厚着。牛乳瓶びんの底眼鏡を掛かけてるし。

　しかも厚着でも分かる、超ちようガリヒョロもやしというか。漂ただよう引きこもりニート感。

　プラン、可か愛わいいって言ってたけど。俺おれも可か愛わいくないとは言わないけど！

　違ちがう。なんか違ちがう。俺おれの想像と全然違ちがう。

　ネットで予約注文したフィギュアが、実際はアレなのが届いたような、そんな感じの。

　邪じや神しん化したフィギュアとまでは言わないよ？　ほんと、ほんと。

　でもさ？　普ふ通つう、ダークエルフっていえば、プリっとしてムチっとして。

　コスチュームなんか、隠かくしてるところがスレスレな感じとか想像するだろ？

　噓うそは言ってない──でも、なにこれ？　なんのパケ詐さ欺ぎ？

　俺おれが知っている（望んでいる）ダークエルフと違ちがう。全然違ちがう。

「でも……そうですか……白馬の王子様のお名前は、智とも識のり様なのですね……」

　おい？　このもやし姫ひめ、なんかまだ勘かん違ちがいしてるぞ?!

「あー、えっと。俺おれたち、通りすがりの運命の女め神がみの使者でぇー。えっと、現地調査をしてる最中でー。あー、そうだ！　今から問題の王子様に会いに行くんで!!」

「って、ちょ……!?　智とも識のり!?」

　俺おれは珠たまの手を引ひっ摑つかみ、本まみれの部屋から急いで出て行った。




「一体なんなんだ？　あの思おもい込こみ激しい、引きヲタなもやしっぽい姫ひめはよ……！」

「さぁ？　引きニート歴十年以上とか、そんな感じであんたが新しん鮮せんだったんじゃない？」

　そんなことを話しながら、俺おれと珠たまは宮きゆう殿でんの廊ろう下からしき場所をずんずん進む。

　というか、問題の王子様ってどこよ？

「「待ってくださぁ～い。どうして置いてっちゃうんですかぁぁ[image: ～][image: ～]」」

　ペディア×２が胸ケツを揺ゆらしながらぼよんぼよん走ってくる。あ、忘れてたわ。

「……で、王子様はどこよ？」

　存在を完全に忘れていた事は棚たなに上げ、俺おれはＷペディアに尋たずねてみた。

「あー。王子なら、庭園に居ますよー」

　なるほど。庭園か。状じよう況きようがわからなければどうしようもないというか。そもそも王子様が気になって仕方ないので、ひとまず、二重ペディアに庭園まで案内してもらうことにした。
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「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ふん！」

　気合いの入った声と共に、凄すさまじい破は裂れつ音がして割れた煉れん瓦がが四散する。

　庭園には小親おや父じ集団に囲まれた上半身裸はだかの漢おとこ臭くさいトロールが、煉れん瓦が割りをしていた。

「ほぉ……エルフにしてはやりますなぁ」

「なるほど……こういうエルフもいるのですなぁ」

「しかしですなぁ、他のエルフはどうでありましょうなぁ？」

　あ、いや。小親おや父じ集団がエルフって言ってるから、エルフなんだろうな。

　ムッキムキの、もの凄すごく筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな、汗あせ臭くさそうにしている、エルフ漢おとこ（多分）だ。

「市し井せいの庶しよ民みんは繊せん細さいな者が多いですからね。しかしながら、兵士らはよく鍛きたえております」

　愛あい想そ良く答えているが、エルフ漢おとこ（恐おそらく）は、内心ブチ切れてるのが見え見えの、こめかみに血管が浮うかんばかりの営業スマイルだった。

「我々ドワーフとしても、ハイエルフが頼たよれる存在でないと、困りますからなぁ」

「左様。同盟を結んでいるからには、森のキノコのようなか弱さでは、いやはや……」

「おお、そろそろ時間ですな？　では、我々も仕事がございますので、これにて……」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れい全開に言った後、ドワーフ集団は去っていった。




「あれ……何？」

　珠たまがむさ苦しいゴリマッチョのエルフ漢おとこを見ながら怪け訝げんそうに尋たずねた。

「「だから、王子ですよ。ハイエルフの。ムスケル殿でん下かですよ？」」

　Ｗペディアが答えた。エルフか。エルフね。うんうん、そうか。

「「しかし、相変わらず不仲ですねぇ～。あの集団、ドワーフの国であるアメリンゴ共和国の皆みな様さまですよー？　ハイエルフのロース帝てい国こくと、一応同盟を結んでますけどー。もうあれは、同盟というより不戦条約ですねぇ。超ちよう大国同士なので互たがいに潰つぶし合いしないためのー」」

「カッコイイ？　えっと、カッコイイって、そっち？　そっち方面？」

　珠たまが困こん惑わくしたように呟つぶやいた。

「──ねぇ、智とも識のり。ハイエルフってどんなの想像する？」

「そらまぁ。ゴリマッチョじゃね？」

「違ちがうでしょ……」

　ギロリ、と珠たまは俺おれを睨にらんできた。

「もっと！　瘦そう身しんで！　美青年で！　爽さわやかで！　優やさしそうで！　キラキラしてるって、思わないの!?　ラノベの挿さし絵えだって、普ふ通つうそんな感じの方向で扉とびら絵えとか載のってるじゃん！　乙おと女めの幻げん想そうに合わせて、綺き麗れいな感じでやるでしょ、ふつうは！」

　珠たまがむくつけきマッスル王子を見ながら、呻うめくように訴うつたえる。

「いやー、あの王子様。べつに乙おと女めラノベの登場人物じゃないしー？　ほら？　全てはきっと、俺おれたちの先走った幻げん想そうだったんだよ……」

「そう。諦あきらめ早いのね……」

「まぁな……」




「────ちっ！」

　ドワーフたちの姿が見えなくなるまで煉れん瓦がを持ったまま、笑え顔がおで送っていたマッスル王子が、姿が見えなくなった途と端たんに、持っていた煉れん瓦がを粉々に握にぎり潰つぶした。

　どんな握あく力りよくだよ……。

「ハイエルフが貧ひん弱じやくな種族と思うなよ……いつか血祭りにしてやる……！」

　なにやら王子様が不ふ吉きつなことを呟つぶやく。

　が、遠巻きに見ていた俺おれたちの気配に気付いたのか、こちらの方を振ふり向むいた。

「「はーい！　運命の女め神がみ様の使者でーす。お困り事予定を解決しにきましたー」」

　またペディアが空気を読まずに適当なことを口走る。

　だから、お困り事予定って何だ!?

「運命の……？　ということは、つまり……」

　俺おれの存在を完全無視し、マッチョ王子様が珠たまとペディア×２に走り寄る。

「……運命の女め神がみは私の願いを叶かなえてくれたという事か!?　……ん？　この双ふた子ごの芋いも娘むすめはいささか頭が悪そうな感じがするな……いや、違ちがう。そちらの女によ人にんか!?」

　上半身裸はだかの汗あせでテラテラした筋肉王子が芋いも扱あつかいのペディア×２から珠たまの方を見る。

「そうか……運命の女め神がみが遣つかわした姫ひめ君ぎみは……そなたか!?」

　マッソー王子様はさっき煉れん瓦がを粉々にした超ちよう握あく力りよくの手で、珠たまの手を握にぎろうとした。

「ひぃ!?」珠たまが手の骨を砕くだかれると思ったのか、悲鳴を上げて硬こう直ちよくした──

　反射的に俺おれは珠たまの手を強く引っ張って、王子から引ひき離はなした。

「……って！　違ちがいますよ!!　こいつ、姫ひめ君ぎみじゃなくて、単なる運命の女め神がみの使者です。あと、王子様の握あく力りよくがハンパなくて手の骨砕くだけるんで、簡単に手を握にぎらないでくれます？」

　珠たまが目を見開いたまま、足あし下もとカクカクになっている。

　ビビるよな……そりゃ、ビビるよな……あんな超ちよう握あく力りよく。

　この王子も、馬ば鹿か力ぢから持ってんなら、ビビらないようにちょっとは気ぃ使おうよ！

「ん？　ああ……すまぬ。私とて、相手の手を握にぎり砕くだこうとは思わん。加減くらいできるようにはしている……が、しかし、気が利きかなかった……」

　あれ？　あっさり謝罪した？　もしかして王子様、案外いいヤツ？

「──で、そなたら全員が、運命の女め神がみの使者だと……？」

「「ええ、そうでーす！」」

　Ｗペディアが多重音声で元気よく答えた。空気読めないヤツって、良いいな……。

「そうか……しかし、腕うで立たて伏ふせ千回を行使したら、運命の女め神がみが願い事を叶かなえてくれるという言い伝えは、いずこに……？」

　……なんですか、その変な言い伝えは？




「智とも識のりさまぁ[image: ～][image: ～]」

　丁度そこに、黄色い声で俺おれの名を呼ぶ、もやし姫ひめの姿が……。何だ、このタイミング？

　そして、途と中ちゆうに生えた芝しば生ふに足をもつれさせて、華か麗れいにコケる。

　うわぁ、運動神経最悪だ。しかし、人のことは言えぬ俺おれがイル。

　珠たまが痛ましい顔をする。ああ、そうだろうな。

　珠たまは成績優秀を気取ってるけど、体育の点数は普ふ通つう。大体、保健体育で稼かせいでる。

　まぁ俺おれもなんだが。懸けん垂すい十回できません。すいません。

　でも、姫ひめ様。黄色い声で俺おれの名前を呼ぶとか。そこに王子様が居るんですが？

「なんと貧ひん弱じやくな……！」

　面めん倒どうくさそうにそう言いながらも筋肉王子がもやし姫ひめに近寄って、助け起こす。

　あ、この人、普ふ通つうに親切な人だわ。

「酷ひどいわ、智とも識のりさま。途と中ちゆうで居なくなるなんてっ!!」

　せっかく助け起こしてくれたマッスル王子を無視し、もやし姫ひめが俺おれに詰つめ寄よる。

　固まっていた珠たまが復帰したのか、もやし姫ひめにガンを飛ばす。

「だからっ！　こいつは王子様じゃないの！　平民なの、平民！」

「そーそー！　俺おれ、白馬の王子様とかじゃなくて馬さえ乗れない単なる小市民なんで！　あと、用が済んだら元の世界に帰りますから！」

　俺おれたち二人して、もやし姫ひめの説得に当たる。

　勘かん違ちがいしないで欲ほしい。マジで！

「ほぉ……？」

　何か、蔑さげすむような声が上がった。

　振ふり向むくと、王子様が腕うで組ぐみをして、冷え冷えとした醒さめた目でもやし姫ひめを見ていた。

「……なるほど。この国に輿こし入いれをしておいて、その者に言い寄るのか……そうか、そうか、つまりそなたは、そんなやつなのだな────見下げたやつだな！」

　呆あきれたような、なじるような、そんな口調で王子様が言い放った。ヤバ……！

「やだ、なにをおっしゃってるんですかー？　輿こし入いれ（仮）ですわよー？　そもそもまだ婚こん儀ぎも挙げていないではありませんか────それと、汗あせ臭くさいので近寄らないで頂けます？」

　もやし姫ひめは焦あせったりせず……というか、むしろ対たい抗こうするようにせせら笑って言った。

　って、ちょ、おい！　何なんだよ、この二人!?

（ちょっと……！　なにこの古典的で典型的なツンデレは!?）

（知らねーよ！　というか、俺おれ放置したくなってきたぞ!?）

（でもくっつけなきゃダメって言ってたじゃない……!?）

（これを……俺おれたちが……？）

　王子と姫ひめが睨にらみ合あいをしている間に、俺おれたちはこっそり離はなれ、ヒソヒソと話し合う。

　これ、どうしろと？　というか、どうすんの？　これ？

「まあいい。私は運命の人に出会ったのでな。好きにするがいい……骨皮娘むすめは要いらぬ！」

「結構です。私も運命の人に出会いましたので、好きにします……肉団子は嫌きらいですわ！」

　二人はギリギリにらみ合いながら互たがいに俺おれと珠たまの手を取ろうとする。

　が、辛かろうじて俺おれたちは振ふり払はらって距きよ離りを置いた！

　俺おれたちに逃にげられて、二人がガックリして──そして、睨にらみ合あう。

　確かに運命の女め神がみの言う通り、ある意味お似合いのカップルな気もするんだけど。

　っていうか。これ、まさか……。

《上う手まく乗ってきたようですね……》

　頭の中に声が響ひびいた。ふわりと俺おれの肩かたに、プチサイズの運命の女め神がみが乗っかってきた。

《そうです。お察しの通り、けしかけてくっつけさせるのです》

　そう囁ささやいて、運命のプチ女め神がみ様は消えた。

　つまりこれ、当て馬業務？　ええっと。

　チラリと珠たまの方を見た。珠たまがため息を吐ついている。

（おい、珠たま。もやし姫ひめは任せた！）

（珠たまって言うな……！　筋肉王子の方よろしく！）

[image: ]

　既すでに来た後だし。それに、一度乗りかかった船だもんな……！

「「俺おれ（私）たち、運命の女め神がみの使者なんでー」」

　ハモるように俺おれたちはそう言って、王子様に俺おれが、王女様に珠たまが、それぞれ付いた。

「「従者です。俺おれ（私）たち、従者やらせてもらいますっ」」

　俺おれたち二人は運命の女め神がみの言う通り、バラバラに行動することになった。
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　壁かべ紙がみとか柱とか、西洋の装そう飾しよくがどっさりな、すごく広い部屋の中。

　目の前のテーブルには小こ綺ぎ麗れいなティーセットが並んでいる。まさに宮きゆう殿でん、って感じだ。

　とりあえず、俺おれは従者？　ということで王子様に付いていくことにした。

　が、従者の割に俺おれって高待たい遇ぐうで接待されてるし。でも、王子様は不満そうだ。

「何な故ぜ、私が男と一いつ緒しよに居なければならんのだ……」

　筋肉王子様がブチブチと文句を垂れる。

　うん。それは俺おれも思う。こんな豪ごう華かな宮きゆう殿でんの一室でティータイムをしてるのにな。

　なんで俺おれはこんなマッスルな王子様と一いつ緒しよにお茶しているんだろう？

　王子様の方は俺おれが運命の女め神がみの使者だから渋しぶ々しぶ付き合っているらしい。うん、すまん。

「あのぅ……？　私も居るんですけど[image: ～][image: ～]」

　二体分ぶん割かつの片方、ペディアＡが不服そうに呟つぶやく。

　ん、悪い。存在自体、忘れてたわ。

「ああ、芋いも娘むすめか……。悪いが、私の好みではないのだ」

　王子様が非常に残念そうに言った。

　ペディアＡがぷーっと、膨ふくれる。ペディアよ、残念ながら芋いも娘むすめっぽいというのは俺おれも同意だ。

「ところで……その、王子様？　あの、もや……えっと、スプラウト姫ひめというんでしたっけ？　気に入らないんですか？　俺おれの連れなんかに、運命の姫ひめ君ぎみとか言い出したりして」

「ああ……」と、茶ちや碗わんを持ったまま、筋肉王子がふて腐くされたような顔になる。

「あれはな……とんでもない難物であった」

　王子様が言うには、ダークエルフといえば健康的でボインボインでムチムチ小麦肌はだだと。

　そう思っていて、輿こし入いれする姫ひめ君ぎみに凄すごく期待していたらしい。

　で、やって来たのが分厚い眼鏡を掛かけた、不健康そうなガリヒョロ色白もやし姫ひめ。

　ひたすら暗い部屋で、実家から持ってきた本に埋うもれて引きこもっている。

　何もかも思っていたのと違ちがって、王子様は相当がっかりしたらしい。

　あ、うん。王子様の意見に激しく同意しかけた俺おれが居るぞ。

「でも、ペディアちゃんはこんなにもボインボインなんですけどねぇ～」

「大きければ良いというものではない……」

　ペディアＡの胸を張った自信満々の発言に、筋肉王子様は呆あきれたようにため息を吐つく。

　まぁ、それに関しては半分くらい同意する。

「しかも芋いも娘むすめ。そなたがよりによってペディアとな？　運命の女め神がみも、なんてものを降臨させるのだ？　ペディアといえば、無能と騒そう乱らんの邪じや神しんではないか……忌いまわしい」

　おいペディアよ。この国ではボロクソな言われようだな。

「この世界ではそれほど仕事してないんですけどねぇ……」

　ペディア、仕事してなかったのか。そうか。

　いや、そのせいなのでは？

「……話を戻もどすが。私はあの姫ひめ君ぎみであっても、国のためにも多少は歩み寄ろうと思ったのだ……如何いかんせん、もやしの如ごとく虚きよ弱じやくで瘦やせ細ほそっている。それを正す気がまるでない。あれでは……」

　邪じや神しんの言葉を無視して王子様が深く深くため息を吐ついた。

　まぁ、マッソーだもんな、王子様。あのヒョロヒョロですぐにコケる姫ひめ様じゃあ……




〔ねー、智とも識のり？〕

　珠たまと同行したペディアＢ経由でペディアＡに電話が掛かかってきた。

「なんだー？　どうした、珠たま？」

〔珠たま言うな！　じゃなくてね？　ちょっと姫ひめ様がね……ほら？　なんていうか、末期よ〕

　は？　末期？　何のことだかさっぱりわからん。どういうことだ？

　なんか、珠たまの方は珠たまの方で、もやし姫ひめを説得したらしい。しかし、聞く耳持たず。

　もやし姫ひめが言うには、王子様が本に書いてあったハイエルフと違ちがっていたらしい。

　ハイエルフと言えば、もっとスラっとしてサラっとしてキラキラしているものだと。

　そう思っていたのに、実際の王子様はむくつけきエルフ。筋肉ムキムキで汗あせベタベタ。

「そもそも男を侍はべらせてないじゃないの……！」

　と、まさかのＢＬ発言！　男の花はな園ぞので男同士がキャッキャウフフ……

　それがもやし姫ひめの中でのハイエルフだったらしい。

　まぁ、男×男というのはさておき。

　ハイエルフって言えばもっとスラっとした瘦そう身しんだと普ふ通つう思うよな。俺おれも思ってたし。

「何な故ぜ、私が男を侍はべらせなければならぬのだ……！」

　筋肉王子様の方は、マジ切れ！　そっちはそっちで無理もない。

　そうそう、男を侍はべらせてるとかないわな。俺おれは納なつ得とくしてしまった。

　そしてもやし姫ひめは、嫁よめ入いり道具と称しようして実家から未読のＢＬ本を、なんと馬車五台分もこちらに持もち込こんで、それに埋うもれて与あたえられた部屋で引きこもりらしい。

　出で掛かけたりしないのかと、珠たまはもやし姫ひめに尋たずねたそうだが……。

「出で掛かける？　なんのご冗じよう談だんですか？　太陽になんて当たったら死んでしまいます！　それに、出で掛かけたら負けだと思いますわ！」

　見事なほど力強い引きこもり宣言！　あかん……確かに末期だ……。

「大体あの人、凶きよう暴ぼうではありませんかぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　本に埋うもれながら、もやし姫ひめが嘆なげいたらしい。

「凶きよう暴ぼうとは何事だ!?」

　又また聞ぎきしていたガチムチ王子が目の前にあったテーブルを真っ二つに叩たたき割わった！

　テーブルに載のってたティーカップが無残に割れる……高そう……もったいねぇ……。
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「あれ……放置でよくね？」

　俺おれは王子様からあてがわれた部屋で、ペディア電話を使い、珠たまと話し合っていた。

〔放置は駄だ目めじゃないの？　プランはペディアと違ちがって無意味に人を送らないでしょ？〕

「なんですかぁ？　まるで私がしょっちゅう無意味に人を異世界に飛ばしてるみた……」

〔黙だまって電話係してなさい！　プランに言いつけるわよ!?〕

　ペディアが静かになった。ふう。プランの名も、結構効くな。

「今、すごく不仲だけど、後に解わかり合って仲良くなるパターンになりそうでさぁ」

〔ツンデレのこと？　あー。まぁねぇ。お約束通りというか典型的というか……〕

　姫ひめ様の威い勢せいが良いいからクーデレじゃないな。

　見た目は瘦やせすぎてるけど、ヤンデレほど病やんでいる感はないからツンデレが適正か。

　なんて言っても互たがいに嚙かみ付つき合ってるもんなぁ。一いつ瞬しゆん、本当に不仲にも見えたけど、よく考えたら、あんな言い合いして本当に不仲なら、もっと深刻な状態になってそうだ。

　でも実際はお互たがい最後はそっぽ向く程度で済んでるんだよなー、あの二人。

〔そっとしておくのが良いいのかしらね、あれは〕

「かなぁ？」

《──いえ、それでは遅おそすぎるのです》

　俺おれと珠たまが結論を出そうとしたところに突とつ然ぜん、頭に声が響ひびいた。

　キラキラ光の粒つぶが舞まい降おりてプチ運命の女め神がみプランが現れた。

「え？　どういうことですか？」

　突とつ然ぜん降臨したプチ運命の女め神がみプランに、俺おれは尋たずねた。

《確かに、あの二人は放っておいても自然に惹ひかれ合います……しかし、二人が結ばれた頃ころには世界滅めつ亡ぼうのきっかけが起こって手て遅おくれになるのです》




　プランが言うには、この世界には沢たく山さんの種族とそれらが治める国があるそうだ。

　南、ダークエルフのオーストリッチ＝バーガー帝てい国こく。北、ハイエルフのロース帝てい国こく。

　西、トロールのプロテイン王国。東、バンパイアのワラヤキ公国。

　さらに東、魔神ジンのオスマシ＝ドンコ帝てい国こく。真ん中辺りにゾンビのフロマージュ共和国。

　西の島、ピクシーのブリ＝タニシ王国。海の果てにあるドワーフのアメリンゴ共和国。

　オーストリッチ＝バーガー帝てい国こくは元々その土地は自分らの物だとワラヤキ公国に侵しん攻こうし、ロース帝てい国こくはその行動が気に入らないし、プロテイン王国はオーストリッチ＝バーガー帝てい国こくと交易の都合とかで同盟関係で手を出さなきゃいけないし、フロマージュ共和国はロース帝てい国こくと一応同盟結んでいるけどいつも日ひ和よってるし、オスマシ＝ドンコ帝てい国こくはオーストリッチ＝バーガー帝てい国こくと盟友だけど国内が派は閥ばつ争いで今忙いそがしくて、ブリ＝タニシ王国は色々な所に首を突つっ込こんで引っかき回してグダグダにするし、強国アメリンゴ共和国は全ての争いに介かい入にゆうしないと気が済まないタチで……

「もうわけわかんねーよ！」

《つまり、どこかのたがが外れると、連れん鎖さ反応的に世界大戦争に突とつ入にゆうする、という話です》

　最終的には不仲で有名過ぎるハイエルフvsドワーフの頂上決戦になり。

　世界滅めつ亡ぼうレベルの大魔ま法ほうを唱えて、本当に世界を全て灰に変えるらしい。

　で、そのきっかけが、ワラヤキ公国におけるダークエルフの王太子の暗殺事件……と。

〔バタフライ効果で、あっという間に世界が崩ほう壊かいというのはわかったわ……〕

　風が吹ふいたら桶おけ屋やが、とかじゃね？　……同じか。

《とにかく、きっかけの事件が起こるより先に、王子と王女が結ばれれば、事件そのものが起きません。でも、そのままで行くと、先に事件が起こって世界の滅めつ亡ぼうまっしぐらです》

　へぇ、そうなんだ……。もう俺おれは面めん倒どうくさくなってきた。

《取とり敢あえず……そうですね、十日以内でお願いします》

〔ちょ……！　短っ!?〕

　珠たまが呻うめくように呟つぶやいた。世界を救うとかなのに、キツいよ、それ!?

《それより後だと、間に合わないのです……！　とはいえ、お二人には思った通りに動いて頂ければ、十分なのですけれどね。そうでないと、あの二人は結ばれませんから》

　〆切りを設定するわりに、思った通り、って？　よくわからん。

《そんなわけなので、二人が早くくっつくように、どうかよろしくお願いします》

　そう言って、プランは光を霧む散さんさせて消えた。

「ふー。プラン様も智とも識のりさんたちに丸投げして、やることが結構いい加減ですよね～」

　居なくなって安心したのか、ペディアＡが上司の悪口を言い始めた。

「出来る上司ぶりっ子しておいて、偉えらそうに──あぶぎゃあ!?」

　ペディアの頭に、電でん撃げきがズバーン！　と落ちてきた！

　……聞かれてるし。プランも地じ獄ごく耳みみだな。
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　秋晴れの爽さわやかな午後。とても良い天気だ──外はな。

　目の前のテーブルに広げられたティーセットと……えっとなんだ？

　この、三段重ねくらいのトレイがあって、ケーキの乗った皿が置いてあるヤツは？

「ティースタンドよ……」

　おう。解説サンクス、珠たま。

　そうそう、ティースタンドとかいう、ハイソ（絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ用語）なモンがあってだなぁ。

　渋じゆう面めんのガチムチ王子様と。仏ぶつ頂ちよう面づらのもやし姫ひめと。オタで凡ぼん人じんの俺おれと珠たまと。

　今、午後の紅茶アフタヌーン・テイーとかいう、オサレ茶会をやっているわけだ。

　メインの王子様とお姫ひめ様がブスっとしてだんまりしてるから、お通つ夜やみたいに静かだ。

　天気が良いいのに屋内なのは、もやし姫ひめが太陽の光に当たると死ぬ（!?）らしいからだ。

　その割に昨日は俺おれを追いかけて庭まで出てきたよな？

　それを指し摘てきすると、もやし姫ひめは凄すごいヒステリーを起こしてくれた。

　……単に外へ出たくないんだな。仕方のない引きニート姫ひめだ。




「──ところで、せっかく出したのに喰くわんな？　喰くったらどうだ？」

　王子様が沈ちん黙もくを破るように、もやし姫ひめの前に置かれた菓か子しの皿を顎あごで指して言った。

「嫌いやです。本を読むのに必要な栄養だけで、消化するのが手て一いつ杯ぱいですわ」

　食べるのも面めん倒どうくさいってか!?　どんなけ、年季のこもった引きこもりなんだよ!?

「「あ～。食べないのなら、私が頂きますね[image: ～][image: ～]」」

　そう言って、ペディアＡとＢがハモりながら、もやし姫ひめの前に置かれた皿をぶんどった。

　ペディアＡＢはそれをあっという間に食らい尽つくした。

　おう。居たこと忘れてたわ。というか、卑いやしいな、お前！

「人に出された菓か子しを……あんたって邪神ヤツは……」

　珠たまが呆あきれ果はてたように呟つぶやいた。全くその通りだな！

「ああそうそう。今度、舞ぶ踏とう会を開かい催さいするのだが……」

　筋肉王子様が急に思い出したように口にする。

「珠たま殿どのは出てはいかがか？　ああ、姫ひめは部屋から出たくなかろう？　無む理り強じいするつもりはないからな、参加せずとも良いいぞ？」

　王子様、わざとらしいほど嫌いやみっぽくけしかけてるし。

「あー、わたしは別に……」

　珠たまがちょっと焦あせりながら答えた。

　うん。オタクのお前が舞ぶ踏とう会で踊おどるとか、考えるまでもなく無理ゲーだよな～。

「……あら？　私は智とも識のり様と一いつ緒しよに踊おどりたいので、出ますわよ？」

　もやし姫ひめが嫌いやみを打ち返した。おおう。売り言葉に買い言葉かよ。ていうか……

「あの、俺おれも別に……」

　踊おどれないよ？　これっぽっちもできない。機会もないから知らないんだよ、踊おどり自体を。

　マイムマイムくらいは行けるか？　って、どう考えても舞ぶ踏とう会で踊おどれる演目じゃねぇ!!

「あの、ど平民な俺おれたちはマジで踊おどれないんで……」

　俺おれは馬ば鹿か正直に白状しておいた。

　王子様は「ふうん……」と、鼻を鳴らすように唸うなる。

「一週間後に開かい催さいだ。それまでに基本的な足取りステツプでも憶おぼえてくれれば、リードできるぞ？

　────珠たま殿どのだけならな」

　王子様は横目で一いつ瞬しゆんだけ姫ひめ様を見て、それから珠たまに向かってわざとらしく言う。

　うわぁ……王子様、めっちゃ煽あおってるし!!

「ほほほ──私も、智とも識のり様と踊おどれると思うと、胸が高鳴りますわ～」

　そう言って、もやし姫ひめが口元に手をやって高笑いをした。

　──もう、勝手にしてくれ。




「ああああああ……どうしましょう!?　私、踊おどれませんわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　もやし姫ひめが本に埋うもれた自室で叫さけんだ。




「……阿あ呆ほうか？　あの、もやし姫ひめは」

　ガチムチ王子様が呆あきれたように呟つぶやいた。

　丁度、俺おれと珠たまがペディア電話で話をし始めた時に姫ひめ様が叫さけんで。

　丁度、俺おれの側に王子様が居て。モロに聞かれてしまった。

　俺おれたちに悪気はない。いや、本当。




「じゃあ、なんで『出ますわよ』なんて言っちゃったの──!?」

　珠たまが焦あせった声でもやし姫ひめに尋たずねた。

「だって[image: ～][image: ～]あんな風に意地悪なこと言われたらぁ～!!　悔くやしいじゃないですかぁ～!!」

　おいおい……どういう意地の張り合いなんだよ？

　とにかくペディア電話経由で、何もかもが王子様に筒つつ抜ぬけだった。

「あの、もやし姫ひめは、どうするつもりなんだ……？」

　ついに筋肉王子様も〝もやし姫ひめ〟とか普ふ通つうに言い出すし。

　俺おれたちでさえ、言わないようにしてたのに──いや、元々思ってたのかもだけど！

「でも……王子様も、わりと意地悪だったと思いますよ？」

　だってさ、どう見ても、姫ひめ様のことをわかってめっちゃ煽あおってたよ、あれは。

「う……む」マッチョ王子様が苦り顔で唸うなる。

「──まぁ、そうだな。猶ゆう予よ期間は一週間ある」

　王子様が少しだけ思案して、そして口を開いた。

「そなたらに、踊りダンスの教師をそれぞれ付けよう。一週間後までに必要最低限を憶おぼえてくれれば、各おの々おのの体てい裁さいくらいは保てるんではないのか？」

　おっ？　なんか折れてくれたのか、王子様が妥だ協きよう案を出してくれた！
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　そんなわけで舞ぶ踏とう会に出るための〝お稽けい古こ〟が開始された。

　宮きゆう殿でんの大きな広間。そこでエルフのおっさんおばさんが、俺おれたちに踊おどりの指導をする。

　先生を付けてくれたのは良いいが、厳しい。俺おれたちが足踏みステツプを揃そろえようとしたら──

「ああもう！　なんでそんな方向に足出すのよ!?」

「お前こそ、なんでそのタイミングに回ろうと……っててて！　足踏ふむな、足!!」

　二人して足が攣つる！　もつれる！　引っかかる！

「「へったくそですねえ……」」

　多重ペディアが広間の片かた隅すみで、菓か子しを頰ほお張ばりつつ、茶をグビグビ飲みながら、ほざく。

　本当、こいつ、俺おれたちの神経を逆なでする天才だな！

「うっせーよ！　今回、電話機能以外、なんもしてないだろ!?」

「「いやですね～。ちゃんと必要最低限の解説はしてますよ～？」」

　ああ、ここに来た超ちよう初期段階に気のせい程度にな。




　それで、もやし姫ひめの方はというと──

「うきゃあ！」

　俺おれたち以上に、足が攣つって、もつれて、引っかかって、そしてコケる。

　なんという運動神経の無さ！　どれくらい無いかって、インドア派の俺おれと珠たま以下だ。

　しかも、ガリヒョロで体力も無いから、息切れも超ちよう早い！

　そんなグダグダのもやし姫ひめの様子を、ガチムチ王子様が遠目からそっと見ていた。

　ヘロヘロのだるだるな踊おどりらしきものをして、姫ひめ様はそのまま力ちから尽つき、倒たおれる。

　もやし姫ひめがぶっ倒たおれた瞬しゆん間かんを見た王子様が、凄すごく大きなため息を吐ついた。




「あうっ……！　イタタタタ……。沁しみますわぁ……」

　ぶっ倒たおれてそのついでに膝ひざとか手とかを擦すり剝むいたもやし姫ひめ様に、宮きゆう廷てい医師が手当をする。

　もやし姫ひめが倒たおれたので、俺おれたちは暫しばらく休きゆう憩けいすることになった。

　俺おれたちと姫ひめ様が宮きゆう廷ていの中庭にある東あずま屋やにやってきて、椅い子すに座すわった途と端たん、宮きゆう廷てい医師さんが看護師さんらしき人と一いつ緒しよにやって来て、もやし姫ひめの手当をし出した。

　あれ？　もしかして、マッチョ王子様が呼んだのかな？

　医師さんはついでに俺おれたちの足の調子とかまで診みてくれた。

　めっちゃ親切……。で、終わったら宮きゆう廷てい医師さんと看護師さんはそそくさと退散した。

　おう、去り際が手て際ぎわ良いい。何という黒くろ子ごポジション。

　しかも、その後に宮きゆう廷てい侍じ女じよさんらしき人がお茶お茶ちや菓が子し一式を持ってやってきた。

　さすが宮きゆう殿でん。至いたれり尽つくせりだな！




「やっぱり体を動かすものではありませんわね……」

　宮きゆう廷てい医師が去ってから、お茶を前にして、もやし姫ひめがため息交じりに呟つぶやいた。

　うん。ちょっと運動神経なさ過ぎ。でも──

「ねー。なんでそんなに運動嫌きらいなの？」

　丁度、俺おれが疑問に思っていたことを、珠たまが尋たずねた。

「だって……」

　もやし姫ひめが運動神経皆かい無むなのは、昔からだったらしい。

　ただ、昔は今ほど部屋に閉じこもっていたわけでなく、それなりに出で掛かけていたそうだ。

　ところが、エルフ必ひつ須すの弓矢を憶おぼえることになってから、話は変わった。

「当たらないんです……的に!!」

　運動音おん痴ちでド近眼。おまけに不器用さも加わって、射うっても射うっても矢が当たらない。

「私も自分なりに一応、頑がん張ばったのです……」

　朝早く起きて、一人でこっそり練習を、三年間！　続けていたそうだ。

　あれ？　もやし姫ひめ、意外に努力してるよ……。

「でも、ある日、練習しているところを、偶ぐう然ぜんにも兄上に見られて……」

　あ。なんかそれ、凄すごく嫌いやな予感……。

「大勢の前で、兄上に死ぬほど笑われましたわ！　さらにその後、お父様に[image: 叱]しかられてしまって……『何な故ぜ、ダークエルフの姫ひめたるお前が、未いまだに弓も射れぬのか』って！」

　やめてくれ、もやし姫ひめ。その状況シチユエーシヨンは俺おれたちに効く。

　あ。珠たまが隣となりで鬱うつになってる……無理も無い。俺おれもだ。

　そう、オタクたる俺おれたちに、運動なんてそんなリア充なこと。

　は？　運動神経も良いいオタクも居るって？　そんな完かん璧ぺき超ちよう人じん、知るかよ!?

「それは別に良いいんです。元々そんなに出歩くのが好きな方ではありませんでしたから。それよりも！　無理に動くより、素す敵てきな御ご本を読んでいた方が充じゆう実じつすると思いませんか!?」

　若じやつ干かん、同意しかけた。珠たまの方も納なつ得とくしたように頷うなずいている。

　うん。まぁ。うん。そうだな、そうなるな。

「やっぱり、見み目め麗うるわしい素す敵てきな男性同士が結ばれるのは良いいですわよね！　それに、男性同士が結ばれれば、私たち女性にはなんらの危険もありません！　完かん璧ぺきな理想郷ですわ!!」

「たしかに。まぁ、うん。理想郷よね……」

　珠たまの心の琴きん線せんに触ふれてしまったのか、半分顔を引きつらせた笑え顔がおで同意した。

　すまん。そっちは俺おれの範はん疇ちゆう外だ。

「だから、こちらのご縁えん談だんが上がった時に私、喜んだのです……祖国は意地の悪い兄上が継つぎますから、あの国から逃にげ出だす絶好の機会だと」

　茶ちや碗わんを前に、もやし姫ひめが目を伏ふせた。

「ハイエルフと窺うかがっておりましたから、瘦そう身しんの優やさしい方と思っておりましたのに──まさか、あんなに体を鍛きたえた方だったなんて……！」

　逃にげたところにも、いいことはなかった──と。

「わたしたちに優やさしい世界なんて、どこにも存在しないのね」

　ああ、わかってるよ。

　俺おれたちに優やさしい世界なんて、この世にも異世界にもないんだ。

「「鬱うつ展開ですねぇ……しみったれて食欲がないのなら、それ欲ほしいですぅ……」」

　Ｗペディアが物もの欲ほしそうな顔をして、全く手を付けてない姫ひめ様の菓か子し皿を狙ねらっていた。

「空気読まない上に卑いやしいな！　お前!!」

　駄だ女め神がみをもやし姫ひめの菓か子し皿から遠ざけようと、俺おれが立ち上がりかけた時。

「「ふぎゃ!?」」

　Ｗペディアの首根っこを捕つかまえた者が現れた──ガチムチ筋肉王子様だ。

「……なんだ？　皿の物が減ってないな？　喰くったらどうだ？」

　王子様が邪じや魔まなＷペディアを脇わきに置き、もやし姫ひめの前に置かれている皿を見ながら言う。

　もやし姫ひめの皿にはお菓か子し以外に、サンドイッチとか、色々あった。

　全然減ってない。というか全然手を付けてない。

「要いりません。こんなに食べられません。それより、殿でん下か。凄すごく汗あせ臭くさいですわ……」

　拒きよ否ひった上に、姫ひめ様はさらに悪態を吐つく！　そこで煽あおるのかよ、このもやしは!!

「そうか。今日はまだ運動していないのだがな」

「雰ふん囲い気きが汗あせ臭くさいのです」

　まだ言うのかよ!?　珠たまの方を見ると、珠たまは肩かたをすくめている。付ける薬なし、ってか？

「──で、少しは体を動かして、食欲も出たのではないのか？」

　悪態を王子様は気にしたふうでなく、促うながすように言う。

　姫ひめ様の方はしかめっ面つらをして、目の前の皿を恨うらめしそうに睨にらんでいる。

「だから、こんなに……食べられませんわ──それよりも、これは嫌いやがらせですか？　いつもいつも、こんなに沢たく山さん用意して。残したくありませんので、止めて頂けませんか？」

「そなたは瘦やせすぎだ。その不健康そうな顔。見るに堪たえん」

「余計なお世話です！」

　そう叫さけんでから、もやし姫ひめが立ち上がり、その場をさっさと退散する。

　途と中ちゆう、もやし姫ひめはフラついて、躓つまずきそうになる。とことん運動神経ゼロだな……

　王子様がそんな姫ひめ様の後ろ姿を、苦い顔をして見ている。

「ところで……王子様。さっきの姫ひめ様の話……聞いてました？」

　俺おれはさっきから少し気になっていたので尋たずねてみた。

「……ああ、あれか」

　王子様が中庭から宮きゆう殿でんへ出入りする入り口に立っている衛兵に目配せした。

　衛兵は慌あわててやってきて、王子様の前で敬礼した。

「弓矢はな──」

　王子様が衛兵の肩かたに掛かけられていた矢や筒づつから、矢を一本、取り出した。

「────私も苦手だ！」

　王子様は握にぎった矢を、勢いよく投げつけた！

　投げられた矢は、中庭にあった噴ふん水すいの魚の彫ちよう刻こくへ、綺き麗れいに刺ささった。

　うおっ!?　凄すごい投とう擲てき能力というか、命中率!!

「弓ゆ掛がけすると、どうも当たらなくてな……エルフ必ひつ須すと言われ、困り果てていた」

「はっ！　殿でん下かは弓を用いる必要は、一いつ切さいございません！」

　衛兵がビシッと背筋を伸のばして敬礼しながら、威い勢せい良く答えた。

　うん……要いらないね、弓。
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「もうさ。あれ、姫ひめ様が頑かたくななのが問題なんじゃないのか？」

　その夜、あてがわれた部屋で俺おれと珠たまは、ペディア電話で会話していた。

〔……何でそう思うの？〕

「だってさ。王子様、凄すごく気を使ってるじゃないか。あれ、間ま違ちがいなく、もやし姫ひめがヘロヘロなのを、心配してるぞ？」

〔でもねー。姫ひめ様は王子様のことを警けい戒かいしてるんじゃないのかしらね～？　姫ひめ様の兄上だっけ？　ダークエルフの王おう太たい子し殿でん下かな兄上王子様。こいつがトラウマ植え付けたとかで〕

　努力を思いっきり笑われるとか。死ぬまで忘れられなさそうだもんな！

〔いっそ、この後に起こる事件だっけ？　で、暗殺されちゃった方が良いいんじゃない？〕

「それは駄だ目めだろ、世界が滅ほろぶから！」

　運命の女め神がみプランが言っていた。

　世界破は滅めつのきっかけである、ダークエルフの王太子暗殺事件。

　確かに、もやし姫ひめの兄貴は聞いた感じ、あんまり良さそうな人じゃないよな。

　居なくなった方が良いいとか、一いつ瞬しゆん思ったりもしたけど、それじゃまずい。

〔ああ。でも、惜おしいとは思うのよね～。惜おしいとは！　あのマッチョ王子様、割と気が利きくし、なんだかんだ言って姫ひめ様を気に掛かけてるし！　何とかして進まないかしら～？〕

　珠たまが口くち惜おしい様子で呟つぶやく。

　姫ひめ様が余りに救いようがなくて、王子様、途と中ちゆうで諦あきらめかけてた感はあったけどな……。

　というか、俺おれら、王子様お姫ひめ様に言い寄られてた筈はずなのに、なんか二人の喧けん嘩かに巻まき込こまれた感がしてきたんだが……って、そうだ。これって当て馬業務だったな。

「まぁ、俺おれが一番驚おどろきなのは、姫ひめ様にどれだけつれなくされて悪態を吐つかれても、案外そこまで怒おこってないガチムチ王子様だけどな」

　さすがに男侍はべらすとか、凶きよう暴ぼうとか言われた時はキレていたけど、本人から直接ボロクソに言われたりする程度ではそんなに動じてないんだよなー。

「そこは同じ太子でも格の違ちがいですね～。向こう見ずな侵しん略りやくをする国家と超ちよう大国との」

　電話係をしていたペディアＡが突とつ然ぜん口を開いた。

〔は？　皇太子？　もしかして、あのマッソー王子様、国の跡あと取とりなの？〕

「です～。この世界最大国家ロース帝てい国こく第一皇子、帝てい位い継けい承しよう権第一位、ムスケル皇こう太たい子し殿でん下か」

　お、おう。そういう言われ方すると、雲の上の人のような気がしてきた。

「文武両道、質実剛ごう健けん。学問においても成績優ゆう秀しゆうで、帝てい国こくの学校を首席卒業ですよ～。あと、私たち神ほどではないですがー、ハイエルフはもっとも強大な魔ま法ほう力を持った方々ですねぇ～。あれで相当強い魔ま法ほうを使えますよ～。あの人」

「って、王子様、そんなんなの!?　てか、全然そんな感じしなかったぞ!?」

　なんだよ、その超ちようスペック！

「何を言ってるんですかぁ～。強大な力をそんなにホイホイ使ったら、簡単に世界が滅ほろぶじゃないですかぁ～。強大な力というのは、制せい御ぎよしてナンボのものですよぉ～」

〔今、『お前が言うな』って思ったわ……〕

　だよな。この駄だ女め神がみ、雑な仕事でトラブルまき散らしてるだけだもんな。

　でも、王子様、超ちよう人じん級かぁ。リアル天然チートかぁ。うわぁ。

　そりゃあマッスル過ぎるのがどうかなとか思うけど……あれ？

　マッスルってそんなに欠点だっけ？　違ちがうよな？

「でも、あの王子様、弓が苦手なんですよねぇ～」

　ああ、苦手らしいな。でも、そんな欠点、気のせい程度だよな！

〔というか、超ちようスペックで王子様とか！　何がどう聞いても玉たまの輿こしじゃん……〕

　珠たまがやさぐれたように呟つぶやいた。

「そんなに腐くさるなよ……珠たま」

〔珠たま言うな！　ああ、でもいいなー。あー、もう！〕

　……やっぱり腐くさっていた。




　そして、舞ぶ踏とう会の踊おどりの稽けい古こを始めて三日目。

　もう俺おれたち（俺おれだけか？）にモチベーションなんか残ってなかった。

　動画サイトで『踊おどってみた』の動画を上げているのは見るけどさ。

　俺おれは見るのが好きなだけで、敢あえてやりたいとは思わない。

　できる人がやってみせてくれるのを、楽しく見る一視し聴ちよう者だ。

　ステップを憶おぼえようと思っただけで、やつらの凄すごさを実感したよ。面めん倒どうくせぇ。

　俺おれ、無理。というか、無理して体動かすくらいなら、家でラノベを……

　──俺おれも末期かな？




　一方、もやし姫ひめはというと。

　案外、頑がん張ばって稽けい古こに励はげんでいた。

　体力が全く無くて、息切れは早いし、運動神経が皆かい無むなのでよくコケては医者に面めん倒どうを見てもらっていたが、辛かろうじて、基本的なことを徐じよ々じよに、徐じよ々じよに、憶おぼえていった。

　まぁ、一人で三年間もコッソリ弓矢の練習に励はげんでいたくらいだもんな。

　王子様も、時々姫ひめ様の様子を見に来ては、何か思案顔だ。

　口では何とでも言っているけどさ。王子様も、姫ひめ様の事が気になるんだな……。




　──とか思ってた矢先、事件は起きた。

　姫ひめ様と珠たまが、舞ぶ踏とう会はどんな格好をするのかという話をしていた時だった。

「……は？　舞ぶ踏とう会に着ていくドレスを……持って、ない？」

　な・ん・だ・と？

「よ、嫁よめ入いり道具に親が持たせたりとか……」

　珠たまが狼狽うろたえながらも、もやし姫ひめに尋たずねてみた。

「邪じや魔まだったので祖国に置いてきましたわ……。本を沢たく山さん持っていきたくて……」




　悲報。姫ひめ様の手持ちの衣服に、舞ぶ踏とう会に着ていくドレスが無いことが判明。




「うおぉぉぉぉい!!　なんだそりゃあああ!?」

　普ふ通つう、持ってくるだろ!!　立場的に!!

　自分にとって不必要な物をバッサリ切る、その潔いさぎよさは感動すら憶おぼえるが。

　でも、普ふ通つうはそれを不要だと切らないものまでバッサリしないだろ？

　引きニート歴長すぎて、そういうところの感覚がちょっとズレたのか？

　姫ひめ様の価値観がそんな感じなんだろうけど！　別にそれは否定しない。否定しないよ？

　とはいえ、それにしたってやばいって！

〔ちょっと、智とも識のり！　これどうするの!?　どうすればいいの!?　というか、その前に、わたしたちが着る服もないんだけれども!?〕

　おういえー。

　続報。俺おれたちの衣い装しようもないでござるの巻。

　そういえば、そうだった。いや、これはわかり切ってた話だけどさ！

　つか、全く全然これっぽっちも考えてなかった……。ははは……。

　ペディア電話で俺おれたち二人が喧けん々けん囂ごう々ごう、侃かん々かん諤がく々がく、喧けん々けん諤がく々がく。

　カオスな感じで会話している側で、呆あきれたように王子様が話を聞いていた。

　王子様が頭を搔かきながら愛あい想そもこそも尽つき果はてたように、ふか～く、ため息を吐ついた。

「……ようは、三人分の衣い装しようを用意してやればいいんだな？」

「アッ、ハイ。よろしくお願いします。ハイ」

　ホンマ、申し訳ない。
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　いよいよ舞ぶ踏とう会当日になった。

　エルフ、エルフ、エルフ、ドワーフ、トロール、えっと……ゾンビ？

　煌きらびやかな宮きゆう殿でんの大広間には、大勢の人ひとたち（？）が集まっていた。

　立食形式というのかなぁ？　沢たく山さん用意された円えん卓たくには、料理と酒がズラリと並んでいる。

　円えん卓たくのど真ん中に、どーん！　と置かれた、こんがり焼けたローストチキンっぽい鳥。

　うわ、美味そ。喰くってみてぇ……。その他、目の前のテーブルに並んだ餌えさ餌えさ餌えさ餌えさ……

　ああ、飢うえた俺おれには餌えさに見えるよ。だってさ──




「あんた……他にもっとない？」

「お前だって……」

　俺おれと珠たまは、料理を横目に、ひたすら踊おどっていた。

　意地の張り合いをしていた王子様と王女様に、誘さそわれるわけにはいかないし！

　踊おどっているというよりも、基本ステップで押おし通とおしているというか。

　なんちゃらターンとか、なんとかポジションとか、うんたらスイングとかあるらしいが。

　付つけ焼やき刃ばの俺おれたちに、そんな高度なことができるはずもなく……。

　仕方ないだろ！　この一週間で憶おぼえたのがそれだけなんだから！

　本気で動画サイトに『踊おどってみた』を投とう稿こうするやつを尊敬したよ！

「智とも識のり。わたしの足、踏ふまないでね……」

「それ、そっくりそのまま返す」

「踏ふまないわよっ！　というか、その嫌いやそ～な顔して踊おどるの、やめてくれる？」

「え？　そんな顔してた？　というか、お前もな！」

「え？　そ、そう？」

　二人して、無理矢理笑え顔がおを作ってみる──駄だ目めだ。表情がわざとらし過ぎる。

　しっかし、こいつ珠と踊おどったのって、どれくらいぶりかなぁ？

　なんか、小学校と中学校と、キャンプファイヤーの度に呪のろわれたようにオクラホマミキサーのラストがいつも珠たまとか！　マイムマイムの隣となりがいつも珠たまとか！

　本当に、あれはなんの呪のろいだったんだ？　運命の女め神がみがなんかしてた？

　じゃなくて！　一応、一応は！　俺おれたちの体てい裁さいらしきものは辛かろうじて保てていた。

「はぁ。お料理食べたいな……。アレなんか、たらふく喰くっちゃ飲みしてるのに」

「は？　アレ？」

　珠たまの恨うらみ言ごとのような言葉に、俺おれは首を捻ひねったが、ソレが何なのかすぐにわかった。

「このお料理、美お味いしいですぅ[image: ～][image: ～]」

　駄だ女め神がみが、餓が鬼きのように飯を喰くい漁あさっていた。

　あれ？　一体だけ？　こいつ、分ぶん裂れつしてたんじゃないのか？

「このワインも、美お味いしいですぅ～」

　別の場所で別のペディアが、酒をかっくらって、ヘベレケになっていた。

　もうこいつ、今回は喰くっちゃ飲み寝ねしかしてないんじゃねーのか!?




　そういや、その問題の王子様と姫ひめ様は──

　俺おれらが踊おどっているわりと近くの壁かべ際ぎわで、二人して黙だまって突つっ立たっていた。

「踊おどらないのか？」

　焦じれた王子様が顔を見ないで姫ひめ様に声を掛かけた。

「で、殿でん下かこそ……」

　もやし姫ひめがすごく緊きん張ちようした顔をして、踊おどっている人たちをじっと眺ながめながら呟つぶやいた。

　なんか姫様、人の多い場所、慣れてない感じがする。まぁ、引きこもってたからなぁ。

「……では、何か喰くうか？　色々とあるぞ？」

　姫ひめ様が困ったような顔で、頭一つ分くらい背の高い王子様を見上げた。

「……どうして殿でん下かは、私に何かを食べさせようとするんです？」

「だから、顔色の悪さが見るに堪たえんと」

「顔色が悪いのは、私がダークエルフだからですわ」

「はて？　ダークエルフは小麦色の肌はだであったと思ったが？　白いとは聞かんな……」

「青白い者もいるんです!!」

　キッと姫ひめ様が背の高い王子様を睨にらんだ。

　──喧けん嘩か、始めるし。

　でもあれ。もやし姫ひめが王子様に食くって掛かかってるだけかな？　頑かたくなだなぁ。




「……殿でん下かは……お踊おどりになりませんの？」

　相変わらず踊おどっている人ひと達たちを見つめながら、姫ひめ様が呟つぶやいた。

「珠たま殿どのの手が空かぬ……そなたこそ」

　王子様が俺おれたちの方なんか見ないで、踊おどってる人ひとたちをぼんやり見ながら言った。

「……智とも識のり様の手が空きませんの」

　こっちも俺おれたちなんか見ないで、シャンデリアを眺ながめながら言った。




　あの王子様と姫ひめ様、何がどう見ても、互いに意識しているのが丸わかりだな！

「かんっぜんに俺おれたち、出だ汁しに使われてるな[image: ～][image: ～]」

　俺おれたちは同じようなステップを延々繰くり返かえしながら、成り行きを見守っていた。

「あの姫ひめ様も、王子様が相当なイケメンだって、見ればわかるでしょうに……」

　珠たまが焦じれたように小声で呟つぶやいた。

「はぁ？」

　俺おれは少し首を傾かしげたが、確かに王子様、よく見たら顔良いい。

　筋肉の方ばかりに気を取られて気付かなかった。

　というか、俺おれが男の顔が良いい悪いなんて、見てるわけない。

　でも、見た目も良いいって、つまり、なんだ？

　地位と名めい誉よと権力と、筋力と魔ま法ほう力持ってて？　顔良くって？

　なにそれ？　それってなんて完かん璧ぺき超ちよう人じん？　なんで持てる人に何でも集中すんの？

　どういう世界なの、これ？　理り不ふ尽じんだ。世の中理り不ふ尽じん過ぎる。

「──じゃあ、お前はあの王子様とか、結構、好みのクチか？」

　とか、うっかり呟つぶやいたんだが。

「は？」とか。珠たまに呆あつ気けに取とられたような、愛あい想そ尽つかされたような、そんな凄すごい顔された。

「……って、人のものを欲ほしがるほど飢うえてないわ！　それより今回受けた依い頼らいって、あの二人をくっつけるのが仕事でしょう？　あんたアホなの!?」

　──[image: 叱]しかられてしまった。
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　結局、王子様とお姫ひめ様は、なーんにもしないでただただ壁かべ際ぎわに突つっ立たっているだけだった。

　俺おれと珠たまの二人は基本ステップのみの踊おどり以下（以下だよな、以下）を延々と一時間以上続け、流石さすがにヘトヘトになってきた。

　一休みしようと、俺おれたちは件くだんの王子様と姫ひめ様の側にあった椅い子すに座すわった。




「「智とも識のりさぁ～ん？　延々踊おどっていたみたいですけど、首しゆ尾びはどーですかぁ？」」

　疲つかれた体に応こたえる耳みみ障ざわりな声は、Ｗペディアだった。

　片方のペディアは爪つま楊よう枝じなんかで歯と歯の間をシーシーさせながら。

　片方のペディアはヘベレケのヘラヘラ笑いをしながら。

　下品だな、こいつ。いや、こいつらか？

「首しゆ尾びもへったくれもねーよ……ご覧の通りだ」

　手を上げるのも面めん倒どうだったので、俺おれは視線で王子様とお姫ひめ様を指した。

「「あらら～。ちゃんと仕事しなきゃ駄だ目めじゃないですかぁ～」」

「あんたに言われたかないわよ……」

　珠たまが口を開くのも嫌いやだと言わんばかりに気だるそうに呟つぶやいた。

「「まぁまぁ。お料理ありますよ～。『腹が減っては戦いくさはできぬ』と申しまして。まずは腹ごしらえでもしたらどうですかー？」」

「動きすぎて食欲なんか湧かねー」

　もうヘトヘト。なんか喰くう気力も体力もない。ああ、ローストチキン……。

　いろんな客に食くい尽つくされて、半分以上減ってるけど、喰くってみたかった……。

　まぁ、今喰くったら俺おれ、リバース間ま違ちがいなしだけどな。

「智とも識のりさんたちが食べないのなら、私たち、もう一周してきますね～」

「智とも識のりさんたちが飲まないのなら、私たち、もう一周してきますね～」

　同じような別々のことをハモらせながら言うと、ペディアＡは飯がある円えん卓たくへ、ペディアＢは酒の載のってる円えん卓たくへと、それぞれの方にそれぞれ向かっていった。

　多重ペディア、うるせぇ！　しかも、喰くって飲んでしかしてねぇよ、こいつら！




「……結局、踊おどらないのか？」

　一時間近く突つっ立たったまま、黙だまってた王子様が口を開いた。

「だから、智とも識のりさんが……」

「──私の挑ちよう発はつに乗っただけだろう？」

　あ……言っちゃった。もやし姫ひめがしかめっ面つらになってる。あーあ……。

「正直、悪いことをしたと思っている──が、そなたが懸けん命めいに稽けい古こしていた姿は少し見直した。それで、だ──」

　王子様が言いかけたところに、ゴツゴツしたチビ親おや父じ集団がわらわらとやって来た。

　ゴブリン？　あ、違ちがった。ドワーフだ。

「これはこれは、ムスケル殿でん下か。本日もご機嫌うるわしゅう」

「いやはや。我々をかような催もよおし物ものにお呼び頂き、恐きよう縮しゆくでございます……」

「人、人、人。さすがはロース帝てい国こく。大勢呼ばれておいでですなぁ」

　ドワーフＡ、ドワーフＢ、ドワーフＣがそれぞれ、超ちよう嫌いやみっぽく挨あい拶さつする。

　よりによってこのタイミングに……なんなの、このお邪じや魔ま虫？

「いや、こちらこそ。わざわざお越こし頂き、有あり難がたく存じます」

　王子様が、呼びたくて呼んだんじゃない感しかしない挨あい拶さつを返した。

「おやぁ？　そちらはオーストリッチの、スプラウト姫ひめではございませんかぁ？」

「おお。あの、深窓の姫ひめ君ぎみと名高い、スプラウト姫ひめでございますかぁ。これはこれは」

「なんという幸運。本当に、今日はなんとめでたい日でありましょうなぁ」

　ドワーフＡＢＣがそれぞれ、値ね踏ぶみするように姫ひめ様を見ては、ネチネチ言う。

　もやし姫ひめが引きこもりっていうの、わかって言ってねーか？　このおっさんたち？

　あ。もやし姫ひめが縮こまっちゃってる。

　長い耳がヘタって倒たおれてる。うわ、追おい詰つめられたうさぎみたいだ。

　と、そこに小親おや父じ集団と姫ひめ様の間に王子様が割って入った。

「──スプラウト姫ひめは大切に育てられた姫ひめ君ぎみ。人前は慣れていないのです。今日、この場に誘さそうのも、かなり苦労をしたので……申し訳ないが、この辺にして頂けないだろうか？」

　王子様が姫ひめ様を庇かばいながら、困ったような笑え顔がおで返す。

「おお、それは大変失礼でありましたなぁ」

「せっかくの花顔でございましたが、残念ですなぁ」

「本当に……」

　慇いん懃ぎん小親おや父じ集団は言いたいだけ言って、そそくさとその場を退散し始めた。

　おお！　王子様、ナイスフォロー!!

　去っていく小親おや父じ集団の後ろ姿を、王子様が作り笑え顔がおで見送る。

「……本当に、鬱うつ陶とうしい連中だ。いつか滅ほろぼしてやりたい！」

　って、せっかく良いいとこ見せたのに、王子様、いきなりの暴言！

「……おやめください……怖こわいですわ……」

　もやし姫ひめが王子様の袖そでをつかんで蚊かの鳴くような声をしてフルフル震ふるえながら訴うつたえる。

　ほら、見ろ！　ビビっちゃってるし！

「う……む。そうだな、すまん。失言した」

　王子様がばつの悪そうな様子で謝あやまった。全くだ。嫌きらいなのはよくわかるけどさ。

「でも……私も、好きではありませんわ……」

　あれ？　もやし姫ひめも？

「まぁ……ドワーフだしな、仕方あるまい」

　そうなんだ……ドワーフ。仕方ないんだ……ドワーフ。まぁドワーフだしな。

　いや、あんたらがエルフだからじゃね!?

「……やつらが来て、話の腰こしが折られてしまったが……なんだ？　せっかく稽けい古こをしたんだ──私と踊おどってみないか？」

　あ、誘さそった。

「ちゃんとリードはするぞ？　どうだ？」

　王子様が促うながす。うわぁ、男前な顔だ。もやし姫ひめが目をぱちくりさせてる。

「えっと……」悩なやみまくってる。「えっと……」思案中……。「えっと……」ああもう！

「何なのあれは!?　早くしなさいよね！」

　珠たまが業ごうを煮にやして呻うめいた。多少の理性が働いていたのか、辛かろうじて小声だった。

「……ふっ」あ、王子様が笑った。そして、うやうやしく手を差し出して、一言呟つぶやいた。

「姫ひめ君ぎみ。一曲、お相手願えませんか？」

「…………はい」

　ポケーっとしていた姫ひめ様が、王子様の誘さそい文句で、遂ついに陥かん落らく。

　差し出された手を摑つかもうとした瞬しゆん間かんだった────




「ふー。飲み過ぎましたー。ちょっと夜風に当たってきますぅぅぅ」

　突とつ然ぜん、外の天気が悪くなり、バルコニーからズバーン！　という不自然な雷らい鳴めいが響ひびき。

「ぼげぶぎゃあ!?」

　という、珍ちん妙みような悲鳴が響ひびいた。




「ひゃあっ!?」

　もやし姫ひめが突とつ然ぜん響ひびいたおかしな雷らい鳴めいと悲鳴に、びっくりして足を蹴け躓つまずかせた！

　王子様も、不自然な雷らい鳴めいと悲鳴に驚おどろいて、フラつく姫ひめ様に手を伸のばすのが遅おくれた。

　もやし姫ひめはそのまま、すってーん！　とスッ転ぶ！

　転がり落ちる牛乳瓶びんの底眼鏡…………って、ええええ!?

「って、このタイミングにぃ[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　もやし姫ひめの派手な転び方に、珠たまが悲鳴みたいな声を上げて、がく然とする。

　突とつ然ぜんの雷らい鳴めいと、おかしな悲鳴、そしてダークエルフの姫ひめ君ぎみの転てん倒とうに、周りがどよめく。

　ど近眼のもやし姫ひめは「めがね～めがね～」と地を這はい回まわり、手て探さぐり……ああああああ。

　何気にこっそり見ていたドワーフらが、何かヒソヒソ話しているし。

　筋肉小親おや父じ集団、どっか行ったと思ったのに、すぐ側に居たのかよ？　ヤな連中だな！

　周りの困こん惑わくしたささやき声に居たたまれなくなったもやし姫ひめが、耳をだらんと垂れ下がらせ、がたがた震ふるえて、口元をカクカクさせて、座すわり込こんだまま涙なみだ目めになってる……。

　姫ひめ様、完全に萎い縮しゆくして震ふるえ上あがっちゃって。喰くわれる寸前のうさぎじゃん。

　王子様が転んだ姫ひめ様を助け起こそうとするが、姫ひめ様はビクついて凄すごい勢いで後ずさる。

「静かにしろ！」

　どよめいている観衆に向かって、王子様が一いつ喝かつした。

　周りがシーンと静まりかえる。

　王子様がもやし姫ひめの落ちた眼鏡を拾おうとするが……。

　脱だつ兎との如ごとき、というのはああいうのを言うんだろうか？

　王子様が眼鏡を拾ってる隙すきに、もやし姫ひめが大おお慌あわてで立ち上がり、その場を全力逃とう走そう！

　フラつき、蹴け躓つまずきつつ、時々あらぬ方に向かいながら、半べそで、庭園の方へ行った。




「あああ、どうしよう……？」

　珠たまが慌あわててもやし姫ひめを追いかけようとするが、俺おれはその手を摑つかんで止めた。

　視線の端はしで、王子様が拾った眼鏡を持って立ち上がり、もやし姫ひめを追いかけるのが見える。

「待てって！　王子様が追っかけてるから!!」
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　逃にげたもやし姫ひめと追いかけている王子様。その跡あとを追った俺おれたち。

　庭園の噴ふん水すいの縁ふちに座すわって、エグエグ泣いているもやし姫ひめを発見した。

「……眼鏡、持ってきたぞ」

　王子様が牛乳瓶びんの底みたいな眼鏡を、もやし姫ひめに差し出す。

「要いらないっ！　そのブサイク眼鏡、嫌ぎらいですっ！　もう要いらないっ!!」

「あまり見えてないんだろう？　それに、これが無いと本が読めないのではないのか？」

「要いらないっ！　本なんか、もう読まないっ！」

　もやし姫ひめがぐしぐしエグエグしながら、全力で拒きよ否ひする。

「あんな大勢の人の前でっ！　だから外なんか出たくなかったのに！」

「すまん……。私が出るようにけしかけたばかりに……」

　王子様が姫ひめ様の眼鏡を持ったまま、目を伏ふせた。

「ええ、ええ、そう。どうせ私は、暗い部屋から出てこないもやしですわよ！」

　やさぐれた姫ひめ様が憎にくまれ口ぐちを叩たたく。

「殿でん下かだって本当は私のこと、引きこもってばかりのもやしだって思ってたんでしょ!?　暗くてジメジメして嫌きらいなんでしょ!?　いつもいつも私の顔を見るたびに嫌いやそうな顔して！」

　見えてるのか見えてないのか、王子様の方を向いてもやし姫ひめが叫さけんだ。

「眼鏡も要いらないっ！　本も要いらない！　もう要いらない！　要らな──い!!　わぁぁぁん!!」

　もやし姫ひめが鼻水を垂れ流しながら、大声で泣き始めた。




「──意を決したところに、トラウマをモロに刺し激げきする出来事があったものね……。あんなに大切だった何もかもを投げ出して……。そうよね、仕方ないわよね……」

　珠たまが遠い目をしながら呟つぶやく。だめだこれ、感化されてる……。

「お……おい？　珠たま？　しっかりしろ。おーい!!」

　声を掛かけてみるが、珠たまのやつ、暗～くなって鬱うつ入りまくり。

　あ～もう！　こいつ、普ふ段だんは気が強いくせに、肝かん心じんなピンチの局面で弱いんだよな！

　俺おれは珠たまの頭をガシっと摑つかんだ。

「ったく。何、心配してんだか知らんけど。散々異世界でヤバい場面を、行き当たりばったりでも、どうにか一いつ緒しよに抜ぬけてきたじゃん？　それにこれ、全然大だい丈じよう夫ぶだろ？」

　珠たまが目を瞬まばたかせた。ほんっと、こいつも仕方ないやつだな！

「王子様がどうにかしてくれるだろ？　────ほら、あれ」

　俺おれは王子様とお姫ひめ様の方を指さした。




「──まぁ、もやしは否定せんが……」

「ほらぁ、やっぱり！　もやしだと思っていたじゃないですかぁぁ!!」

　ヴァ───と、もやし姫ひめがさらに大声を張り上げて泣く。

「……別に、根が暗くてジメジメしていると思っておらんし、それに、嫌きらいでもないぞ？」

　ぐちゃぐちゃに泣きじゃくっていた姫ひめ様が、一いつ瞬しゆんピタリと止まった。

「そもそも、本当に根が暗かったら、私のことを汗あせ臭くさいだの言って、食くって掛かかってきたりしないだろう？　あれだけよく絡からんできていたというのに……まったく」

　王子様がぶつくさとこぼす。姫ひめ様がそぉ～っと、顔を上げた。

「……でも、初めてお会いしたとき……ひっく！　とても、残念そうな顔を……ひっく！　していましたわ……ひっく！」

　もやし姫ひめが真っ赤な目で嗚お咽えつしながら恨うらみがましく王子様を見る。

「あれは瘦やせすぎていたからだ。しかも、顔色まで悪くて……」

　王子様がヒクヒク嗚お咽えつして肩かたを震ふるわす姫ひめ様の頭を、軽くポンポンと叩たたいて言った。

「大体な？　そなたは元々瘦やせていたのに、こちらに来てからさらに瘦やせて……見ているこちらからしたら、気が気でなかったぞ？」

　もやし姫ひめの長い耳が、ピクピクっと動いた。

「とりあえず……ほら、これで顔を拭ふけ」

　そう言ってから、王子様は懐ふところからハンカチを取り出し、姫ひめ様に渡わたす。

　黙だまってハンカチを受け取った姫ひめ様が、涙なみだを拭ぬぐった後、チーン！　と、鼻をかんだ。

「しかし、あの雷らい鳴めい。あれは、恐おそらく、運命の女め神がみプランのものだ……」

　鼻の頭が真っ赤になった姫ひめ様は、小首を傾かしげた。

「運命の女め神がみに願をかけたというのに、自らは行動しない私に対する罰ばつなのだろう。そして多分、そなたに対してもだ」

　もやし姫ひめはキョトンとした様子で王子様を見つめる。

「ああ、わからなくてもいい。女め神がみは我々を害するつもりはないだろうから」

　姫ひめ様は眉まゆを寄せ訝いぶかしげに王子様を見ていたが、少しの間、何か考えを巡めぐらせていた。

「──今日の殿でん下か、あまり汗あせ臭くさくないのですね……」

　畳たたんで丸めたハンカチを握にぎり締しめ、もやし姫ひめがブスっとして呟つぶやいた。

「それは、まぁ、舞ぶ踏とう会だからな。身み綺ぎ麗れいにしている。汗あせにまみれてるのは嫌きらいか？」

「…………いえ、全然…………」

　王子様が「ふうん……」と、興味深げな表情で唸うなると、姫ひめ様の顔を見た。

「──やはり、そなた。眼鏡を取ると、いとけなくて愛らしいな」

　もやし姫ひめがびっくりした顔をした。長い耳がピクンと震ふるえる。

「わ、私。眼鏡なくって、周りがぼやけて……殿でん下かのお顔、全然見えませんわ……」

「ん、そうか」

　そういうと、王子様が姫ひめ様の視線の間近まで、ずいっと自分の顔を近付けた。

「──これなら見えるか？」

　もやし姫ひめの長い耳がピーン！　と立って、口をパクパクさせる。

「話を戻もどすが──そなたはか弱すぎる。特に、こちらに来てから食も細く、瘦やせていく一方だ。勝手のわからぬ土地ゆえ、慣れぬのかもしれんが、病に倒たおれるのではないかと案じている」

　コクコク姫ひめ様が頷うなずく。

「出来れば、もう少し食べて欲ほしい──食べてはもらえまいか？」

「ひゃい……」

　至近距きよ離りの王子様に見つめられながら、姫ひめ様が辛かろうじて返事をする。

「よし、いい子だ」

　そう言って、王子様が優やさしく笑って姫ひめ様の頭を撫なでた。あ、姫ひめ様の耳、真っ赤だ。

「それと、そなたはもっと体を鍛きたえた方が良いいかもな」

「い、いやです……また躓つまずくもの……」

　ほんの少し前、大衆面前で盛せい大だいに躓つまずいたせいか、姫ひめ様がそう訴うつたえる。

　その様子に王子様は小さくため息を吐ついた。

「元より平衡感覚に多少の不自由があったようだが、今は食事が足らぬ上に、運動不足だから、余計にだ。こちらとて、あんなに躓つまずくのを目まの当あたりにすると、怪け我がの心配が尽つきぬ。無理はしなくていい。多少は付き合う」

「でも……」もやし姫ひめが俯うつむいた。

「私……あの、弓矢が……苦手なんです……」

　とても言い辛づらそうに口にする。さっきまで立っていた姫ひめ様の耳が、しおしおと垂れた。

　しょんぼりした姫ひめ様を見て、王子様がフッと笑った。

「ああ、それな──私もだ」

「ひゃい？」姫ひめ様が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「まぁ……なんだ？　苦手ではあるが……二人で的に当たるように、頑がん張ばろうか？」

　そう励はげますように言い、王子様が手に持っていた眼鏡を姫ひめ様にかける。

「全く上達しなかったらしなかったで、きっぱり諦あきらめよう──どうだ？」

　肩かたをすくめながら、今度は少し悪いた戯ずらっぽく笑って王子様がいった。

　萎しおれていた姫ひめ様の耳が、再びピーンと立った。

　目を見開いてから──王子様の腕うでにギュウッと抱だきついた。
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「────な？　王子様がなんとかしてくれただろう？」

　俺おれは指で二人を指しながら、肩かたをすくめた。

　俺おれと珠たまは庭園の木こ陰かげに隠かくれて二人の成り行きを見ていた。

　珠たまがもやし姫ひめの不運っぷりに、大分感化されていたんだが、イケメン王子様が姫ひめ様をどうにかしてくれたので、結果、良いい感じにまとまった。

「そうねー。姫ひめ様の耳は感情表現豊かよねー」

「って、違ちがうだろそれ？」

　確かに俺おれも思ったけれども！　あれはうさぎか何かの耳か!?　違ちがう違ちがう……。

「そうねー。王子様、姫ひめ様にベタ甘あまねー。良いいねー」

　って、おいおい……。

「なんか、腐くさってるなー。お前」

「べつにー」

　珠たまがおざなりな返事をした。

　はぁ……ったく、なんなんだよ、こいつは？




「「智とも識のりさぁ～ん。珠たまさぁ～ん。どこに居たんですかぁぁ？　探したんで……むぐぅ!?」」

　丁度悪いタイミングに、たらふく食って腹回りがブヨンブヨンになったペディアＡと、何な故ぜか雷かみなりパーマになったペディアＢが、空気を読まずにドタドタとやって来た。

「空気読めよ！　邪じや神しん!!」

「静かになさいっ!!　疫やく病びよう神がみ!!」

　小声で制し、慌あわててペディアＡＢの騒そう々ぞうしい口を俺おれと珠たまで塞ふさぎ、黙だまらせた！

　っだ、こいつ!?　なんでこうも、最悪なタイミングで来るんだよ!?

「って、なんでこいつ、焦こげて雷かみなりパーマに……って、あー！」

　あれだ！　舞ぶ踏とう会の途と中ちゆうで不自然な雷らい鳴めいが響ひびいた、あれ。

「あ・ん・た・が、原因だったの!?」

　珠たまがペディアＢに凄すごんで尋たずねる。

「「違ちがいますぅ～。プラン様ですよぅ～」」

「「え？」」

　俺おれと珠たまがハモったところで、周りの音が消え、キラキラと光の粒つぶが舞まい降おりてきた。

　ふわふわと運命の女め神がみが舞まい降おりてくる。

「運命の女め神がみプラン、ただ今降臨……」

　プランは華か麗れいに降り立ち、にっこり俺おれたちに笑いかけた。

　そして、ちゃっかり逃にげ腰ごしのペディア×２の頭を両手でガシっと摑つかむ。

「うるさいので元に戻もどしますね」

　そう言ってプランは摑つかんだペディア×２をガ───ン！　と叩たたき合わせる。

「ギャース！」という叫さけびと共に、元の一体のペディアに戻もどった。

　こえぇ。上司、こえぇよ……。

「ご安心ください。ただ今、この周りの音と我々の姿は消しています──そして、解決です。お二人とも、お疲つかれ様さまでした」

　プランが駄だ女め神がみから手を放し、こちらに向かってにっこり微ほほ笑えんだ。

「え？　これでいいの？」

　珠たまが首を傾かしげてプランに尋たずねた。

「ええそうです。これでこの世界の危機と、スプラウト姫ひめの命は救われました」

「へ？　姫ひめ様の命？」

　うっかり声に出してしまった。というか、どういう……？

「スプラウト姫ひめは拒きよ食しよくに陥おちいっておりましたからね……あの調子でいたら、低栄養による臓器不全率50％、不整脈での心肺停止率45％、危き篤とくな感かん染せん症しようの罹り患かん率73％、筋力低下による転てん倒とうでの重大な障害率80％……これによって姫ひめ君ぎみ死去。ダークエルフとハイエルフの不戦協定破は棄き。そしてダークエルフの皇太子暗殺事件発生。その後、世界的大戦争勃ぼつ発ぱつ……」

「いやいやまてまてまて！　そんなヤバい状態なら、姫ひめ様、踊おどらせたら駄だ目めだろ!?」

　思わず俺おれは叫さけんだ！　ヤバ過ぎる、その体調!!

「だから、その重じゆう篤とくな状じよう況きようになる十日前に派は遣けんしたのです。今なら、少し転ぶ程度、痛いだけの洒しや落れで済みますからね」

　話を聞いた珠たまの顔がヒクヒクしている……無理もない。

「しかしまぁ……なかなか勘かんの鋭するどい王子でしたね。私の電でん撃げきにお気付きになるとは」

　プランがぼやくように言う。え？　なにそれ？

「それ、どういうことですか……？」

「いえね、王子と王女。二人とも私に願いを掛かけたのは良いいのですが、なかなか頑かたくなに行動にでなかったのでね……少しばかり、お仕置きを」

　って、えええええ!?

「あれ、王子様と姫ひめ様に対するお仕置きだったんですかっ!?」

　珠たまがビックリたまげた様子で叫さけぶ。

「ええ。私、運命の女め神がみプランは世界が滅ほろびるのを阻そ止しすると同時に、助命と縁えん結むすびも権能のうちに入ってますからね。願いがあれば、ささやかながら助力します。でも、きっかけだけ。後は自分自身の力と行動です。世界はそこに住む人ひとたちによって形作られるのですから」

　プランが王子様と姫ひめ様の方を見る。王子様が姫ひめ様を抱だき上あげているところだった。

「王女は『白馬の王子様に振ふり向むいて欲ほしい』王子は『この娘むすめを救って欲ほしい──』特に今回、王子の願いの方が強かったですね」

「願い事、違ちがってませんか、それ？」

　確かあの二人「白馬の王子様が来て欲ほしい」と「運命の姫ひめ君ぎみ云うん々ぬん」とかだったはず。

「いえ。私が叶かなえるのは表層上の願いでなく、もっと根底にある真の願いですよ」

　姫ひめ様を抱だき上あげた王子様が宮きゆう殿でんに向かう途と中ちゆう、こちらを振ふり向むいて──フッと笑った。

　プランはにっこり笑って、王子様に手を振ふる。

「でも、電でん撃げきが落ちる前って、結構、良いい雰ふん囲い気きじゃなかったですか？」

　珠たまが腑ふに落ちない様子でプランに尋たずねた。

「あれでは足りませんよ？　王女は相変わらず王子に対して気き後おくれしたままですし、王子は彼かの女じよの荒すさんだ心に寄より添そっておらず、何ら解決していません」

　やれやれ、と、プランが肩かたをすくめた。

「まったく。追おい詰つめられているんですから、二人とも、頑かたくなになっている場合ではなかったのですよ──仕方ないので少々せっついて差し上げました」

「ああ。じゃあ、あれはペディアに対するお仕置きとかでは……」

「あ、それも込こみです」

　尋たずねた珠たまがその答えに、ガックリと項垂うなだれた。

「でも……正直、俺おれたち、言うほど役に立ってなかった気がするんですけど？」

　あの二人が勝手に意地の張り合いしてただけな気がするんだよなー。

「ああ、そんなことありません。ばっちり、当て馬になって頂けてました。特に王女に対して効果てきめん！　出来る王子に対して突つっかかる以外できなかった、自信のない引きこもりの王女が、あんなにも活動的になれたんです」

　そうか……そうなんだ……。役に立ったのか……俺おれたちは。

「これも、智とも識のりさんが、どんなに自信のない女性でも、何も気負いすることなく話しかけやすい、とても平へい凡ぼん平均で地味な普ふ通つメンだったからです。ありがとうございます」

「あの、あんまり褒ほめられた気がしないんですが……？」

　ああ、俺おれはフツー。平へい凡ぼん平均で地味～なオタクだよ。うん。

「そんなわけで、これでいくつかの案件の内、三件は解決したのですが──追加でもう一つ、出来ました──ペディア」

「ひゃい……」

　及および腰ごしのペディアがヘタれた返事をする。

「私、名代を申しつけたはずですよね？　あなた、如い何かほどお仕事しまして？」

　尋たずねられた駄だ女め神がみがなにやら腰こしをくねらせ、上うわ目め遣づかいでウニャウニャし始めた。

　仕事か、仕事。ペディア、なんかしてたっけ？

「えーと、えーと。電話係しましたぁ。あ、解説もしましたよぅ。ホントホント」

　ペディアが言い訳がましく自分の仕事っぷりを説明しだした。

　ああそうそう。電話係。携けい帯たい電話代わりにはなった。

　でも、解説か。気のせい程度に解説してたな。気のせい程度だが。

「そう……ですか────ち・が・う・で・しょ・う!!」

　プランが手に持つ雷かみなりマークの杖つえに、ビシビシと電でん撃げきがほとばしる。

「食っちゃ寝ね、食っちゃ寝ね！　飯を食い漁あさり、酒をかっくらい！　あまつさえ、王子がせっかく王女のために用意した食事を横から分ぶん捕どる！　美お味いしかったですか？　楽しかったですか!?　そうやって、あなたが美お味いしく楽しくしている間！　私があなたの始末書の分のしわ寄せを、一体どれだけ処理したか…………」

「あーえっと、プラン様ぁ？　あんまり怒おこったら駄だ目めですよぅ？　ほらぁ、皺しわが……」

　ペディアが上うわ目め遣づかいで腰こしをくねらせ、エヘエヘと笑っている。

「笑って誤ご魔ま化かせると思っているのかぁ───!!」

　ズッバ──────ン！　と、今まで見たこともないような電でん撃げきがペディアに落ちた。

「ぎゃ─────す！」

　凄すごく情けない悲鳴が響ひびき渡わたる。

「さぼっとったんじゃろがぁぁぁ！　このボケぇぇぇ!!」

「ひぃ……！」

　珠たまがプランの怒いかりっぷりを見て、悲鳴を上げた。

　やっぱり怖こわい。この女め神がみ、超ちよう怖こわい。

「──あ、つい、怒いかりで我を忘れて……失礼致いたしました。とにかく、お二人には本当に感謝しております。ありがとうございました。これにて帰き還かんとさせて頂きますね」

「「ア、ハイ……」」

　どん引く俺おれたちに、にっこり笑いかけたプランは、手にした杖つえを振ふり上あげる。

「あ、そうでした。礼については、後ほどお贈おくりさせて頂きますね……」

　付け加えられた言葉に、思い出す。そういや、お礼するって言ってた。

「お礼って一体何……？」

　そう、珠たまが尋たずねようとした途と端たん、俺おれたち二人は光に包まれた──
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　気が付いたら、俺おれたち二人は元の世界に戻もどされていた。

　下校時間から少し経たって──もう日が暮れている。

　舞ぶ踏とう会の衣い装しようを着ていたはずだが、俺おれたちはちゃんと元の制服に戻もどっていた。

　あー。なんだか。うん、なんだかなぁ……。

　今回はペディアでなく、上司のプランからの依い頼らいだったせいか、失敗の後始末ではなかっただけ、全然マシだったけど──やたら、あてられたなぁ。あの王子様と姫ひめ様に。

　彼かの女じよない身としては、なんか、こう、切なくなる。

　──なんか良いいことないかなぁ？




「いいなぁ、あの二人ー。わたしも彼かれ氏し、欲ほしいなー」

　珠たまが呟つぶやく。なんだ？　こいつもあてられたのか？

「お前なら声かけりゃいくらでも相手してくれるヤツいるだろ」

　俺おれは投げやりに答えを返す。

　だって、女め神がみにさえ太たい鼓こ判ばん押おされる普ふ通つメンの俺おれと違ちがって、わりと可か愛わいいからな、こいつ。

「彼かれ氏し欲ほしいなー」

「それを言うなら俺おれの方こそ彼かの女じよ欲ほしいわ」

　出来ればオタ趣しゆ味みに理解があって、一いつ緒しよに楽しめるようなやつで！

「彼かれ氏し、欲ほしいなー！」

「嫌いやみかよ!?」

「彼かれ氏し、欲ほしい、な─────!!」

「だーっ!!　うっせぇ!!　なんなんだよ!?」

　しつけぇ!!　一体全体なんなんだ？

「だから！　自分に気がありそうなやつで気に入ったやつに声掛かければいいだろ？」

　ホントに。俺おれに何度も訴うつたえたところで、どうにもならないだろ。

「わたしからっ!!　男にっ!!　声を!!　かけられるわけ!!　ないでしょ!?」

　そう、珠たまは一気に捲まくし立たててきた。何でそんなにカリカリしてんだよ。

　んなこと、俺おれに言われても、知らんわ。

　というかさ……。

「じゃあ、俺おれが〝付き合ってくれ〟とか言えば、付き合うわけ？」

「良いいわよ？」

　──は？

　勢いで尋たずねたんだが──あっさり了りよう承しようしやがったぞ、こいつ？　あれ？　でも……

「いや……まてまてまてまて！　なんでそんなあっさり？　どんなけ飢うえたんだよ!?」

　何で俺おれ？　というか何、この状じよう況きよう？　俺おれ、珠たまに茶化されてるの!?

　戦せん慄りつしている俺おれをよそに、珠たまの方はというと──

　何か、モジモジゴニョゴニョしている。

「えっと……別に、飢うえてないけど……即そく売ばい会あったら売り子してもらえそうだし……カートとか段ボール箱持ちとかしてもらえそうだし……聖地巡じゆん礼れい、付いてきてくれそうだし……」

　珠たまが照れながらそう答えるんだが──いや、ちょっとマテ。

「なんだそれ、パシリか!?　付き人か!?」

「ええ？　そんな感じじゃないの？」

　珠たまが本気で言ってる──それ、なんか違ちがう。多分、違ちがう。

「だから！　もっと、そんなんじゃなくて…………えっと、えっと……なんだっけ？」

「……さぁ？　なにかしら？」

　今度は首をすくめて珠たまがとぼけたように言った。

　口先だけは、さも冷静そうにして、でも、顔はあらぬ方を向いて、目が泳いでいる。

　長い付き合いのせいで、よくわかる──こいつ、照てれ隠かくしだ。

　──そう気付いた途と端たん、なにげに俺おれたちの間で気まずい空気が流れる。

　どうしよう。えっと、どうしようかな？　ああ、そうだ。あれだ、あれ。

　あれって何だ!?

「そうだ！　とりあえず帰ろう！　それで、家でじっくり考えるわ」

　よくわからんが、さすが、俺おれ！　名案だ。

「来週までに考えておいてねー」

　珠たまが明るく返事をした。うん。いいね、明るさは大事！

「何を考えるか知らんが、来週までに頑がん張ばるわー。お前も頑がん張ばって考えろよー」

「うん、わかったー。じゃーねー」

「ああ、またなー」

　俺おれたち二人は、わざとらしいほど明るく手を振ふった。




　──まだ、自宅まで距きよ離りがあるがな。

　珠たまと俺おれはご近所だ。まだしばらく一いつ緒しよに歩くことになる。

　なんか、知らんが──えっと、リア充昇しよう格かく？　しかも、いきなり。

　でも珠たまなんだよなぁ。俺おれは隣となりを歩く珠たまを見る──なんかこっち向くし。

　うっかり目が合ってしまって、慌あわてて互たがいに逸そらした。

　んん？　珠たまってそんなにアレか？　そうでもないかな？　わりと可愛かわいいし。

　──いかん。今、考えるのは止めよう。

　そう思っていたところに、天からヒラヒラと何かが舞まい降おりてくる。

　俺おれたち二人がそれに気付いて摑つかんで見てみると、ご近所商店街の福引き券だった。

「なにこれ……？　まさか、お礼……？」

　唐とう突とつに降って湧いた福引き券を、珠たまは首を傾かしげて見ていた。




　翌日、福引き券が凄すごく気になった俺おれたちは、学校帰りにご近所商店街まで行った。

　実際に福引きしてみると──一等大当たり。

　超ちよう有名リゾート遊園地、ペアでご招待。

　さらに一泊ぱく二日の露ろ天てん風ぶ呂ろ付き客室の、高級旅館宿しゆく泊はく券が二名様分。

「これか？　これがお礼なのか？」

　お礼としては、十分過ぎるほど十分豪ごう華かなんだけど。豪ごう華かなんだけど！

「こんなもの貰もらって、俺おれはどうしろと!?」

「…………気、早すぎ」

　お礼の内容に、珠たまが呆あきれたように呟つぶやいた。




　結局、露ろ天てん風ぶ呂ろ付き客室の高級旅館宿しゆく泊はく券だけは、珠たまのご両親にプレゼントした。
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　本日は土曜晴天。現在、午前六時半。

　今、俺おれは待ち合わせをしている──三キロほど離はなれた、普ふ段だんは使わないバス停で。




　いや、本当は自宅前でも良かったんだけどな。

　自宅前だと、ご近所さんとか、珠たまの両親とか、もしかしたらうちの親とかが見てる、とか騒さわぐやつがいて。まぁ今日、一いつ緒しよに出で掛かける相方なんだが。

　ご近所さんや親に見られてまずいようなことをしに行くのかっていえば、別にそういうわけでもなく、いつもの珠たまと一いつ緒しよに、福引きで当たったリゾート遊園地に行くだけだ。

　そう、ただの幼おさななじみの珠たまな──そういうことにしといてくれ。

　一週間前に珠たまと約束した『何かしら』のことを考えようと思ったが、俺おれは約束して四十五分で考えるのを止めた。というか、何考えるんだったっけ？

　そうだ。考えるのを止めたんだ。

　とにかく、珠たまのやつが一いつ緒しよにいるところを誰だれかに見られるのを嫌いやがるので、微び妙みように近所から外れている場所を待ち合わせ場所に指定してきて、俺おれはそれに従った。

　ところで、珠たまはここ一週間、学校で俺おれを避さけまくってる。

　珠たま、あのな？　その態度が周りに色々とバレバレだから。




「……って、ちょっと!!　なんでこんな時間に居るのよ!?」

　俺おれは待ち合わせ時間一時間前に来ていたんだが、珠たまは珠たまで、四十五分前に来た。

「あー、いや。なんていうか、早起きしてなぁー」

「あー。あんたも？　へぇ、そうなんだー」

　普ふ段だんの珠たまらしからぬ平へい坦たんな話し方をする。いかん。話を振ふって盛り上げないと。

「やっぱり異世界の人材派は遣けんとか、難しいよなー。特に、ゼロから仕組みを作るとかいうのは、すごく難しいよなー？　なぁ、珠たま？」

　うわ。俺、すごくいきなりな話の振り方、してるし！

「そーねーそうだねー」

　生返事。しかも、『珠たま』と名前を言っても、いつも通りに怒おこらない。

　おいおい、調子狂くるうな。いつもみたく「珠たまって言うな～」とか喚わめこうよ？

「そういや、こないだの異世界、王子様とお姫ひめ様さぁ、凄すごい古典ツンデレっぷりだったよなー」

　話題を変えようと、別の話を振ふってみた。てか、こないだの異世界、って何だよ、それ？

　俺おれがそんな認にん識しきになってるのは大体、駄だ女め神がみが悪い。

「……」

　返事なし。ツンデレ、という言葉の辺りで珠たまがヒクヒクした。駄だ目めだなこれ。

「そうそう。今日の格好、勝負服じゃないんだ……あーいや、なんでもない」

　俺おれば話題を変えるつもりで言ったんだが……いかん。俺おれも意識し過ぎだ。

「………………あ───、そうなんだ。へぇ……」

　珠たまの顔がヒクヒクしてる。なんかドツボに嵌はまった感じだ。

「…………なんか、会話が弾はずまないな！　おい、なんかネタないか？　ネタ」

「……えと。えっと。あーダメ！　すぐに思おもい浮うかぶネタがないもんネタが！　というか、勝負服は一いつ瞬しゆん考えたけど、なんか意識してるの丸出しみたいで、アレかなー？　とか思って、ここはやっぱり活動的な格好で普ふ通つう女子アピっといた方がいいかなーとかなんとか……」

　そうやってダ──っと一気に捲まくし立たててから、珠たまが沈ちん黙もくした。

　うん。今、盛せい大だいな自じ爆ばくを見た気がした。




「……ラブコメですか？　青春なんですね？」

　……なんか、今、凄すごく聞き覚えのある声が響ひびかなかったか？

「じゃああん！　元・知識の女め神がみペディア、もの凄すごくお久しぶりに登場ですぅ～」

　耳みみ障ざわりな声を響ひびかせ、女子高生のコスプレした駄だ女め神がみが、くるりん☆と一回転半しつつ、電柱の陰かげから俺おれたちの前に躍おどり出でた。

「は？　最後に顔合わせてから一週間しか経たってねーよ……」

　お邪じや魔ま虫全開のタイミングで出てきやがった駄だ女め神がみに、俺おれは冷たい視線を向けた。

[image: ]

「あんた、なんで女子高生コスプレ？　てゆーか、元・知識の女め神がみって……」

　珠たまが胡う散さん臭くさそうに駄だ女め神がみを上から下まで眺ながめつつ尋たずねた。

「…………はうっ!!　良く聞いてくださいましたっ!!　あれから私、プラン様に散々お説教された挙げ句、『いっそ、人間からやり直せぇ───!!』って言われてっ!!　十六年ほど前にこの世界の人間に、転生を……よよよよよ……」

　駄だ女め神がみ……いや、元か。は、涙なみだながらに訴うつたえる。

　へー、そう。

　俺おれにはその程度の感想しか浮うかばなかった……。

「へー、そう。わかったわ。じゃあ、わたしたち出で掛かけるから。じゃあねー」

　珠たまが冷たく言い放って、俺おれの手を引っ張る。

　バス、待ってたのに……でもこの場を即そく座ざに引ひき払はらいたい気持ちは同じだ。

「行かないでくださいぃぃ。私、五年前から智とも識のりさんたちを追い回していたんですよぅ？　なのに、プラン様の運命ぱぅわーで私が人間降下される事案が発生するまで、絶対出会わないように制限かけていて！　よーやく、制限解除されて会えたのですぅぅ」

　五年前からって、ストーカーかよ!?

「こえーな。プランもずっと制限かけていてくれた方が良かったな」

「そんなぁ!?　ご近所に引ひっ越こしてきた美少女の帰国子女な女子高生ペディアちゃんって設定なのに!!　萌もえないんですか？　萌もえるでしょ!?」

「全然萌もえねぇよ!!　あと、いかにも最近引ひっ越こして来たみたいに言うなよ！」

　つか、こいつが五年も前から俺おれらの近所に居たって、どーよ!?

「あああもう！　智とも識のり、ダッシュ!!」

「お……おう!!」

　俺おれたちはその場から一気に駆かけだした。

「まってくださぁ～い！　もっとお話しましょおよぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　後ろからドタドタと、元駄だ女め神がみご近所帰国子女のペディアちゃん（謎なぞ）が追いかけてくる！

「なんでそんなに俺おれたちに絡からんでくるんだよ!?　ほか、当たれ！　ほか!!」




　──いきなり邪じや魔ま出現。

　俺おれのリア充ライフはまだまだ遠い。そう思った。







[image: おまけ：駄女神のいる日常]








































































































































あとがき






　１巻の時はページ数の魔ま力りよくのせいであとがきがありませんでしたので今巻が初のご挨あい拶さつとなります、作者の逢おう坂さか為なる人とと申します。頑がん張ばって作り上げた前巻がそこそこ好評だったということで、二巻目を出すことが出来たのは望外の喜びです……が、今巻は前巻にも増して苦労を重ねることと相成りました。作品を作る上で苦労するのは当たり前ですが、なかなか……。

　前回に引き続き、異世界と現世を行ったり来たりの智とも識のりくんと珠たまちゃんとの珍ちん道中。

　妄もう想そうが捗はかどった末に生まれたうちの子たちは、お気に召めしていただけたでしょうか。

　ここまで駄だ目めな子になるはずじゃなかったペディアとか。

　いまいち状じよう況きように振ふり回まわされてばかりいる智とも識のりくんとか。

　おっぱいは残念な設定だったけどもくふう先生の力によって美乳になった珠たまちゃんとか。

　怒おこるとお仕置きが怖こわい苦労女め神がみのプラン様とか。

　半レギュラーと化してしまったゴザル氏うじとか。

　その他のキャラクターたちの振ふる舞まいも含ふくめて、作者的にはそれなりに楽しいお話になったとは思うのですけれど、読者の皆みな様さまにとってはどう受け止められているのでしょうか……？

　思えばこの作品を世に出すこととなった発ほつ端たんは、担当編集氏のお声がけによるものでした。

「急にラインナップに空きができた！　……ひひひ、あれ書いちゃいませんか」

「えっ、今から？」

「せや」「マ？」

　甘あまい言葉に、ほいほい乗らせていただきました。

　そして地じ獄ごくの締しめ切きりに追われる日々が始まったわけですが、それはそれ。

　予定された日に１巻は発売されていたわけですから、何も、問題は、なかった……はず。

　斯か様ような経けい緯いを経て今に至るわけですが、ともあれこうして続巻を上じよう梓しすることが出来るというのは、色々な幸運に恵めぐまれての事だと考えております。

　その最大の運は、ひとえに読者様の目に止まったということ。

　更さらに言うならばお手に取っていただけたということでしょう。

　合あい縁えん奇き縁えんと言うべきでしょうか、この巻もお手に取っていただけたならば幸いです。

　それではページも埋うまりそうなので、御お礼れいの言葉を述べさせていただこうかと思います。

　出版の機会を下さった担当編集氏、ありがとうございました。これに懲こりずにまた使ってください。そして、十分フォローしてくださった副担当編集氏、ありがとうございます。

　愛らしいイラストを厳しいスケジュールの中、華か麗れいに仕上げていただいた、もくふう先生。ありがとうございました。おっぱい！

　そして最後になりますが、これをご覧いただいている皆みな様さま。ありがとうございます。

　また出版の機会がいただけましたら、お目にかかれる事を祈いのって。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「逢坂為人先生」係

「もくふう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











[image: ]










異い世せ界かいに間ま違ちがった人じん材ざいを派は遣けんしてしまったのですが何なんとかしてもらっていいですか？（泣）２




─異い世せ界かいの 法ほう則そくが もっと みだれる！─








逢おう坂さか為なる人と





電撃文庫





2019年2月9日　発行





©Naruto Ousaka 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『異世界に間違った人材を派遣してしまったのですが何とかしてもらっていいですか？（泣）２　‐異世界の　法則が　もっと　みだれる！‐』

2019年2月9日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p281.jpg
W MIBOWWE Qo] VRMIO P d—  HEH— ]

[N—TIR AN EQ 1 BB 1) LK O SIZHHETS NI |

A SR O V-PUEIER D WK QA B EIS 5 O48°

BCEIERIN & @RI UERQ O 2R ERRYUR Y IZadme ) A ys s D47
[BL— $BRU— S0muoMRa S — KGR0 0 {0 Qe |
SOREURK I NTREO W I Lo’ R DR

FERIERH SR LR DT
FAWERE S0° B 5 Q098 0B R N RENQVET UEWET A oS RINN 4%

)~

QR ERUANAINENXAWY L QRS

EoU S

AUR°

...... ° H O BoERE O NSRS
I RERHOFMEUEV VIIROEE ( VKO W 5~°
BrREEY QO HQ VRIKY— K ——Q o B4 - 2 - fEEERIEQ Re°
QR ERHRRE b Q) 5 0 T 4Y°

[R—" SRR EERHWEER Dbt ——]

W RIIER Y RIS EFRWLSVEEOLS

(R~ BRHPRe KMpfie ]

[——&M

(R ER SR

—RE=<

BUT HIWOECHESKYNT 2O WVEE S VE St e |





item/image/p280.jpg
(47 50786 ZEHK |

[ SRR A0+ 0 VE L 428

[ {848t

R UL O WD S A0S FS DO QRMAHEUEH Q7 JFEUERY O v 5°

=\ == ERRKVER MROE(VEROL°

n WeORD U BSH L EROOREUHR OV S O UBH-ONAEER” 2OHEW
N, 4

L J
@

oAU R\ LS R0 D W s O v 5 40 Q4°
[7 Qe D ERSEO
oAl QO RREFEW QPR IBRO” EHEELTELY” 8 (U -PEDERE S HWR_RDL°
[RofE” AQUE° 2 0RO
[ BEQ e
(M= 5 O ROBEEHKRANRA Q48 S S on@ 0 UAS O f— UM U v { SR T
B P R 4 — |
[AQIEA0 AT (a0 O 4 2mand 38 FBard g — |
BB EURKRIRIINVULRP ROOKFRRES—DH 042
RBBBH— Vo= IR =

[ TBHR 0~ EIff WRNREEHRRVIOSEU— 00 [LUSRSOR






item/image/p285.jpg
Pl

A1) LA QB HKRLWY VD S48 5 Rfbe ]

TR VBRI IR D EIHL° ot IR VIR S RIEU R0 Q0

[EX &0 &S5 @OFECRIE | o]

[ 5448 WRBU-DQ AR — |

B35 O A0S ERIIYSIEW O CIRT NBIRNR 5 E5i 0 42°

LS ORBEUROVNDT R s — - BB ERQ 00048 5 O 8 5150

[RY BECKEVOVOERIENUILTOSF S ORIV

[ <o QT VRS QAORECKEC R Y N0+ REE—~ QDU
7 ERBRUEQ OV ISP U RO€ e IS UmARRTVE RO F o A
IR BR WO R UHEE -0V KB ISR O Lot — |
SONERI Ot 5 5 Qe ° PN LT ERHUSRBRONSOVA SRS KA
R8O MKERURL” ERWEOW S U W IEH D0

FEOVEEOSGL 0o WRSHERSH U0 O Ve Q —

RSN ROBERKEVRIMORNOA Y R QEKEWH LS & S SERRUE OV HiEX
EOTNMNAN WRQEM G VBN EN X UAS0RD & —

WO QRSO & NEAOREOR?






item/image/p284.jpg
[ 1) AURASA O SEEEIGSRE DUy O Uy D% |

A50Q 18 S NI o a00Q° 4805880 VU 5 °
[EVfpEie. HUERHEENL BN NI e Une: TR0 R e |
RECREUROVNH— QUTTHAE O WIIRQLS S e

[ 00 1) QPRI a8 Ko U KEEQSIER U S KR EEEIERR Y
DR < URWIE D90 5 R48VE O V0 W REFEW IS

RNV 0 R A& 8° B0 S s |

Fy

[rRL WIS 44 20— |

07§10 1) O U0 ERIERDLS 0.5 0 xUAK A0 U R ¢ TN T I QERaN-R IR O

D OAE O 207 DO S K mm A S 200 K X 800 T —
LN IS EEET S S

AL QIR
[H648 DRSS R HEEQM D" BIFE° BsU-»iEm (VS
WENO— 112" $mEU<T U IBHSU DS |

[BorePinrge. 408 QUILEPESHD" ERD | BLE VRO BN S UK

SEIUSR/IPIURILL” | BUVR T 0L —e |
° BN & O R2A 2D 80 INARKAD VTR

[0 REUROSVBIRIN BB &
KA OS07 Lo QEPMRRIERERREN L RAT HERRY | BV S oHB R

t)

.,./lv.@






item/image/p283.jpg
[ 57 EEM-XAIT O P2 3R N X DR VHIB KL S WE o QEEE2HE O o P
A0 R NOEMUBCANR—RNT AR - KA—2 UE QO I i
YUMEEEY DRG0 0o U2 e U S UKERURES D)\l B’
11O AR 4 ) A DI o |
—AUMPORRRO D 5° B O kMR OV o REH D 5 48—

[— V2P B EBRvRe A0g @ HMBRESQH N K480
FDPIRW S DR ERKWRCER RV de

NI O v RERHB QRSN R URIEHWR U OL°

H\W S QR & A D LRET W E T D8 OABR S 5 SUHEH R — —

HER HRGEUNLKSVER OL° BERVES VH S0 NN K QERREE W E s
ROV SRUKILUSHIIEL S UR ) VRO Q P LHRGIN Y R D EQMAI LY
N KRORLLCWRYY 848" BRSO RKIEET ) QR O IV S LROKRVETEOL°
[y QB A0° USRS BRI I<KSANKUEL LS W) YU ]
[EET VN eEHE ]

[Q 0 UKL &7 MO SEFESEHHKREL RV 3V ImeQ WY~ |
[Are S ) ) e |





item/image/p282.jpg
B NN S T2
#6405 5 DM | IIBIER U D4 1857 B0 <0 a5 |

IR R SNCEUER O W VIETe°
RNDVERRUEQSEN RO | <QHKAKRKUIK LS 1V48r0°
[id—" B Y IR YU~ |
[RH A= IR —]
[T N0 e SR G |
[& QAR S Wit DS ——° EIEEXUR QT HIUE R — 1B SRS
- BA-QAEAN LY Ot O LUV T AV QRKBUKGR O S42°
EEQRBRERENIAVYINT Ml O Wl oD 5 40.&040°

[HOAOR B SO BR O Wit QORI S (v B —— ) & 4QIEK R V98
4o STUIMMIFEEADQE 5 Uase &k DOe |

(B0 — BOQm IV BRYKRTNY O ° XGmELVBEGNRRLOmIK L ~
NOWRRIEL AN R—FRDNT AR - KA—R KO O EL it 40— |

QL — & RO LT 1S Qe

[id—° Ry IoHAEmM LT 1)IERQRQEEHQREAIY N X DR L0 D 5 280
s P S QENRIEEMN-XKA S04 O3






item/image/cover.jpg
B\ SR A\ v
LT N R

m 2] - / / |
DI~ =






item/image/p278.jpg
[142 SE8 iR EFY Qs 25 58° {R& 0L
VR BN A——0 1 RERHEQ OD UL O 5 0048°

5 Q0 HmEE Q A OV BRSSO U IRIRASA SR B UIRE< O e Q 1U°
[ca@Rer IRERMHe. QIRECREMV-2EI S WiRe ]

[Rer 8487 BRIV o UmNLe. 20" HEETHGS O KUDISS W |
HQOE S RN O {vEE 1 ZEERb A D AU KA

" BRRBIRGRAD SV SR BANDOW 500 Sredgees-©

(W48 U S OEPER” BTRA0 & Q4 |

S| [ ENW 0 )
[R5

KO SR SR URKIEGOHR DRI S U

X AVRERSWENQ QO R Ry U ED T SR AVE R
WOHE HROEROH A RN © KR mInd42°
[QB401)%0 S ——0 WAL AR o B4 RIREE 5 Ao |

[cooe BRI SQT 40T )50 S At |

[€—° 48 O Baprh ) Sdb—don s ooveee QAR SR 040&2 0 1) QR 0 WEIK
PHURVO S IRB LRI & o





item/image/p277.jpg
S OB——8 4 2° fhad Q4% 5 (Va0 ) s\ORO.Q V2R

[0 QT840

[RUHERASR RO

N R TNITOA) S Qo2 ) THE I (U ) <2 A ) DI T Q) s B 400
WO FAEROQIRE (VBRI S O4L°

[HR=Ne——

NIOED R0 4057 RN 0402 & 8 S KU°

-
D WSRO Lo DR VR BERUE-P8" IHRSE M LSS 2°
SR
PROEEUEN VA BERHR S 0-00 0 Uk b XEIBIVE D 5 KEHREL O
P - | n\vto

|
f

— (487 SQ1pre )50 Sardon” IR |

o— RO HBALOWHRINY
\ [H90a: QHape R 49400 49497 {HRIA° LR e & 0 Hsa.

RN R4 KEIEO S S Qe " ICEREHEE R O RO o

[40 6416 O e |

FIR/PLROe: DUmMPHERN SRS BME 5 5 AR

ot O QA O VA EEA0T S48 S AU )Q°





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p276.jpg
[R5 " RSk ST OV

ST AUESRRR M S840 -0 USRS ) 0-0EE SV 1K°

K S R QSR YT BN RS NRIEN SR P D 05 DS R

...... AJES O W 5 RS 040 S D 40° &7 DR KU SeEREE 4% O (s
| Y S0 BEEROUD W OGS SN0 0 QO Sl I S —

A" D — N I QE UE M QIS NIRRT EOERI oV
PRUHOVUE R RIENCSRERENI AR EUKO! IKRER VAV BEMS
HARRT QNR & Q4% 5 W EEA S QIR R O vase?

[ QT <L LUSRHDOLD &3 O Lo |

49 R0 YU LI ES VS IRET (Y 1) 400 L ERERQE T 1A 0BT A0 R ANEHERI U a0 v Ot © 42°
[&7 & 00 0 VERROSRI W OO oR° ErfEe. |

HOERI ORI MV S € U WEA KR R85 R & ¢ VERHI R H 0T
HRAES SV OEEID 5 QM ——°

[5Q T8 iB KA |

HhaWEE DN QU MR M7 VIEUMRNEIRR” e R/ OR4°
[REWVAOLEB—ESNREERQ | < O4°





item/image/p275.jpg
U 0 W RO+OR-HHEE OV ROUR SO AosQ Ry O VES 0 42°
[BofE R0 0LQ e 30 40RO O ARIWSIE Do e |
RGRBH S O——D & $5°
4 57 AR OERIKEIRR S WV HTEZE -2 D1 5 20820
57 SRR RTT T SR 0T KT BERKUS OV 1o RUIE O Y
QIIMIELL46 5 O v S0k /o= |
) RV ERERV-048 S BT O 04020 | FEMEER O a8 0NRT 1D el
SEQVROVIEDE ERRQOLUL QRIS L s QL KU DA Y
OO QI —— DA IR S . 3°
[ QAo Yo a0 O UEME N WD LRI AY #.0 |
NI O 7 FAREPA A 400 LEHS D nQ°
W2 BRRNAMOWV s\ QHEE A @A+ ) sQaWET D D43 5 BT BN ( IR itk
NOUARRR” QT O O VM RUUE SIEWEREMS= QRO WVIRIIAE D & B °
[407 R W& ek
ENRANLY D0 RSV VQ—— 304 QLUREEQ L D\ ——
EAL0Tb QO S 107 AT L0 OL°
[~ #R 4R |





item/image/p279.jpg
[WVRR I DNEAWRN AT D000 N 1) O 00 DR EIS SR ) U |
[BEIEA0 & O \Wirtlnrs” 2 |

[4Q 0 VKO B\« By U 240 % O \v F—— Q4o |

84 ) 4t (RGN R T DAV a— R ) —RR—RM ) —~27 A w48
(&7 Ao St 4" ORI S QW™ 1Eatdn 3 — |

(487 D %48 K I~ |

(487 4848° w4 |

UKD Kl Qi 2 S SaWEHRR Y REH U ULV ST LR E21Y U QIR
UL 1) Q" HEEWET I 140 & R AUHEME SFEWEE 5 W AR -0 0 i) O 3R
U OV SRR ORGS0 EB48 0 US 0 WEIC QR O L°

i
75)
5
A
s

[4R—" B0

[ERERE O\ 5 Q-0 UMEER0 M U HIN Q L7 64K 854 (v R L2V Sz se Q
.30 31 SERIR 04810 Q R0 |

MR TE04% S 4000 D48” LRI |

ROSAVESYED VR QiR L EE o) 0°

R AR TR S 48R O 2°






item/image/kuchie-003-005.jpg
P N

BBDRMT S

BONE SRR T 1
DREHULBBROENT,
BERTEE TEIAIEED,






item/image/p274.jpg
MEDQE MR EOYmR RE S VERVRRAWIIN” RO SIRIE0
| Qi BEWHR S QO et iX ( VER O\ 5 42°
WE R 00E BLEES | K00 AN QENEREHE D —aa— Rl
£ 1 3EVE O a0 O IR O fa9240°
VA4S ) AAWED S 4552007 IS O 5 IR WAERWEL” RO IR U aRwE D4°
M5 0—)J
[MRRXNRR IS H < Hml48~ O (x|
[ ereRye. I 0 {250 0 PR OVERESRHGR OS5 RO & 48 5 o
~ [DUAGBRE— VRERKR RAT REUNDOIEK&e: |
[<rav OIREKER O Wop LRSS PO —o W UERUUDRIMIRAE S Qg |
HMEOBOE /P01 5440 QEEEH @ORKS BIiE°
EQORKQ E0RXL SMHEKWA° K1) UGSV | EHA ) Q-KREE -2lIe°
EQ—~ BXC— EBEHK—
U2 M) QER B2 v WAL oy ) QER” BEK S48 518 = EEEWRPQ A
REPAMQILBR/IVT DR RGO Q" WEUER W™ R S SoRe 0
MR U QR USRS OV 5 5 QRN R
<D — RN L QENTY [y — N

,

EERRNORT Eadner)





item/image/p273.jpg
ISEKAI no
HOUSOKU ga
MOTTO

MIDARERU!






item/image/allcover-001.jpg
AL Rt oro ey
HEL T T 3702
Sl A bk Hihp—

[HE] KhIBEO 1 FREA T FL A,
[BECLET, BT TLESVLL |
AR T 7 VAT S 5 | (D))

I BRI T IR LN T
4 THOL TR St bo, £
o T SIS 5 A7 |

i & AEIRADBRE BN T, KiFLA
% [R5hLbr o] RILFORBL
VET SO T ——iiliim o
Db YT T REGE LRI
AL BABEAR A 20 by L
7 OB IR DL+

RFAT DL T T ARG KL T
BREIAOIN A EF AT B SIS
ISR IA T 4 7, 55 255 |

ST

=

a

%
'
|

Naruto Ousaka

I1SEKAL no

B, HOUsOKU g

MiDARERUN

BaEhEDE

Fv M ECFHELTUEER U BRAHLTE UK
EBHE () o R MBEEESBULER,
TABBUONSERL CEICED, RETRMERT
e, WTIEEL,

ATANDBLSD
BESE, Yyn—-BR-Fl - PAT R SRTFEGHE
HIECREEMEEDRER - 152 N—5—TT,





item/image/p101.jpg
ISEKAI no
HOUSOKU ga
MOTTO

MIDARERU!






item/image/p265.jpg





item/image/p028.jpg





item/image/p269.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章



		第二章



		第三章



		エピローグ



		おまけ：駄女神のいる日常



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p021.jpg
ISEKAI no
HOUSOKU ga
MOTTO

MIDARERU!






item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p179.jpg
ISEKAI no
HOUSOKU ga
MOTTO

MIDARERU!






item/image/p011.jpg





item/image/gaiji-cid8268-harf.png





item/image/kuchie-001.jpg
J ' I_JI J/_'

/Jr’ i Z)

aaaaaaaaaaa

EIRBA D<a>





item/image/p095.jpg





item/image/p289.jpg
[A05 047 404 0= SR DG LA S —  48a@n— 1807 IR N —
BN REH SV EQUEEBRR AN e: 849487 00—
NNARBRRE R —R" DR~

=" Q) REESREREY 4800040 0 B DL Q—— |

[ QRS04 |

[Wren. 3" @R RUDHBROWV-” BRUMREIRG SO 0 QJU O NS E— <
EULBERUEQUKOVRKEVR IR O bR~

[Ve—& BEUMRBREEISR° $0E—< VRN ARURNCUR" BERER
YURINQREE!L L e DV 0 O B Deeeees |

(4548 e LN -0 DR DV AQ 2 HTEEN A (U oz ot |

NN QBRI 4% 0 4 5 L°

BIS4—  ECERSUELL0WEI D OR RN 0 0 VRN A NY —

HEEEO 0 07 VS S IER ( VERCE MICHIRGIHEC42°
VRV KIS RIS B QRIEBED SOV 1R -9
BXRIERUERE) O <ImKH O1 O4 O L BIER W EVRO W20 0 W 5 5 e
|a -





item/image/p288.jpg
)0 LB EE RN S < < O {2 QY 0 v BB R0 484 s0re Do —

[V ERars (U300 2502456 |

MR B 0R07T SRASVE O I O ORI ENA S0 A |
[RERRH AN K — S ih T O —  1)1)" S5 RENE RS EREITIE A 5 4$
ERURO Wofper f20—

KEERY BhBEKEWE O Uil h Y BRI o0 5 %—°

B R O (oadel S U Q B o i gL°
(US4 UM &RQELUIEVAIRIAQBACLHNNR 2RO O )R
IR RN AN ha )

[ %480 48 BEEAS O R O 8 2 FInoan T O 1000 1) 30 L IEAUA.D & — |
RO REME BT F-2BAE UHRIKR R~ O L°
BRASPLRBS S Qe R O — BB Q—]

POV TTESQMI TN NN 20540500 1) A U ERWIE Q1) A D 4U°
—EESRRGEPOLDA

epfse. SURIFIED OO BERUAS OV USSEZOVELI R S0
DR CIRT RHSDN L QWEIETD ORI S —






item/image/p045.jpg
%
P,
~ M
4 A
/ §\ /\
' y A 4
J Y 4
- \
\
N\
NS

= N\x\\\“

= "ﬁ
[\ N
_ |

\‘ b—%’ A
= “ % )
A 7/
~,_.\ . \ ) \






item/image/p287.jpg
+)

©

e84

X

MO e I JALEEE O\

iU R CRIEW-IEB RN R °

LLQIPRIEVE O v R 5 5 QUHIeRT [HEVUOWO YIRS N VR 0 {30
i | U E A1 W LR O LI )00 FE3T #UQ7 HHENQT R

(K24 Q—" 848" & 0B I E—]

VRt MXRFECEBQNQVERE HEMH Y RERHKIWRP LB U ) O £2°
A9487 E SRR O v Ot O 421055050 |

AN INASROERRRSWE QD7 E{0HE—

EEYTTRKE" DINAC 1)) USEER 5 0 4 O 4800 0a 304 07 B
W RSHRIBI VA0 QS e CIRT N— B8 x0 9 45Q0-HQ OV — |

NNAE SUOUKIRLL e 487 UREO<SERNC-/o R U &e: |
WL S %o 55 ROM dI—Re SRRV Re: ]
HKEDNNN LHRPQIREW R DLW R N <LK Wiyt — VIR RNES

HEWEROW RERH I -0 RHENERED IO HREHWBOQ S 42°

RROMWHURES S RE O Wil SEEREE SED0R0 0 WO LRORDe Y
6 O 100~ S ONINNE 9=
AR IS NEDED AR T NN B R0 R0 —





item/image/p286.jpg
R YIRS NREBRKE O W EOWEIR WEEERNE OV UBESRE P A RPE RS S
WO QEENVEREMENQOF R (KT Vg —
EREURQORURE O oo EQEEREY E—

PR Ee: $#ERWD A QDTN RO W) ) REERTENG 0

[N R A0 DO R e D LEIR G S KBS U NN A A B 5
SHOMEGL R R 5 5 R A KR IN AN AR g B |

£ KEHL U BHEQRESANN0ROE O BTy R o QK KTHRDIE b I — &
SREWE O W IURR MOKEPL<SQIREUEM O v 5r0°

i L—=ANY A == D—=NO NN UDROP 0T X — DN ORIBRLIE~—
(KRRl s ]
[3RR DN 5 MR R WYUK R D — |

Ko D48 5, °
[eeenen &.*Un_
[AERANR AR i |
ELOBRESTHRAKR” SULKES VUKD 5 IR Qe HHERm D £
(587 D&Y WK%

R A 5SS 00 O B 50






item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg
= W0

\aﬁam =T @






item/image/p207.jpg





